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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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……殺される……。……逃にげないと殺される。

追ってくる……。……黒く冷たい銃じゆう口こうと、もっと冷たい黒い瞳ひとみが……。

逃げないと殺される……。……でも、逃げきれない。

追ってくる。どこまでも追ってくる。

どうすれば……いい？

……殺さなきゃ……。……逃げきれないなら殺さなきゃ。殺さなきゃ殺される……。
















　ハッと目を開き僕は夢から覚めた。無機質なコンクリートでできた天てん井じようが目に映る。

（自分の部屋じゃない）

　ゆっくり身体からだを起こし、今度は自分の姿を確かく認にんする。どうやらパジャマのような服を着て、この硬かたいベッドに寝ねかされていたらしい。あたりを見回すと、小こ柄がらな女の子が傍かたわらに立っていた。

（年ねん齢れいは僕と同じくらいだろうか？）

　女の子は何も言わず、冬の夜の湖のような、黒く、深く、冷たい瞳で、こちらに視線を向けている。

（誰だれだろう……）

　僕は身体を起こし、あらためて彼女に視線を持っていった。

「目が覚めた？」

　静せい寂じやくな空気の中、落ち着いた口調で女の子が口を開く。

　曖あい昧まいにうなずいてから、あと二人、部屋の中に誰かいるのに気がついた。細身だがなかなかに背の高い銀ぎん髪ぱつの男。そして、赤いスーツで厳しい視線をこちらに向けるブルネットの女性。二人とも外国人のようだ。

「Good morning boy. How are you ?」

　僕に銀髪の外国人が英語で話しかけてきた。妙みようになれなれしい、ふざけたような口調。女の方は黙だまっている。品定めをするかのような、射い貫ぬくような眼まな差ざしをこちらに向けながら。

「……Ok,[image: “]Phantom[image: ”]」

　銀髪の男が、さっきの少女に声をかける。

「Let's start his test. Don't be too hard」

「Yes, master」

　二人は英語で会話を交わしているようだ。早口でよく聞き取れなかったが、男は彼女を〝ファントム〟と呼んだみたいだ。彼女の名前だろうか？

　返事をした女の子がこちらに近づき、僕の手にナイフを握にぎらせる。軍隊で使うような、重くて厚みのあるサバイバルナイフ。これを一体どうしろというのか？

「立って」

　女の子が促うながす。いつの間にか彼女も、右手に同じようなナイフを握っている。

「なあ、一体どういう……」

　僕が話しかけた瞬しゆん間かん、少女の持つナイフが稲いな妻ずまのように閃ひらめいた。鼻先を彼女のナイフがかすめ飛ぶ。あと少し避よけるのが遅おくれていたら……

「死にたくなかったら、本気できなさい」

「そ、そんなこと言っても……」

（……わけがわからない。戦えというのか？）

（このナイフで？）

（そもそもここはどこなんだ？）

（なぜ僕がこの子に襲おそわれなければならない？）

　僕は飛び起き、女の子に背を向けて逃げ道を探す。出口はないのか？　扉とびらは？　窓は？

　ろくに辺りを見回す暇ひまもなく、背後から殺気が押し寄せてくる。彼女は本気だ。それにおそろしく動きが速い。大体こいつらは何者なんだ？

　そこでようやく思いついた。

　……そうか、これはさっきの夢の続きなのか？　まだ夢の中にいるのか？　追いかけてきた黒い瞳……。あれは、この女の子だったんだ。それなら何もとまどう必要なんてない。これはただの夢なんだから。

　ともかく、逃げきることだけを考えよう。そして、もし逃げきれないのなら……。殺すしかない。殺される前に殺すしか……

　だが、どうする？　彼女は明らかにナイフの扱あつかいに慣れている。どう考えても勝ち目はない。

　そんなことを考えてる僕の耳に、銀髪の外国人の忍しのび笑いが聞こえてきた。そういえば、あいつは女の子に英語で何か命令していた。だとすると……

　僕は間合いを測りながら、ゆっくりと横歩きで移動する。女の子は動かない。悠ゆう然ぜんとナイフを構えたまま、身体からだの向きだけを変えてくる。

　視界の隅すみに、あの銀髪の外国人の姿が入る。一瞬でいい。女の子の注意を逸そらすことができれば……。多分、勝ち目はそれしかない。

　考えをまとめた僕は、視線を銀髪の外国人に向け、雄お叫たけびを上げながらナイフを投げつけるべくモーションに入った。

　こちらの思惑おもわく通り、一瞬だが女の子は動どう揺ようした。

　男を庇かばうように間に割り込んでくる。待ち望んでいた隙すきができた。

（今しかない!!）

　僕はナイフを投げかけた姿勢のまま、ダンッと女の子に体当たりをかけた。
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　もつれ合うようにして床ゆかに転がり、倒たおれた女の子を押さえつける。

　しかし、なぜかまったく恐きよう怖ふは感じなかった。いくら夢とはいえ、人を殺そうとしているのに……

　次の瞬しゆん間かん、振ふりかざしたナイフが意志を持っているかのように、女の子に振り下ろされた。

　ナイフは女の子の右みぎ腕うでをかすめた。ジワリと赤い血が滴したたり落ちる。

　ゴスッ!!

　鈍にぶい音と同時に、女の子が仰あお向むけのまま繰くり出した強きよう烈れつなアッパーカットが、僕の顎あごを直ちよく撃げきした。

　貫つらぬくような衝しよう撃げきが顎から脳天を突つき抜ぬけ、次し第だいに目の前が真っ白になってゆく感覚に襲われる中、耳には銀ぎん髪ぱつの外国人の興奮した声が入ってきていた。

「"Zwei[image: ”]……You are "Zwei[image: ”]」

　何だ？　何を言っている？

（あなたの名前よ）

　不意に女の子の声が聞こえたような気がした。あの哀かなしい目をした女の子の声が……。

（あなたの名前は、今日から〝ツヴァイ〟……）

　ツヴァイ？　何だそれは。どういう意味だ？　名前が、どうしたって？　ここは、一体、どこなんだ……







　床に昏こん倒とうした少年を、３人の人物が各おの々おのの表情で見下ろしている。

「いかがですミズ＝マッキェネン。素す晴ばらしい人材とは思いませんか？　この少年は訓練を受けているわけではない。戦術の心得もない。ただ持って生まれた本能だけで、あのような行動を取ったのです。天才です。それも生死に関かかわる窮きゆう地ちに陥おちいって、初めて露あらわになる才能の持ち主です」

　興奮からか銀髪の外国人の口調は、いつになく流りゆう暢ちようだった。

「まさに彼こそ、〝インフェルノ〟に加わるべくして生まれてきた人間なのです」

「……だとしても、彼はそれを望むかしら？」

　今まで沈ちん黙もくしていたブルネットの女＝クロウディア＝マッキェネンは、いぶかしげな表情を浮うかべ、銀髪の男に疑問を投げかける。

「世に孵かえることを拒こばむ卵はなく、芽め吹ぶくことを拒む種子もあり得ない。意志の問題ではないのですよ」

「……お得意の洗脳か」

　クロウディアは、吐はき捨てるように呟つぶやく。

「さよう。完かん璧ぺきです。すでに催さい眠みんと薬物による処置は済んでいます。知識や判断力はそのままに、自分自身のアイデンティティに関わる記き憶おくだけを封ふう印いんしました。言葉は話せるし、目に映るものが何かもわかる。それでも彼には、自分のことだけはわからない。名前も、家族も、友人も……何ひとつ思い出せません。調教には最良の状態です」

　自分の技術を自じ慢まんするかのように、嬉うれしそうに話す銀髪の男。

「どうかご理解ねがいたい。ミズ＝マッキェネン、これは慈じ悲ひなのですよ。彼はあまりに不運な現場に居合わせてしまった。本来ならば抹まつ殺さつされて然しかるべき目もく撃げき者です。だが私としては、彼には今一度実りある人生を歩むチャンスを与あたえてやりたい。貴女あなたとて想おもいは同じではありませんか？」

「……単独の旅行者で、未成年。しかも日本人。厄やつ介かいよ、あの国のマスコミは」

「すでに入出国の記録も抹まつ消しようするよう、手配してあります。もう彼の足取りは誰だれにも辿たどれません。機密は万ばん全ぜんです」

「……いいでしょう。サイス＝マスター。この少年はお前に任せます。しかし、アインにツヴァイか……。教え子の名前ぐらい、もう少し考えたらどうなの？」

　そう言い捨てて、クロウディアは部屋を後にした。その背中を銀髪の男は冷れい笑しようで見送っていった。










　瞼まぶたを上げたら、どうか夢から覚めていますように。僕はそう祈いのりながら、目を開けた。

　……虚むなしい望みだったのかもしれない。さっきまでと同じ部屋。同じベッド。同じ匂においの空気。違ちがうのは、辺りに人の気配がないことくらいだ。

　頭痛がする。身体からだの節々も痛い。たしか、殴なぐられて気を失ったように思う。

（……そうだ、殺されかかったんだ）

　身体を起こし、手足がこれといった支障もなく動くのを確かめた。まだ、生きている。

　それにしても、ここはどこなんだ？　ものすごく寒い。身につけているのが、病院で着せられる検査服のようなものだから仕方ないのかもしれないが、どう見てもここは病院なんかじゃない。僕が今いるこの部屋は、あまりにも殺風景すぎる。壁かべも床ゆかもコンクリートが剝むき出しになってるし、位置が高すぎて外が覗のぞけない窓も怪あやしい。しかも、出入り口は錆さびの浮いた鉄てつ扉ぴがひとつだけ。

　ここは……廃はい工場か何かだろうか。ガラスが割れてなくなった窓から、夜の冷気が容よう赦しやなく身体に吹きつけてくる。

「ここにじっとしていてもしょうがない……か」

　自分を奮ふるい立たせるために、わざと自分の考えを声に出し行動を始めた。

　暗がりに目を凝こらしながら、冷たい床を爪つま先さき立だちで歩きつつ、あてもなく館内をうろつく。しばらくすると建物の外に出た。

　僕は自分の目に映る、見み渡わたす限りの荒こう野やを見て愕がく然ぜんとした。この廃工場以外、目に見える範はん囲いに建物らしきものは何もない。はるか彼方かなたには地平線も見える。

　……こんな景色は、テレビでしか見たことがない。どう考えても、ここは日本じゃない。

「目が覚めた？」

　背後で聞き覚えのある声がして、思わず一歩後ずさってしまった。声の主は、僕を殺そうとした、黒く冷たい瞳ひとみの女の子。

「怖こわがらなくてもいいわ。もう襲おそったりしないから」

　相変わらず静かな、まったく感情の窺うかがえない口調。手には、凶まが々まがしく光るナイフではなく、ボアのついた防寒服を抱かかえている。

「まずは、これを着なさい」

　この寒さをしのげそうな防寒服を手渡され、それを着込みながら僕は彼女に質問した。

「君は……」

「名前なら、ないわ」

　こちらから訊きくより先に、低く呟つぶやくような声が返ってきた。

「呼びにくければアインと呼んで。いつもそう呼ばれてたから」

　質問の出鼻をくじかれ、次に訊くべき言葉が出てこない。

「……さっきは何で、あんなことを？」

　最初に口をついて出た疑問はそれだった。ただの冗じよう談だんや悪ふざけとは思えない。あのとき、彼女……アインは明らかに殺意を込こめてナイフを振ふってきた。

「あなたの才能を証明するためよ」

「……才能？」

「あなたには、生まれついての才能があるのよ。人を殺す才能。生き残る才能。暗殺者としての才能が」

　呆あきれた話だった。いきなり何を言いだすかと思えば。

「はは……、わけの解わからないこと言わないでくれよ。大体、何の根こん拠きよがあって……」

「わたしを殺そうとしたじゃない」

「それは……」

　だが僕には、すぐに言い返す言葉が見つからなかった。今にして思えば、どうしてあんなふうに戦えたのか解らない。あの時、何をどう考えて行動したんだろう？　ただ、がむしゃらに刃は向むかった程度のことしか覚えていない。自分のことなのに、まるで他人ひとのことを思い出しているかのようだ。

「普ふ通つうの人なら、あの状じよう況きようではまず間ま違ちがいなくパニックになるわ。自分の置かれた状況を把は握あくしようとして、混乱しているうちに殺されていたはずよ。でもあなたは違った。状況を把握するより先に状況に対処した。それがあなたの才能なの」

「そんな……無茶な」

「たしかに今までは、そんな自分に気づかなかったでしょうね。平へい穏おんな暮らしをしている限りはわからないわ。身の危険が迫せまった時にだけ発現する能力だから」

「それで、僕にナイフを持たせたの？」

　そんなデタラメな理り屈くつを立てるためだけに。

「そう」

「無茶苦茶だよ！　一歩間違えたら死んでたぞ！」

「そうね」

　僕が感情を露あらわにして怒ど鳴なり散らしても、アインはまったく動じていない。僕は彼女のその態度に、苛いら立だちよりむしろ当とう惑わくを感じた。この子には、感情ってものがないんだろうか。

「……平気なのか？　君だって、命いのち懸がけだったんだろ？」

「わたしは人を殺すために生かされているから。殺せない時は、死ぬ時だから」

　淀よどみない口調で、アインはそう言いきった。人殺しのために生かされてる……？　ふと、さっきいた銀ぎん髪ぱつの外国人を思い出した。彼女に何かを命令していた男。

「君は……一体何なんだ？」

「殺し屋よ」

　開いた口が塞ふさがらない……。まさしくそういう気分だった。アインの歳としは幾いくつだろう？　たしかに大人びた印象はあるが、どう見てもまだ子供だ。こんな、少女と言っていい歳の女の子が殺し屋だと？　冗談だろう？　そう、笑い飛ばしてしまいたかった。しかし、そうできなかったのは、ナイフを手に襲いかかってくるアインの姿が、いまも瞼まぶたの裏に焼きついているからだ。忘れようがない。あのときの恐きよう怖ふは。

「……それで、僕を試ためして、どうするつもりだったんだ？」

「あなたにも殺し屋になってもらうの。ツヴァイ」

「馬ば鹿か言うなよ……。なんで僕が、そんなことやらなきゃならないんだよ!?」

「生きるためよ」

　アインの返答は短かった。さも当然のことだとでもいう風に。

「あなたはツヴァイ。二人目のわたし。だからあなたも、人を殺すことでしか存在することを許されない」

「変な呼び方しないでくれよ！」

　僕はいい加減苛立ちを抑おさえきれず、そう怒鳴りつけてしまった。

「僕にはな、ちゃんとした名前が……」

　……そこまで言ってから、僕は言葉に詰つまった。なぜだ？　なぜ出てこない？　どうして自分の名前が言えないんだ？

「……僕の……名前は……」

「ないのよ。もう……。考えるだけ無む駄だよ。あなたの記き憶おくはすべて消されてるから」

　そんな……。そんな馬鹿な……。たしかに何もわからない。ここに来る前はどこにいたのか？　あの硬かたいベッドで目を覚ます前のことが、何ひとつ思い出せない……。言葉は喋しやべれる。目に映るものが何なのかも理解できる。でも、そんな知識をどこで、どうやって手に入れたのか？

「……君が、やったのか？」

　さっき、アインは言っていた。記憶は「消された」のだと。事故なんかじゃない。誰だれかに故意に、頭の中をいじられたんだ。

「わたしじゃない。サイス＝マスターよ。わたしの主あるじで、〝インフェルノ〟の一員。彼があなたの記憶を処理したの」

「サイス＝マスター……。あの、銀髪の外国人のことか？」

「あなたは見てはならないものを見たの。だから殺されるはずだった。でもマスターは、あなたの才能に気づいて、死なせるのは惜おしいと思ったの。だからあなたの記憶を奪うばい、もうひとつの人生を用意したのよ。暗殺者としての人生を」

「どうしてだよ……どうして僕が、こんな目に……」

「……拒こばんでも、いいのよ」

　荒こう野やを渡わたる風よりもなお、アインの声は冷たかった。

「その時は、最初の予定通り、あなたには死んでもらうわ、今ここでね。わたしの役目は、あなたを殺すことだった。でも今は違う。あなたには明日からここで、わたしのすべてを学んでもらうわ。暗殺者としてのすべてを。そしてあなたは、正しよう真しん正しよう銘めいのツヴァイに……、わたしの分身になるの」

「僕は……僕は……」

　乾かわいた砂に落ちた僕の涙なみだが、黒く小さな染みを作る。何を失ったのか、どれほど尊いものだったのか、それすらもわからない。ただ恐こわかった。寂さびしかった。自分の心に開いてしまった虚うつろな大穴の……その深さと暗さに怯おびえて、涙がとめどなく溢あふれ出た。

「泣けるうちに泣いておくのね。それって、とても贅ぜい沢たくなことだから」

「……夢だ。きっと、ただの夢だ……。全部、何もかも、悪い夢なんだ……」

「それで慰なぐさめになるなら、夢だと思っておきなさい。でも、長い夢になるわよ」







[image: １章「ツヴァイ」]
















　昨晩アインは夜明けまで時間をくれた。それまでに生きるか死ぬかを決めさせてくれるという。結局選んだ道は、このままなにもわからずに死んでいくことではなく、ツヴァイとして、殺し屋として生きていくことだった。いつか自分という存在を取り戻もどすためにも、今はツヴァイでいるしかないのだ。







　悪夢から一夜明け、アインのもとで訓練を重ねる日々が始まった。

　一日の始まりは、まず基き礎そ体力の鍛たん錬れん。腹筋、屈くつ伸しん、腕うで立たて伏ふせ。お定まりの筋力トレーニングを、呼吸が上がり床ゆかに這はいつくばるまで繰くり返す。

　それから廃はい工場の周囲をマラソン。夜の冷気とは裏腹に、日中の荒野の日差しは強きよう烈れつで容よう赦しやない。喉のどが干ひ上あがる一方で、肌はだは滝たきのような汗あせに濡ぬれる。でも今の僕にとって、肉体の苦痛はそれほど辛つらくはない。記き憶おくを消された今では、この苦痛だけが、生きていることの、この世界に自分が存在することの証あかしのようにさえ思える。

　真昼になり、いよいよ日差しが耐たえがたくなると、トレーニングは屋内に移る。平へい衡こう感覚の訓練では、バンダナで目め隠かくしをして倒たおれた鉄骨の上に立ち、爪つま先さき立だちで５回ほど身体からだを回してから、鉄骨の上を端はしから端まで早足で往復する。初めのうちは、３歩も進まないうちに鉄骨から足を踏ふみ外していたが、もうかなり慣れてきた。こんな訓練が何の役に立つのか不思議だったが、アインが言うにはバランス感覚は射しや撃げきの要かなめになるらしい。激しい運動ではないが、緊きん張ちようで神経がすり減っていく。

　格かく闘とう技ぎの訓練では、身体を動かすより先に、まず人体の急所の講義から始まった。実戦では、拳けん法ぽうのような型や構え方は意味がない。いかに素す早ばやく、的確に、相手の急所へ手を伸のばせるか……。それだけがすべてだと教わった。

　夜は、英語の特訓。新聞や雑誌が読み書きの教材に、雑音混じりのラジオ番組が会話の教材にされた。食事や休きゆう憩けいの間は、アインは英語しか話さない。日本語を使ってくれるのは、講義の間だけ。やがてそれも徐じよ々じよに、簡単なところから英語に置き換かわっていった。

　体力も神経も使い果たし、疲つかれ果てて泥どろのように眠ねむる毎日が続く。余計なことを考える暇ひまもなければ、夢を見ることもない。やがて、そんな生活に慣れはじめると、今度は物事をじっくりと考えることが苦痛になってきた。その時々の課題をクリアすることに、全力で取り組んでいる間は、何も思い悩なやんだりせずにすむ。肉体の苦痛を忘れてしまえるほど、それは魅み惑わく的な安らぎだった。

　また日が沈しずんだ。今日の訓練も終わりだ。僕はラジオを点つけて、空電混じりの英語のニュースに耳を傾かたむける。いつもならアインも黙だまって傍かたわらに座り、意味の取れないフレーズに注ちゆう釈しやくをつけてくれたりするのだが、その夜は外出の支し度たくを始めていた。珍めずらしいことではない。時折こんな風に、アインは夜どこかへ出かけることがある。任務なのだろうか？　誰だれかを殺すのだろうか？　そう思うと、何となく質問するのが怖こわかった。

　ついつい気がそぞろになり、ラジオの放送が耳を素す通どおりしてしまった。代わりに、鼓こ膜まくが捉とらえたのは、砂さ漠ばくの夜の静けさを乱す車の排はい気き音だった。アインを迎むかえに来た車。

　立ち上がったアインが、こちらを一いち瞥べつする。何処どこに行くのか知りたい気もするし、知りたくない気もする。だが、そんなことを迷っている時間はもらえなかった。アインは背を向け、部屋を出ていった。







　呼び出しを受けたアインが、サイス＝マスターの邸てい宅たくに着くと、すでにサイスは自じ慢まんのコレクションの手入れを始めていた。サイスは、古今東西の銃じゆう器きの蒐しゆう集しゆうに情熱を注いでいる。中でも斬ざん新しんなデザインや独創的な設計のものは、サイスの美意識を刺し激げきした。自動拳けん銃じゆうの黎れい明めい期にあたるボーチャード＝ピストルやモーゼル＝ミリタリー、Ｐ08といった古典拳銃。それらを一いつ挺ちようずつ手に取り、形状と機構の感かん触しよくを愉たのしみながら、念入りに手入れを施ほどこしていく。サイスにとっては、かけがえのない至福の時間である。

「ツヴァイの仕上がりは、どうだ？」

　意識は分解された銃の部品に向けたまま、サイスがアインに問う。

「技術面の訓練は、完成に近づいています」

「ふむ……」

　ファントムの回答に、どれほどの興味を示しているのか、作業に没ぼつ頭とうするサイスの横顔からは窺うかがえない。

　コレクションの手入れには、厳密な順序がある。作業は、銃の開発された年代順を忠実に追って進める。機構と意い匠しようの進化の歴史を辿たどるためだ。今、彼が解体している最後の一挺は、コレクションの中では最も新しい時代のものである。また、その奇き抜ばつさと希少性においても、群を抜ぬく知名度の銃。ＡＭＴオートマグ[image: 180]。自動拳銃として初めてマグナム弾だんの使用を試みた、野心的な実験作。複雑すぎた機構が作動不良に繫つながったため、失敗作の烙らく印いんを捺おされ、忘ぼう却きやくの彼方かなたへと葬ほうむられた悲運の銃である。

　内部機構の鑑かん賞しように満足したサイスは、再び、オートマグを元の形に組み始めた。

「丁度良いカリキュラムがある。精神面を先に仕上げて、実技に移るとしようか」

　まるでパズルのような複雑な部品を慣れた手つきで組み上げながら、誰にともなく呟つぶやくサイス。

　破は壊かい力を追求した銃でありながら、あくまでオートマグは美しい。円えん筒とうを基調とした細身の機関部と、緩ゆるやかなテーパーを描えがく銃身。さらに、三次曲面で構成された急角度の銃じゆう把は。気品すら漂ただよわせる優ゆう雅がなフォルム。そこには、以後の時代のマグナム＝オートマチックにつきまとう無骨さが微み塵じんもない。そんな繊せん細さいな美しさの中に、マグナム弾の獰どう猛もうな破壊力を宿すアンビバレンツ。それがオートマグの魅み力りよくとも言える。

　最後に、滲しみ出た余分なガンオイルを拭ぬぐい取って整備を終えたオートマグを、サイスはテーブルの上に戻もどした。これで銃器コレクションの手入れは一いち巡じゆんした。次はいよいよ、とっておきの凶きよう器きの手入れを始める番である。

「アイン、来なさい」

　サイスが彼女を、インフェルノから与あたえられた呼こ称しよう〝ファントム〟ではなく、昔のように〝アイン〟と呼ぶとき、それは、彼女をサイスの個人的な所有物として扱あつかうときだ。凶器というものの美について追い求めてきたサイスが、彼自身の手によって完成させた至高の芸術。それがアインという少女である。

　いつもの通り、アインは服を脱ぬいで裸はだかになった。シェードランプの燐りん光こうが、華きや奢しやで細身なプロポーションを、淡あわい輪りん郭かくで包み込む。用意しておいた香こう油ゆに手を浸ひたしながら、サイスは、無防備に立ちつくすアインの肩かたを摑つかみ引き寄せた。筋張ったサイスの手の中で、柔やわらかな肩の肉が、痛ましいほどに押し歪ゆがめられる。だがその下に潜ひそんでいる固く張りつめた三角筋の手て応ごたえを、サイスの指先は見み逃のがさない。

　最低限の量で殺人的な瞬しゆん発ぱつ力を発揮できるよう鍛きたえ抜いた上で、ぎりぎりまで研とぎ澄すまされた細くしなやかな筋肉の束。その仕上がりは、鍛たん造ぞうと錬れん磨まの境地を極きわめた東洋の刀とう剣けんにも似たものだ。そんな致ち命めい的な筋組織を上から包む脂し肪ぼうは、控ひかえめな量にもかかわらず、完かん璧ぺきな偽ぎ装そうを果たしている。柔らかく起き伏ふくする肌はだの下に、秘ひめ隠かくされた致命的な威い力りよく。その危険性は、何なん人ぴとであれ見抜けまい。

「完璧だな、お前は」

　白くきめの細かい肌に、サイスは顔を近づけて、僅わずかな傷や汚よごれも見逃さないよう子細に点検しながら、全身に指で香油を擦なすり込んでいく。

　アインは眉まゆひとつ動かさず、サイスの指に身体からだを委ゆだね続ける。ふくらはぎから大だい腿たい、尻しり、腹……じりじりと手を這はわせ、柔肉を揉もみしだき、そして、その下の細く強きよう[image: 靱]じんな筋肉を探さぐり当てるたびに、サイスは指から伝わる愉ゆ悦えつに陶とう然ぜんとなる。

　幾いく度どとなく、アインはその容姿によって任務の遂すい行こうを容易なものにしてきた。可か憐れんな少女に、死の危険を嗅かぎ取る者などいはしない。その油断が、ターゲットの防備に隙すきをつくらせる。繊細な美しさと、獰猛な破壊力。

　不意に湧わき上がったインスピレーションに駆かられて、サイスは、サイドテーブルに置いてあった整備済みのオートマグを手に取った。

「これを持て」

　アインは言われた通り、オートマグのラバーグリップを右手の指で絡からめ取る。磨みがき抜かれた銃身と、少女の虚うつろな瞳ひとみの中で、ランプの灯の照り返しが躍おどる。

「さあ、構えて見せろ」

　[image: 1.7]キロの重量を、細い腕うでがゆっくりと持ち上げる。ステンレス＝スチールの凶器と、白い肌の凶器。ふたつの意匠は、その相通ずる矛む盾じゆん性ゆえに、見事なまでに融ゆう合ごうした。美意識の刺し激げきに、宗教的な歓かん喜きにも似たものが、サイスの胸を満たしていく。感極まったサイスは、背後からアインの肩を抱だき、その首筋に唇くちびるを這わせた。

「アイン……お前は完璧だ。私が育て、私が創つくった、完璧な殺人兵器だ」

　一人の少女を、これほどの完成度に磨き上げたサイスの意匠。おのれ自身の才能に、サイスは存分に陶とう酔すいする。だが真に優すぐれた意匠とは不ふ滅めつのものだ。時を超こえ、永遠の輝かがやきを放つものだ。そんな風に、アインの完璧さもまた永遠なのか？　それは、もうすぐ証明される。せっかく手に入った希け有うの素材を、あえて手ずから調教せず、アインの手に委ねたのは、そのためだ。

「ツヴァイを仕上げろ。お前の手で、お前のように完璧に」

「……はい……」

「これはお前を完成させる最後の工程だ。アイン、お前はお前の完璧さを、次の代に継けい承しようしてみせろ」

「……はい。マスター……」







　これから、どうなってしまうんだろう。

　落ち着かなかった。やはり、物思いに耽ふけるより、身体を動かして何かに没ぼつ頭とうしている方がいい。僕は、独りでいつもの平へい衡こう感覚のトレーニングを始めた。目め隠かくしをして、鉄骨の上を何度も往復する。

「大したものね」

　不意に声をかけられた。誰だれかが傍そばにいる。

「構わずに、続けて」

　言われた通り、鉄骨の端はしまで渡わたり終わってから、バンダナの目隠しを外した。この人は……。憶おぼえている。初めての夜、サイス＝マスターと一いつ緒しよにいた女……

「クロウディア＝マッキェネンよ。会うのは２度目よね」

　緊きん張ちようをほぐそうとするように微び笑しようを浮うかべ、僕に話しかけてくる。よくは憶えていないが、最初に会った時とは雰ふん囲い気きが違ちがう。もっと冷たい、値ね踏ぶみするような眼まな差ざしの印象だったが……

「私が誰かは、聞いている？」

「いえ……」

「私はインフェルノの一員よ。正確には幹部の一人。あなたを拾ったサイスの上司。だから、あなたと〝ファントム〟の上司でもあるわね」

「あなたは……。いや、あなたやサイスって人の……、その〝インフェルノ〟っていうのは、いったい？」

「そうね……。簡単に説明するなら、法的秩ちつ序じよのない世界に、別の種類の秩序を作ろうとしている集団……かしらね」

「……どういう意味ですか？」

[image: ]

「この国の、ギャングやマフィアといった集団のことは知ってる？」

「え？　えぇ。一応は」

「そういった犯罪組織を、たとえば一個の国だとするなら、インフェルノは国連みたいなものよ」

「……つまり、ギャングやマフィアの総大将ってことですか？」

「それは正しい表現じゃないけど。でも、今はその程度に理解しておけばいいわ」

　よくわからないが、やはり非合法な犯罪者の集団なのだ。そんな組織に捕つかまって、今は殺し屋に仕立てられているわけか……

「今回のことは、謝らなきゃいけないわね……」

「え？」

「やむを得ない事態だった。事故と言ってもいいわ。きみには何ひとつ選せん択たくの余地をあげられなかったわね……」

　クロウディアは少し表情をかげらせた。

「きみのコーチがなぜ〝ファントム〟と呼ばれているか、聞いた？」

「いえ……」

　そうだ、前からそれが不思議だった。たしか英語で〝亡ぼう霊れい〟とか、そんな意味だが……なぜアインが？

「〝ファントム〟とはね、組織のトップ＝スナイパーに贈おくられる称しよう号ごうなの。彼女はインフェルノ最強の暗殺者なのよ」

「最強の……暗殺……者……」

　驚おどろいた。殺し屋というだけでも信じられないのに……、組織で最強？

「きみは最高の教官のもとで、訓練されているの。それも同等の素質を認められてね。言わば、エリートとして扱あつかわれているのよ」

「感謝しろ、と言うんですか？」

　我ながら、硬かたい声だった。またクロウディアの表情がかげる。もしかしてこの女性は、今度のことで本当に良心の呵か責しやくを感じているんだろうか。

「私たちは、きみから多くのものを奪うばった。それは認めるわ。でもね、私たちがきみに与あたえられるものも、決して少なくはないはずよ。それだけは覚えておいて」

　そう言って寂さびしげに微笑ほほえむと、クロウディアはこの場を立ち去ろうとする。

「……あ、あの」

「なに？」

　ありがとう。そう一言、言えば済むことだった。だが、それでは収まりのつかない感情が、僕の胸に湧わき上がっていた。ここで初めて、慰なぐさめの言葉をかけてくれた人なのに。それを嬉うれしいと、素す直なおに感じる気持ちはあるのに……

「アインは……自分が、人を殺すために生かされてるんだって、言ってました。そして、僕についてもそれは同じだって」

　ようやく自分の気持ちが見えた。クロウディアの心こころ遣づかいになぜこうも戸と惑まどったのか。

「さっき、言ってましたよね。与えられるものも、少なくないって。それって僕にも見返りがあるって意味ですか？　でも、僕はインフェルノって組織の命令通りに、奴ど隷れいみたいに生きていくしかないんでしょう？」

　こんな境きよう遇ぐうで、言葉だけの優やさしさを見せられても、白々しいだけだ。感謝なんて、できるわけがない。

「そんな生き方で、なにを得られるっていうんです？」

　僕は、怒ど気きをはらんだ言葉をクロウディアにぶつけた。

「たしかにきみは、私たちに巻き込まれなければ、もっと平へい穏おんで幸福な人生が送れたでしょう。私たちはその可能性を奪って、たったひとつの生き方を強要しているけれど……。でも、きみは奴隷なんかじゃない。きみにだって自由はあるわ」

「え……？」

「そう……人生をドライブだと思ってみて。普ふ通つうのドライバーは進む道を自分で決められる。たしかにきみにはない自由よね。でも、たった一本の道を進むときだってドライバーには自由があるのよ」

　わからない。何をいわんとしているのか。

「スピードよ、ツヴァイ」

　きっぱりと確信を込こめて、クロウディアはそう言った。

「決められたコースでも、その道をどう駆かけ抜ぬけるかは、きみの自由でしょ？　きみが望み、そして努力する限り、どこまでも加速していけるのよ。そうやって競争相手を追い抜いていけば、いつかは頂点に君臨できる。生き方を選ぶことと、その生き方で勝利者になることとは別なのよ」

　たしかに、そういう生き方もあるかもしれない。それはきっとクロウディアの信条なんだろう。僕を言いくるめようとしているわけではなさそうだ。

「私たちが用意したのは、きみが勝てるコースよ。きみの才能と潜せん在ざい能力で誰だれよりも高みに登れる生き方よ」

「……殺し屋として？」

　僕は間かん髪はつ入れずに、苦い声でそう口をはさむ。

「そう。最高の殺し屋として」

　そして一息、間を置いて、クロウディアはこう付け足した。

「きみがそれを望むならね」

（それを……望むなら……）

　クロウディアの言葉が、僕の耳の奥で繰くり返される。

「もう二度と自分が奴隷だなんて思っては駄だ目め。そんな風に考えている限り、きみはきみをおとしめている相手に勝ちを譲ゆずることになるのよ」

　そこまで言ってから、クロウディアは、決然とした表情を和やわらげた。

「きみとは、もっといろいろ話したかったけど……もう時間がないわ。ツヴァイ。また会いましょ」

「あの、クロウディアさん……」

　背を向けた彼女を、もう一度、呼び止める。今度は何というべきか、わかっていた。

「……ありがとうございます」

　振ふり向いたクロウディアは、今日見たなかでいちばん明るい笑え顔がおで応こたえてくれた。

「次に会うとき、きみは見み違ちがえるほどに成長してるでしょうね」

　そう言い残して、彼女は建物の外に出ていった。







　その夜、クロウディアは自宅のリビングで寛くつろぎながら、１冊の赤い手帳に見入っていた。日本国発行のパスポート。デザインの複雑さと印刷の精度では、見慣れた米国のものなど足元にも及およばない。

　顔写真は楕だ円えんにトリミングされ、縁ふちにぼかしがかかっている。偽ぎ造ぞうを防ぐためのパラノイア的な意い匠しよう。そのせいで、証明写真というよりはポートレートのようだ。

　そこに写っている顔は、クロウディアの見知っているものだった。

　今日、会いに行ったあの少年。写真の中の彼は、無表情ではあるが、穏おだやかで満ち足りた顔をしている。廃はい工場で会った時のような、打ちひしがれたような表情を目に宿すのは、まだずっと後のことなのだ。

　発行されたのは２ヶ月前。異国に旅するのは初めての経験だったらしい。生年月日の日付によると、年ねん齢れいは……。弟のロメロが家を飛び出し、ギャング団に身を投じたのと、ちょうど同じ歳としだ。アルコールも手伝って、固く封ふうじ込めていた胸の奥のものが、封ふう印いんの隙すき間まから漏もれ出てくる。

　遠い記き憶おく……暗い眼まな差ざしの底に獰どう猛もうな怒いかりを秘めた、まるで手負いの獣けもののようだった弟、ロメロ。だが小さい頃ころは、優やさしい子だった。喧けん嘩かが苦手で、すぐ泣いて……。そのくせ、ろくでなしの父親がクロウディアを殴なぐろうとすれば、かならず身体からだで庇かばってくれた。そんなロメロを鍛きたえたのは、貧しさとスラム街の弱肉強食の掟おきてだった。富と権力という解を導き出すための、セックスとドラッグと暴力の方程式。その演算に明け暮れながら、若いロメロは成長していった。どこまでも強く、非情に、凶きよう悪あくに。

　パスポートの写真の中の、少年の柔にゆう和わな顔を、クロウディアは弟の面おも影かげに重ねてみる。もし生まれ育つ国が違ったら、あのロメロもこんな穏やかな顔ができたのだろうか。

「ねえ、リズィ」

　バーで飲み物を用意していた、クロウディアのボディガード兼けん付き人、そして友人でもある黒人女性が、グラスを手に戻もどってきた。

「何だい？」

「どう、この子、なかなかハンサムだと思わない？」

　手て渡わたされたパスポートを見て、リズィは眉まゆ根ねに皺しわを寄せる。

「……アタシ、東洋人の顔って区別つかないんだけど。しっかし、吞のん気きな顔してるな、このボウヤ。喧嘩もしたことなさそうじゃん」

「この子に、人が殺せると思う？」

「ハハ、冗じよう談だんだろ。虫も殺せそうにねぇよ」

「……そうね」

　リズィに返されたパスポートを、クロウディアはもう一度、まじまじと眺ながめた。

「やっぱり、そう思うわよね……」







　ひたすら続く訓練の日々。一体自分という存在が分からなくなってからどれくらいの月日が経たったのだろうか？　今となっては、それを知る術すべはないのだが……

　そういえば、今日はアインの姿を見ていない。昨夜出かけていったのは知っているが、まだ戻ってないのだろうか？　気にしてもしょうがない。ここでは訓練以外にすることはないのだから。

　いつものように射しや撃げき訓練を始める。すでに静止したものを標的にする課程は修しゆう了りようしていた。最近は動く標的を狙ねらっての訓練にシフトしている。

　立ち並ぶ鉄骨の支柱の間に、幾いく条もワイヤーロープを張り巡めぐらせベニヤ板の標的を吊つり下げる。ワイヤーは、50㏄の原動機とギアボックスで、吊られている標的ごと動きまわる仕組みになっている。

　原動機を始動させると、けたたましいエンジン音に引きずられて、ずるずるとワイヤーが動き出す。滑かつ車しやの径や数に工く夫ふうがあるらしく、それぞれの標的の動く方向やスピードは、どれもまちまちだ。

　……心を静め、身体の力を抜ぬいて立つ。

　背後からは、ワイヤーを巡めぐらすエンジンの唸うなり。右往左往する標的たちの気配。視野を覆おおうのは、色とりどりのマーキングをされたベニヤ板。銃じゆうを構える一いつ瞬しゆんの動作……その間に、目は指示されたターゲットをすべて捕ほ捉そくし終えている。

　ターゲットの〝位置〟を見て、〝確かめる〟のではない。動く方向、スピード、すべてを読み取り、〝居場所〟を〝感じ取る〟。あとはただトリガーを引くだけだ。

　パン！　パン！　パン！　パン！　パン！　パン！

〝狙って撃うつ〟を繰くり返すのではない。一度に狙いを済ませて、一度に撃ち尽つくす。




　外が暗くなっていたのに気づき、今日の訓練を終しゆう了りようする。廃工場の外に出て、疲つかれた身体を夜風で癒いやしながら漫まん然ぜんと荒こう野やを眺めていると、やがて彼方かなたで瞬またたくヘッドライトの光こう芒ぼうが目についた。廃工場の敷しき地ちに乗り入れて来たのは、２ドアのスポーツクーペ。ハンドルは、アイン自身が握にぎっている。

「……どうかしたの？」

　車を降りたアインに、ぼんやり立っているところを見み咎とがめられてそう声をかけられる。

「いや、別に……」

　今さら、アインが車の運転ができると知ったくらいで、驚おどろくには当たらない。だがなぜ、今日に限って？　今までアインが送そう迎げい車に頼たよっていたのは、外部との連れん絡らくを絶つためだろうと思っていた。荒野の真ん中で、万にひとつも脱だつ走そうの機会など与あたえぬよう、アインもろとも孤こ立りつした生活を送らせる……それが連中の思惑おもわくだったんじゃないのか？

「来て。そろそろ準備をしておかないと」

「また新あら手ての訓練なのかい？」

「いいえ、今夜は……試験よ」




　アインに連れていかれたのは、いつもは施せ錠じようされている武器置き場だった。いままでの訓練でさんざん使った拳けん銃じゆう類のほかにも、まだ扱あつかい方を教わってないライフルや、機関銃といった物々しい銃器までならんでいる。

「今日までの訓練で、いちばん扱い慣れたと思う銃を選んで」

（試験？　なんの試験だ？）

　僕が手に取ったのは、デザートイーグル、50ＡＥだった。慣れた銃かといえば噓うそになる。正直なところ、まだ持て余している感は否いなめない。だが、〝試験〟という言葉に不安感を覚えたのか、無意識のうちにハンドガンで最強の威い力りよくを持つこの銃を選んでいた。

　するとアインは、僕を廃はい工場の外に連れ出した。いつの間に来ていたのか、フェンスの外に黒くろ塗ぬりのリムジンが停とまっている。車の横に立っている男は初めて見る顔だ。長ちよう髪はつをなびかせる優ゆう雅がなたたずまいに、どことなく気品を感じさせる雰ふん囲い気きが感じとれた。傍かたわらには背の高い黒人の女性。ジャケットの下には肩かた吊つり式のホルスター。中身は大型のオートマチック拳銃だろう。ボディガードだろうか？　だとすると、長髪の男はインフェルノの幹部なのかもしれない。

　また一組ヘッドライトの光芒が現れた。アインが出かけるとき、いつも送り迎むかえをしている車。その車はリムジンの隣となりに停まり、新たに３人が降り立った。クロウディアとサイス＝マスター。あとの一人は知らない顔だ。その男は、この場に揃そろった誰だれよりも狼ろう狽ばいしている様子だった。

　これから一体何が始まるのかはわからないが、今はこの場で静かにしているしかない。







　役者が揃ったと言わんばかりに、サイスがリムジンの横にいる長髪の男に話しかける。

「ミスタ＝マグワイヤ。合衆国海軍のウォレス大たい尉いを紹しよう介かいします。長年、我がインフェルノの武器供給に協力して下さった功労者です」

「なあおい、飛行場に行くはずだったじゃないか！　ここは一体どこなんだ？」

　まだ現状を把は握あくできていないのか、サイスに連れてこられた男はうろたえたままだ。

「あなたの最後の晴れ舞ぶ台たい、とでも申しておきましょうか」

「……何だと」

「我々インフェルノの至上課題は、秘ひ匿とく性の維い持じでしてね。遺い憾かんながらウォレス大尉。ＦＢＩにマークされたあなたを、このまま放置しておくわけにはいかない」

「き、貴様ら、裏切ったな！」

　サイスに摑つかみかかろうとしたその男を、黒人の女が拳銃を構え押しとどめる。

「我々との取引だけならば、事が露ろ見けんすることもなかったでしょう。しかし、テロリストにまで武器を横流ししたのはまずかった。いささか欲を出しすぎましたな」

「畜ちく生しよう……汚きたねぇぞ！　俺は今までインフェルノのために……」

「そうですね、確かにこのままあなたを抹まつ殺さつしてしまうのは、騎き士し道どう精神に反する事です。いいでしょう、大尉。あなたにチャンスを与えます。逃にげても結構ですよ。猶ゆう予よは10分。それから我々は追っ手を差し向けます。逃げきればあなたの勝ちだ」

　ニヤニヤと笑いながら、サイスは話を続ける。

「ああそうだ、もしお望みならそこの建物の奥に武器庫がありますよ。好きなように使って下さって構いません」

「どういうつもりだ？」

「言ったでしょう、騎士道精神です。武人のあなたに、自らの手で自由と生命を勝ち取る機会を用意したまでのこと。軍人冥みよう利りに尽つきるのではありませんか？」

「舐なめやがって……」

「……どうしました？　あまり無む駄だにできる時間はないのでは？」

「……くそッ!!」

　ウォレスと呼ばれた男は最後に、居並ぶ全員に殺気を込こめた視線を向けると、駆かけ足で廃工場の中へと消えていった。




「さて、……事情は聞いての通りだ。ツヴァイ。最初の任務を与える。あの男を殺せ」

（何だって？）

　サイスの言葉は、僕に驚きと戦せん慄りつが入り交じった複雑な感情を与えた。

　確かに今日までやってきたことは、暗殺者になるための訓練だった。いつかはアインのように、見ず知らずの人間の命を奪うばうことになるのかもしれない。それは、わかっているつもりでいた。だが、なぜ今なんだ？　急すぎる。まだ心の準備も何もできてない。

　不安に支配された僕は、耐たえきれずアインに助けを求める。

「アイン、この人たちに説明してやってくれ！　僕じゃまだ無理だ。そうだろ？　訓練はまだ途と中ちゆうなんだから」

「訓練は終わったわ。あなたはよくやった。安心して実戦に送り込める」

　いつもと変わらぬ口調で、冷たく言い放つアイン。

「でも僕は……まだ君には、とてもかなわない」

「それは当然だとも、ツヴァイ」

　まるで成り行きを楽しんでいるかのように、サイス＝マスターが口をはさむ。

「彼女は誰あろうインフェルノの〝ファントム〟だ。及およばないのは無理もないことだ」

　追い打ちをかけるように、アインが言葉を発した。

「行きなさい、ツヴァイ」

「できない……。できやしないよ……」

「最初の晩に、言ったわよね。拒こばんでもいいって」

　カチッ

　撃げき鉄てつを起こす冷たい音。そしてアインはこちらに銃じゆう口こうを向ける。

「もう一度選ばせてあげるわ。すべて受け入れて生き残るか、それとも拒んで死ぬか……」

　そうだった。アインと同じインフェルノの殺し屋になる。それが、この命の今日まで生きながらえてきたことの代価なのだ。わかっていたことじゃないか。

　覚かく悟ごを決めると、重い足を引きずるようにして廃はい工場を目指した。手にした銃のグリップが、滑すべりそうなほど汗あせで濡ぬれている。







　静かだった。聞こえるのは、ただ荒こう野やを渡わたる風の音だけ。この暗くら闇やみのどこかに、ウォレス大たい尉いは隠かくれている。おそらくは、すでに武器を手に入れて。

　音を立てないように廃工場に近づき、さっき自分が銃を選んだ武器庫の扉とびらが見える場所まで来た。扉は開いている。銃を選んだあとに武器庫の扉は閉めた。その扉が開いているということは、ウォレス大尉は間ま違ちがいなく武器庫に寄っている。そして何かしらの武器を手に入れた。武器庫の内容は憶おぼえている。なくなっている武器を確かめれば、何を持っていったかはわかるが……

　ふと、アインの言葉を思い出した。

〝追う時は逃にげる気になって、逃げる時は追う気になって考えるのよ〟

　敵の武装がわかれば、それだけ戦いやすくなる。武器庫の中は確かめておくべきだ。

　……そう。当然、普ふ通つうはそう考える。

　追っ手は武器庫に寄る。それを逃げる側が見み越こしていたとすれば……。罠わなが仕し掛かけられている可能性が高い。あの部屋への出入り口はひとつしかない。武器庫にあるものを応用すれば、即そつ興きようのトラップは作れるはず。だが、そんな工く夫ふうを凝こらしている時間があっただろうか？　効果的なトラップを仕掛けるには猶ゆう予よがなさすぎる。むしろ逃げる側にとってリスキーだ。

　だとすれば、室内で待ち伏ぶせか？……いや、やはり待ち伏せも考えにくい。

〝待ち伏せを仕掛けるなら、かならず退路を確保しておく〟

　これもアインに教わった鉄則だ。袋ふくろ小こう路じで追っ手を迎むかえ撃うつのは得策じゃない。武器庫の入り口はひとつ。待ち伏せには不利だ。相手もそれぐらい心得ているだろう。だとすれば……

　状じよう況きようを改めて観察すると、武器庫の入り口の周囲に身を隠せる場所はない。逆に言えば、武器庫に近づく人間は、周囲から丸見えになる。ならば、離はなれたところに身を隠し、そこから武器庫へ近寄る者を狙ねらい撃ちにする可能性が高い。

　この暗闇で狙いを定められるのは、長く見積もっても10メートル以下。武器庫の入り口からその圏けん内ないにある遮しや蔽へい物……

　僕は向かって左にある、放置されたフォークリフトを見み据すえた。

　たしかに遮蔽物としては申し分ない。敵からしてみれば、もし初しよ弾だんで狙い撃つのに失敗しても、こちらの反撃などお構いなしに続けて銃弾の雨を浴びせればいい。こちらに身を隠す場所がない反面、あの残ざん骸がいは全身を隠せるし、並の拳けん銃じゆう弾だんではビクともしないだろう。

　並の拳銃弾なら、だ。

　だが、アインに促うながされて自分が選んだ銃は、ハンドガンで最強の威い力りよくを持つデザートイーグルだ。あのフォークリフトのどの辺にどんな体勢で隠れているにしろ、８発の50ＡＥ弾を寸刻みに撃ち込まれれば、まず無事では済まない。この銃なら、フォークリフトごと敵を仕留めることも不可能ではない。

　そう判断を下したときには、腰こしがひとりでに下に降り片かた膝ひざが床ゆかに据すえられ、両りよう腕うでは前に伸のび、２キロ近い銃を支えながら、その上にある照門と照星を視線の上に重ねていた。人差し指の腹に押しあてられる冷たく硬かたい感かん触しよく。指が予定調和に従うように意識の外側でトリガーが引かれていく。

ガン!!　ガン!!　ガン!!　ガン!!……

　爆ばく発はつ音にも似た轟ごう音おんが響ひびく。弾倉に納められている弾丸が、次々とフォークリフトに撃ち込まれていく。

ガン!!　ガン!!　ガン!!　ガン!!……

　フォークリフトは衝しよう撃げきによって激しく揺ゆらぎ、幾いく重えにも被かぶった錆さびと埃ほこりを粉ふん塵じんのように飛び散らせ、陽炎かげろうのようにぐらりと揺らぎ横よこ倒だおしになった。

（…………）

　目を凝らして、フォークリフトの残骸を見つめる。窓から漏もれ込む僅わずかな光だけでは、形を見てとれるものなど何もない。

　もっと近寄ってみるしかない。足音を忍しのばせて、恐おそる恐るフォークリフトの残骸を目指す。ようやく残骸の細部が見てとれるようになったのは、もう手を伸ばせば届くほどの距きよ離りまで寄ってからだった。錆さびた鉄の臭においまでわかる。




　ぴちゃり……

　爪つま先さきを下ろした先でそんな湿しめった音がした。そっと靴くつ底ぞこを擦こすり付ける。ぬるぬると滑る粘ねばっこい感触。息を吸うと、鼻び腔こうにからみつく明らかな異い臭しゆう。

（血だ！）

　横倒しになった残骸の下から、誰だれかの左腕がまるで宙を搔かきむしるようにして差し伸べられている。その横から、節のある帯状のものがうねるように床に延びていた。見るのは初めてだったが、それが何かはなぜかすぐに理解できた。

　人間の、腸……

　貫かん通つうした弾丸のうち、いずれかが胴どうを直撃したんだろう。

（何だよこれは！　何でこんなモノがここにある？　わからない。何なんだ、この違い和わ感は？）

　呆ぼう然ぜんと立ちつくしていると、細く白い手が、そっと肩かたに載のせられた。いつの間にかアインがそばに来ていた。

「また、泣いてるのね。ツヴァイ」

　アイン……どうしてだよ……夢のはずだろ？　こんなのは。

　心の中でそう叫さけぶ僕に、アインは囁ささやいた。

「言ったでしょう。長い夢になるって。だからこれは夢の続き。あなたが死ぬか、狂くるうまで……決して覚めない夢よ」

「そんなの、耐たえられるわけないじゃないか。覚めない夢なんて……」

「終わらせたい？　なら、終わらせられるわ。あなた次し第だいよ」

「……どうやって？」

「あなたが、あなたでなくなればいい。あなたの目も、あなたの耳も、あなたの心も捨てなさい。そして、ただの〝ツヴァイ〟になりなさい。何もかもツヴァイの目で見て、ツヴァイの耳で聞けばいい。そうすれば、もう何も恐こわくない。悲しくない」

「……僕は……、ツヴァイなんて、名前じゃ、ない……」

「そうね……そうだったわね」

　硬く冷たい感触が、こめかみに押しつけられた。感じる。銃口の角度。銃身の向き。撃うち出された銃弾は、間ま違ちがいなく小脳を貫つらぬくだろう。痛みさえ感じる間はあるまい。撃鉄の引き起こされる音……その振しん動どうが、じかに頭ず蓋がいまで伝わった。

「どうしてほしい？　わたしに」

　遠いところから、まるで福音のように、アインの声が届いてくる。

　……撃ってくれ。殺してくれ。そしてすべてを終わらせてくれ。目の前から、何もかも消してくれ。この自分ごと消してくれ……




　ガチン!!

　張りつめた夜の大気に、撃鉄の落ちる金属音が雷らい鳴めいのように轟とどろいた。この容よう赦しやなく残ざん酷こくな世界の、終わりの刻ときを告げる音。生命のスイッチの切れる音。空っぽの意識の中で、その小さく乾かわいた音は、まるで大だい伽が藍らんでの反はん響きようのように、いつまでも尾おを引いた。







　不発だったのか、それとも最初から弾たまなど入っていなかったのか、アインの銃じゆうは火を噴ふかず、鉛なまり玉だまが頭を貫くこともなかった。ただ、撃鉄の音だけが、すべてに区切りをつけてくれた。教えてくれた。絶望の果てにある、限りなく静かな安らぎを……

　力の抜ぬけた僕の身体からだが、アインの腕うでを滑すべり落ち、床ゆかに頽くずおれる。コンクリートの床の冷たさを頰ほおで感じ、すぐ横に転がるウォレス大たい尉いの死し骸がいを、同じ目の高さから見つめた。

　この身体とあの死骸との差は何だろう？　目が見えて、耳が聞こえて、声を出せて、手足が動いて……。その程度じゃないのか？　それ以上、何の違いがある？　胸に手をあててみる。ゆるやかな心臓の鼓こ動どう。……だが、こんなもの、命の証あかしでも何でもない。

　人を殺した瞬しゆん間かんから、僕も死んでしまったんだ。死ぬことに怯おびえ、殺すことに戦せん慄りつしていた魂たましいもろともに。

　哀あわれな少年のちっぽけな死。記き憶おくを奪うばわれ、無理矢理殺し屋として訓練され、ついに最後まで耐え抜くことができなかった。だがもう、彼はこの世にない。死を望み死の意味を知ったとき彼は死んだ。この世界から消しよう滅めつした。そして身体だけが残された。

「立ちなさい、ツヴァイ」

　ツヴァイ。それがこの抜け殻がらの名。もう苦しむことなんてない。痛みも、悲しみも、すべて生者の背負うものだ。ツヴァイという名の屍しかばねが、何を感じる必要があるというのか？

　心が死に、開き直りに近い感情が湧わき上がる。そんな僕を見て、アインは寂さびしげな表情を浮うかべながら話しかけてくる。

「試験は合格。これであなたは、インフェルノの一員よ」







　３ヶ月がすぎていた……

「……大したものだな、あの二人は」

　インフェルノの実質的なトップ、レイモンド＝マグワイヤも、最近のファントムたちの活かつ躍やくぶりにはただ驚おどろくばかりである。

「理想的な組み合わせです。二人とも、傍はた目めにはただのティーンエイジャーのカップルにしか見えません。そして明日は、ダラスのルシオ＝ヴァルサーニが天に召めされるのです」

　得意げに話すサイスの鼻息は荒あらい。

　インフェルノは、東海岸への勢力拡大を狙ねらっていた。ファントムたちの仕事ぶりのおかげで、確実に勢力を伸のばしているものの、すべてを配下に治めるにはいたってない。その要因は、東海岸で絶大な影えい響きよう力を持つイタリア系マフィアの雄ゆう、ルシオ＝ヴァルサーニの存在である。この男が生きているために、インフェルノへの参加を見合わせている組織も多い。

「やれやれ、これがうまくいけば、予定が５ヶ月も前まえ倒だおしか。子供二人の活躍でなぁ……」

　マグワイヤの友人で、インフェルノ創設時から幹部として君臨しているアイザック＝ワイズメルも、強面こわもての表情を崩くずし素す直なおに感心している。

「しかし、危険ではないのか？　こう連続してファントムを動かすのは。老ルシオだが、さすがというべきか次は自分と察している様子だ。そのおかげでここ数日、警護は総動員態勢という話だぞ」

「まずかぁねぇか？　ブラフで済ますのも手だぜ」

「ふむ。見合わせるのが堅けん実じつかもしれんな。どうかね？　サイス＝マスター」

　マグワイヤがサイスに意見を求める。

「もし私とファントムを信しん頼らい頂けるのであれば、明日はぜひとも決行をお許し願いたい。私みずから、現地に赴おもむく所存です」

「ほォ……燃えてるじゃねぇか」

「よかろう。君のファントムに託たくそうではないか」

「ありがとうございます」

　サイスは冷たく自信に満ちた笑えみを見せた。







『時間よ。ツヴァイ。準備して』

「……ああ、わかった」

　今の僕は、この国ではさして珍めずらしくもない、無表情なアジア人。だが西洋人にとっては、特とく徴ちようを摑つかみにくい風ふう貌ぼうだろう。服装次し第だいで歳としは14から18まで通用する。ポケットには偽にせの運転免めん許きよとハイスクールの学生証。ウォレス＝楊よう。18歳。住所はロサンゼルス市。用意された偽ぎ名めいは憶おぼえやすかった。なにせ最初に殺した男と同じ名前だからだ。

　あれから、４人を殺した。今回の標的は、ルシオ＝ヴァルサーニ。孫まご娘むすめの誕生日を前に、マフィアのドンはじっくりとプレゼントを物色している。今、このショッピングモールのどこかで……

　ショッピングモール内はかなりの広さだ。この中から人一人捜さがし出すのは骨の折れる作業だ。アインと手分けしてターゲットを捜すことにする。ルシオ＝ヴァルサーニは孫娘のプレゼントを捜しに来ている。その辺から推測するに、洋服とかアクセサリーを扱あつかう店を当たっていけば、そのうち見つかるだろう。

　さりげなく見み渡わたせば、街路のそこかしこに屈くつ強きようで眼光鋭するどい男たちの姿がある。広いショッピングモール全体を、ヴァルサーニ一家が制圧しているようだ。ドンの命が危険にさらされていることを、連中も承知しているらしい。

　ふいにポケットの携けい帯たい電話が、バイブレーションで着信を告げる。

『……ターゲット、確かく認にん』

　アインだ。先にドン＝ルシオを見つけたらしい。

『でもマークされたわ。こっちにトレーサーが一人』

「感づかれるとは、君らしくもない」

『ごまかすから手伝って。西ブロックの噴ふん水すいで……』

「わかった」




　モール内のレイアウトは頭に叩たたき込んである。すでに指示されたポイントにアインはいた。

　クロークコートにベレー帽ぼう。アインは落ち着きなく噴水の前を行き来している。どう見ても、デートで待ちぼうけを食わされた女の子にしか見えない。だがそんなアインに20ｍほど間を置いて、ダークスーツの男が訝いぶかしげな視線を送っている。

（あれがトレーサーか……）

　スーツの仕立てからして三さん下したじゃない。おそらく側近の用心棒。アインの挙動に不ふ審しんを懐いだき、護衛グループから離はなれて追ってきたんだろう。外見に惑まどわされないカンの鋭さは、さすがというべきか。

　アインがこちらに気づいたようだ。だが、何故なぜか表情が険しい。目め尻じりを吊つり上げ足早にこっちに迫せまってくる。何事だ？　そう思った矢先、

　バチン!!

　いきなり頰ほおに平手打ち。

「バカ！」

　思わず顎あごの位置を確かめる。本気の一いち撃げきに比べれば、軽く撫なでられたようなもんだ。しかし、どうしたっていうんだ、アイン？

「何分待ったと思ってるのよ！　もうひとりでほとんど見て廻まわっちゃったわよ！」

（！）

「ご……ごめん」

　面食らったが、アインの意図は吞のみ込めた。東洋人の幼いカップル。ボーイフレンドが約束に遅おくれ、彼女は手持ち無ぶ沙さ汰たにあてもなく辺りを散策……。そういう演出だろう。

「こんなルーズな奴やつって知ってたらオッケーするんじゃなかったわ。わたしの休日、返してよ！」

「ごめん。本当にごめん。その……」

　うまく話を合わせなければ……。それは充じゆう分ぶんわかってるんだが、舌が絡からんで言葉にならない。これがあの、アインなのか？

「ねぇ、埋うめ合わせはどうしてくれるわけ？」

「え？」

「え？　じゃないでしょ！」

　バチン!!

　再び平手打ち。

「責任取ってよ！　返事によっては、わたし今すぐ帰るからね」

「その……今日は、だから……」

　何でもいい。この場はとにかく言い繕つくろえばいいんだ……

「今日の買い物は、全部僕が……」

「ディナーも？」

「も、もちろん……いや、でも」

「わぁい」

　いきなり首にアインの両りよう腕うでが巻きついた。……ちがう、身構えるな！　絞しめ落とされるわけじゃない！

　僕の戸と惑まどいをよそに、満面に笑えみを浮うかべるアイン。

　訓練のとき、そして任務遂すい行こうのときに見せる冷たい表情ではない。必要とあらばこんな無む邪じや気きな笑顔もして見せられるのか。

「じゃぁ、行こ。案内してあげる。お店はね、もう全部見つけてあるの」

　身をすり寄せるようにして、アインが腕にぶら下がる。何気なく辺りを窺うかがう。アインをマークしていたあの用心棒の姿はない。杞き憂ゆうだったと納なつ得とくしてボスの傍そばに帰ったか。




　アインと身を寄せ合ったまま、モール内を歩く。どこにでもいそうな、何の変へん哲てつもない恋こい人びとどうし。誰だれも注意を払はらわない。アインのこんな晴れやかな表情は初めて見た。とても殺し屋なんて思えない。年相応の女の子の顔だった。彼女も任務を離れたら、ああいう普ふ通つうの女の子になるんだろうか。

「ターゲットは、南モールのアンティークショップ」

　肩かたの辺りから、アインの冷ややかな声が囁ささやいた。

「だから迎むかえの車は、南出口に廻されるはず……乗り込む間ま際ぎわを、やるわよ」

　緊きん張ちようで、背筋が凍こおった。

「……続行するのか？　顔を見られたのに」

「問題ないわ。連中は油断しはじめている」

　傍かたわらの少女をまじまじと見つめる。さっきまで屈くつ託たくなく笑っていたのに、いまは人形のように無機質な顔。

　わからない。

　どっちが本当のアインなんだろうか。







　南モール。まず、ひときわ売場の広いジーンズショップに入る。それから店員の目を盗ぬすみ、搬はん入にゆう口を抜ぬけて裏路地へ。きらびやかなモールの賑にぎわいから隔かく離りされた薄うす暗くらがり。ここから大通りに出れば、モールの南出口はすぐ右手。距きよ離りはおよそ20ｍ。隠かくれながら通りを見張るには絶好のポジションだった。アインはクロークコートと帽ぼう子しを脱ぬぎ捨てた。ハンドバッグには、素す顔がおを隠すためのマスケラがふたつ入っていた。謝肉祭で使われる表情のない仮面。その片方を手て渡わたされる。

「用意はいい？」

　頷うなずいて銃じゆうを抜き撃鉄を起こす。美び麗れいに飾かざり立てられたマスケラを被かぶると、くり抜かれた仮面の目の形に視界が縁ふち取どられる。送そう迎げい車は防ぼう弾だんと思って間ま違ちがいない。安全な車内にルシオ＝ヴァルサーニが乗り込み、役目を終えた護衛たちが安あん堵どに緊張を緩ゆるめる。その時が襲しゆう撃げきのチャンスだ。こっちの役割はバックアップ。アタックはアインが仕し掛かける。

　さして待たされはしなかった。けたたましく通りを行き交かう車の群れの中から、まるで幽ゆう霊れいのような静けさで現れたベンツが、路ろ肩かたに車体を寄せてくる。

「……行くわよ」

　アインもマスケラを被った。仮面のような無表情が本物の仮面で隠される。素す早ばやく、そして音もなく、アインと僕は影かげ絵えのような身のこなしで裏路地から躍おどり出た。姿勢を低くしたアインが突とつ進しんする一方で、こちらは路面に身を投げ出し伏ふせ撃うちの体勢を取る。

　不意を衝つかれたとはいえ、それでもボディガードたちの対応は水みず際ぎわだったものだった。後列の二人がドン＝ルシオをベンツの後部座席に押し込む一方で、前列の３人は突進してくるアインからルシオを守ろうと、屛びよう風ぶのように横並びに立ちはだかる。

　乱射しながら駆かけ寄ってくる襲撃者に対しては、防弾チョッキに身を固めた男たちのスクラムは鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよになっただろう。だが精密射撃訓練を受けているこちらにすれば、囮おとりのアインに気を取られている連中の頭は、横一列に並んだ射的の標的でしかない。

　冷静に狙ねらいを定めて……

　パン！　パン！　パン！

　端はしから続けざまに、糸を切られていく人形のように３人の巨きよ漢かんが頽くずおれる。

　アインに目をやると、彼女はルシオやボディガードには目もくれず、ベンツに向けてまっすぐ向かっていった。

　ルシオを乗り込ませたベンツは、ドアを閉めるのも差し置いて、急発進でアインを轢ひき潰つぶそうとする。そのバンパーを軽やかに跳とび越こえて、ボンネットの上に乗るアイン。すかさず腹はら這ばいになり、銃をフロントグラスに突つきつける。

[image: ]

ガガガガガガンッ!!

　銃声の切れ目すらわからない、雷らい鳴めいのような６連射。彼女の銃に装そう塡てんされているのは、真しん鍮ちゆう弾頭にテフロン加工を施ほどこしたＫＴＷ徹てつ甲こう弾だんだ。それをわずか数センチの距離ですべて１点に撃ち込まれては、防弾も何もあったものではない。ドライバーは即そく死しだろう。

　残る二人のボディガードが、ボンネットの上のアインを排はい除じよしようと銃を抜く。だが一いつ瞬しゆん早くアインは車体の反対側に身を転がし、フェンダーの陰かげに身を隠す。二人の銃口がアインを追っている隙すきに、こちらはまたしても落ち着いて照準することができた。

　パン！　パン！　パン！

　１人、また１人と、巨漢の男達が倒たおれていく。

　ルシオの側近たちが全ぜん滅めつするまでに、わずか10秒たらず。そこへ間かん髪はつ入れず、コンバーティブルのＢＭＷがステアリングを軋きしませながら駆け込んできた。

「さぁ、退場だ！」

　急停車したＢＭＷのハンドルを握にぎるのは、サイス＝マスター自身だった。マスケラの覆ふく面めんだけでなく、何のつもりか仰ぎよう々ぎようしい羽は根ね飾かざりの帽子とマントまでまとっている。

　ドアは開けずにＢＭＷのリアシートに飛び乗った。あらかじめ座席に用意してあったマシンガンを手に取る。振ふり向くと、逃にげる通行人の流れに逆行して、モールに散開していたファミリーの連中が殺さつ到とうしてくるのが見えた。折しもアインは、再装塡した銃じゆうでルシオの眉み間けんを撃ち抜ぬいたところだった。

「カーテンコールだ。お応こたえしろ、ツヴァイ」

　サイスに命じられた通り、マシンガンのフルオート掃そう射しやで、敵の頭上を薙なぎ払はらう。威い嚇かくに怯ひるみ、路面に身を伏せるギャングたち。その隙にアインもＢＭＷに飛び乗った。




「ご苦労だったな。二人とも」

　似合わぬねぎらいの言葉をかけるサイスに、マスケラを外し車外へと投げ捨てるアイン。露あらわになった彼女の横顔をチラリと見る。緊きん張ちようの名残なごりもなければ、汗あせの一いつ滴てきも滲にじませてはいない。こうして死地をくぐり抜けた後も、その貌かおが安あん堵どや喜びの色を宿すことはない。

　ついさっき目にした眩まぶしいほどの笑え顔がおや怒おこり顔。目に焼きついたその残像を、いま見つめている横顔に重ねてみる。だが、どうやってもうまくはまりそうにはない。無益に想像を働かせるのはやめて、シートに背中を預け目を閉じた。このまま空港に向かうなら遅おそくとも明朝には、ロスに戻もどれるだろう。
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────ＬＡロングビーチ空港・ＡＭ０：20

　ビジネスジェットで空港に降り立ったサイス＝マスターを、インフェルノのリムジンが出で迎むかえた。その後部座席で待っていたのは、他ならぬクロウディア＝マッキェネンだった。

「ご苦労だったな」

「いやはや……わざわざ、お出迎え頂けるとは光栄です」

「今日は、いい働きをしてくれた。感謝している」

　日ひ頃ごろから、サイスの慇いん懃ぎんさに対し不快を露わにしているクロウディアである。こんな感謝の言葉など、ついぞサイスは聞いたことがない。

　どうせ、何かしら含ふくむところがあるのだろう。そう見み透すかして、サイスは皮肉な微び笑しようを浮うかべた。

「……化けたわね。あの少年は」

「ご満足いただけたでしょうか？」

「……まあ、ね」

　気のない返事を返すクロウディアの、なぜか遠い眼まな差ざし。だが、それにサイスは気づかない。

「あの二人は？」

「旅客便で帰投させました。それぞれ時間も経路も違ちがう便を手配したので、どちらも、まだ機上でしょうな。ツヴァイはアインより早く……未明頃にはロスに戻るでしょう」

　窓の外を流れ去る夜景にしばらく見入った後で、おもむろにクロウディアは切り出した。

「近々ロスで、もう一働きしてもらいたい」

「……活動の焦しよう点てんは、東海岸に移るものかと思っていましたが？」

「マグワイヤたちに指示された作戦ではないわ。……まぁ、私個人の点数稼かせぎね」

　さり気なく、サイスは防ぼう弾だんガラスを隔へだてた運転席を見やる。運転手が、二人の会話を意識している様子はない。後部座席は防音されている。

「よろしいのですか？　ひとつ間違えばスタンド＝プレイと見なされるのでは」

「予期せぬ功績だからこそ、上の連中への貸しにできる。伺うかがいを立ててから動いたのでは意味がない。……そうなれば逆に、お前には借りを作ることになるけど」

「なるほど」

　それをわきまえた上での依い頼らいなら問題ない。満足してサイスは頷うなずいた。

「承知しました。他言は無用ということで」

「頼たのむわね」







〝マフィアやギャングの、国連のようなもの〟

　……いつだったか、クロウディアは僕に、組織のことをそんな風に説明していた。

　なぜインフェルノが、暗黒街の大物ばかりを手当たり次し第だいに暗殺しているのか？　そういった事情も、今ではおぼろげながらわかってきた。

　どうやらインフェルノというのは、全米の犯罪組織の内通者が一いつ致ち団結して作った集団らしい。内通者といっても末まつ端たんの雑魚ざこではない。インフェルノの構成員はいずれも各組織のエリート。出世の階段を駆かけ上ってきたものの、最高権力の座だけは摑つかみ取るチャンスを得られずにいる、そういった実力派の若手幹部たちだ。

　彼らは、先達たちが固守しているような古い慣習や確かく執しつにはこだわらない。互たがいに身内の情報をリークしあい抗こう争そうを避さけ、より効率的な共存繁はん栄えいを目指している。そんな彼らにとって最も邪じや魔まなのは、たとえば今日殺したルシオ＝ヴァルサーニのような、いま現在の裏社会を牛ぎゆう耳じっている、古株の権力者たちだ。

　そこでファントムの出番となる。

　古参幹部を片かたっ端ぱしから粛しゆく清せいすることで各組織の代だい替がわりを早め、インフェルノに加盟している者の出世を容易にする。やがて彼らは、各おの々おのの組織のゴッドファーザーとして君臨するだろう。そうなれば、インフェルノという組織は暗黒街の権力者が一堂に会するネットワークに発展する……

　もちろん、そんな内幕は、把握したところで何の意味もない。組織の末まつ端たんにいる自分には、しょせん雲の上の物語だ。理解の及およぶ話じゃないし、たとえ理解できたとしても、何の足しになるわけでもない。

　玄げん関かん口で、静かにドアが開閉する気配。アインも、戻もどったらしい。

　おかえり、ただいま……

　そんな挨あい拶さつを交かわしたことは一度もない。わざわざ音を立てなくても、部屋に入ってきたのがアインなのは気配でわかる。彼女の方も、室内にいるのが誰だれなのかは気づいている。声をたてたり、視線をまじえたりする必要はない。そんな沈ちん黙もくの毎日が、このノルマンディ通りのロフトハウス……二人にあてがわれた隠かくれ家がでの日常だった。

　シャワールームでさざめくような水音が湧わき、しばらくしてそれが止やむと空気に湿しつ気けが香かおりはじめた。

　彼女はたぶん、いつものようにシャワーを浴びて今は身体からだを拭ふいている。恥はじらいもなければ遠えん慮りよもない。ただ、役目を終えて犬小屋に戻った猟りよう犬けんが二頭。そんな関係にも、もう慣れてしまった。

　……ふと、気がついた。部屋の中の空気の動きが静まっている。何の気なしに振ふり向くと、下着を着けおえたアインが、じっとこちらを凝ぎよう視ししていた。

「……どうした？」

　何気なくそう訊きいても、アインは答えない。ただ黙だまってこちらを見つめている。

「……何でもないわ」

　長かったようにも、短かったようにも思える沈黙の末に、彼女はようやく口を開いた。

「ただ……あなたが、怖こわかっただけ」

「え？」

「何でもない。気にしないで」

　そう言いながら、アインはくるりと背を向けて、ベッドに入ってしまった。

　聞き違いか？　そうでもなければ、有り得ない言葉だ。だが今、確かにアインは〝怖い〟と、そう口にしたように思う。







　この３ヶ月で、実際の暗殺任務やそのためのロケーションや下準備に駆り出された日数は、しめて３週間にも満たない。だからといって、新米暗殺者とその教師に休息が許されるはずもない。手空きの日々は、アインに連れられて、街中を引き回された。

　歩く仕草、視線の配り方、地下鉄やタクシーの使い方……人混みに紛まぎれ込むための、羊の皮を被かぶるテクニック。

　殺人術の次は、平へい凡ぼんなアメリカ市民になる訓練。今はもう、ひとりで街中を散策していても、まったく物もの怖おじせずに振る舞まえる。会話には自信がついたし、読み書きも、新聞の流し読みとまではいかなくても、広告や道路標示なら問題ない。

　もちろん、暗殺術のレッスンにも補講が続く。毒物の知識。尾び行こう、監かん視し、盗とう聴ちようのテクニックとその対策。長く任務の予定がないときは、またあの廃はい工場に戻り、何日も泊とまり込みで戦せん闘とう訓練に明け暮れることもあった。ロスから車で２時間余り。ハイウェイからも遠く離はなれた、地図にないあの廃はい墟きよでは、たとえ大たい砲ほうを撃うちまくっても気づく人間などいない。最近の特訓内容は、もっぱら爆ばく発はつ物とライフル狙そ撃げきに重点が移っていた。




　他に予定がない限り、１日３時間は車を運転すること……。これもアインから課せられた〝自習科目〟のひとつだった。ロサンゼルス市民にとっては、自動車は衣食住に並ぶ必ひつ需じゆ品ひんである。この街で人並みの生活を送るには、靴くつを履はくのと同じくらい車の運転に慣れてなければならない。まともな講習を受けたわけでもないが、人並みの運転技術はすぐに身についた。射撃や格かく闘とうの訓練に比べれば、身体を虐いじめないで済むぶん、はるかに楽だ。

　今、フリーウェイを時速70マイルで飛ばしているのは、型かた遅おくれのフォルクスワーゲン＝ゴルフ。片側４車線の広大なフリーウェイに、邪じや魔まになるほどほかの車はいない。制限速度を超こえたスピードでステアリングを握にぎっていても、目では車外の景観を眺ながめる余よ裕ゆうがある。開け放ったサイドウィンドウから吹ふき込む風が心地ここちよく髪かみを梳すく。これも義務づけられた訓練のひとつではあるのだが、こうしてフリーウェイを散策して過ごすのは嫌いやではない。

　ガゥン!!

　散さん漫まんになっていた意識が、不意の轟ごう音おんで萎い縮しゆくする。耳を聾ろうする排はい気き音とともに、飛び去るようにゴルフの横をすり抜ぬけていく真しん紅くの車体。フェラーリだ。ああいった法外な高級車もフリーウェイでは珍めずらしくはない。だがあんな無茶なスピードは初めて見た。時速[image: 150]マイル……[image: 250]キロは出していたに違いない。それに今のドライバー、おそらく女性だ。一いつ瞬しゆんだったが、ヘッドレストの向こうからブルネットのストレートヘアが見えたような気がする。そういえばクロウディアがそんな髪だった。そんな連想が浮うかんだ直後に、胸ポケットのセルラーホンが着信音を鳴らした。

「……はい？」

『こんにちは、ツヴァイ』

　他ほかならぬクロウディアだった。いつもの静かで品のある口調が、今日はどことなく弾はずんでいる。

『次のドライブインで待ってるわ。早くいらっしゃい』

　悪戯いたずらっぽくそう囁ささやいた後、電話は唐とう突とつに切れてしまった。偶ぐう然ぜんにしては出来過ぎたタイミング。そうは思ったが、まさか……







「久しぶりね」

　ドライブインの駐ちゆう車しや場に乗り入れてみると、クロウディアはすぐに見つかった。なにぶん、車が異い彩さいを放ちすぎている。

「その……物もの凄すごい車ですね」

　フェラーリのＦ40。すでにフラグシップの座を降りた一世代前のマシンだが、それでも、そこいらの小金持ちが持てる車ではない。

「Ｖ８ツインターボ[image: 478]馬力……。慣れちゃうと、もう他の車は乗れないわ。たまにコレを転がすのが、唯ゆい一いつの気晴らしなのよ」

「今日は、リズィさんは？」

「彼女、スピードが苦手なの」

（だからって、護衛も連れずに出歩いていい立場でもなかろうに）

「どう？　これに乗ってみない？」

　冗じよう談だんめいた口調で言われた。どうする？　これだけのスーパーカーだ。興味本位で乗ってみたい気持ちもあるが……。いや、遊び半分のドライブに来ているわけじゃない。ナビシートに座らせてもらっても練習にはならない。

「申し訳ないんですが、僕は運転の練習をしないと」

「ええ知ってるわ。もちろん、きみの練習は邪魔しないわよ」

「……は？」

　突とつ飛ぴすぎる誘さそいに耳を疑った。この……フェラーリを運転しろというのか？　改めて艶つややかなボディの曲面に見入る。美しい……。それだけじゃない。眺めれば眺めるほどに、秘ひめ隠かくしているパワーを感じる。匂におい立つような品格の違ちがいが、フェロモンのように伝わってくる。この不思議な高こう揚よう感は何だろう。魅みせられているのか？　この車に……

　欲求と呼べるような衝しよう動どうなど久しく覚えたことがない。殺し屋としてぎりぎりまで削そぎ落とした生活の中では、まったく縁えんのない感情だ。だからこそ手放したくなかった。この気持ちを自分で、はっきりと摑つかみ取ってみたい。無む謀ぼうであれ、愚おろかであれ、いま間違いなく自分は心の奥底で求めている。この車をモノにすることを。

「僕の車は、どうしましょう？」

「ここに停とめておけばいいわ。私はここで時間をつぶしてるから、楽しんでらっしゃい」

　クロウディアはキーを放ほうってよこした。










　走り去る真紅の車体を、ドライブインのレストランの中から三対ついの眼めが見守っていた。一人はクロウディア。残る二対は東洋人の黒く冷たい目。

「随ずい分ぶんと達者な車に乗ってるじゃねぇか。おまけにあの運転手、まだガキじゃねぇのか？」

　東洋人にしてはガタイのいい、例たとえるなら熊くまのような男がクロウディアに話しかける。

「資質と歳としは関かかわりないでしょう？」

　クロウディアは、クスっと笑えみを返し挨あい拶さつを交かわす。

「直じかにお会いするのは初めてですわね、ミスタ＝ゴドー。……そちらの方は？」

「俺の舎弟の、志し賀がだ」

「……よろしく」

　見た目武ぶ闘とう派はの兄貴分とは対照的な、物静かな男が軽く挨拶を交わす。

「しかし、いいのかい？　こんなに堂々と対面しちまって」

「ご心配なく。それなりの煙えん幕まくは張っています。だから今日この場では、歯に衣きぬを着せることなく話して下さって構いませんわ」

「そりゃぁいい」

　不敵な笑みを浮かべて、熊のような男……梧ご桐どう大だい輔すけは、広い背中を背もたれにくつろがせた。

「あんたの書いた筋書きな、じっくり考えさせてもらったよ。要するに武器と支し度たくはそっち持ち、兵隊はこっち持ち。そういう条件なんだな？」

「シンプルな認にん識しきの仕方をなさるのね」

「気にくわねぇな。泥どろを被かぶるのも怪け我がするのも、みんな俺たちだけってのはよ」

「アンフェアな条件とお思いですか？　この計画、上がりを独どく占せんするのもあなた方なのよ」

「ああ、それがますます気にくわねぇ」

　静かに二人の会話に聞き入っていた志賀も、クロウディアに疑問を投げかける。

「確かに、我々にとっては願ってもない好条件です。胡う散さん臭くさいほどに、ね。だが、あなたの話を鵜う吞のみにすると、ひとつ疑問が出てくる。ミズ＝クロウディア。こんなことをしでかして、あなたは一体なにを得るんです？」

「義ぎ理り堅がたいのが信条のヤクザたちに貸しを作らせようとしているのよ。私は」

「……恩義を売っておくだけが目的、と？」

　志賀は疑念の目を抱いだきながら、鋭するどい眼光をクロウディアに向ける。

「恩義というのも、立派な資産よ。特にあなた方ヤクザの世界では、いちばん安定した通貨ではなくて？」

「まぁいいさ。化かし合ってても仕方ねぇ。どのみち、こっちの返答は決まってるんでな。のらせてもらうぜ。あんたの話」

　細かいやりとりに興味がないとばかりに、梧桐はこの会談にケリをつける。クロウディアの話にのるという結末で。







────ロサンゼルス＝ハーバー・ＡＭ10：00

「あそこの埠ふ頭とうよ」

　サイス＝マスターからの急な仕事の命令を受け、僕とアインは現場の下見に訪おとずれていた。

「今夜22時、中国国こく籍せきのカーゴフェリーが、あそこに入港することになってるの。積み荷は陶とう器き。それと、東海岸のチャイニーズマフィアが仕入れた、コカイン[image: 500]キロ」

「そいつを、横取りしてこいと？」

　僕はあきれた顔で、アインに訊き返す。

「最終的にはね。でもそれはわたしたちの役目じゃない。襲しゆう撃げきチームは別にいるの。わたしたちの任務はその援えん護ご。この位置からライフルで襲撃班をバックアップするのよ。船内突とつ入にゆうから脱だつ出しゆつまで」

　双そう眼がん鏡きようから目を離はなし、裸ら眼がんで距きよ離りを目測する。

「[image: 200]ヤードと……50ってとこか？」

「そうね」

　周囲を見回す。いまひとつ、気に入らない。

「もう少し、離れられないもんかな？　見つかって囲まれたら終わりだよ、ここじゃ」

「フェリーの甲かん板ぱん上まで狙ねらえる射角は、ここからしか得られない。わたしがライフルを引き受けるから、ツヴァイは周囲の警けい戒かいを」

「なるほど」

　それなら万ばん全ぜんだ。本来の任務には一人分の火力しか割さけない形になるが、アインの腕うで前まえなら充じゆう分ぶんだ。

「戻もどりましょう。準備しないと」

「じゃあ、昼飯は帰りがけに済ませとこう」




　夕方から、街は激しい驟しゆう雨うに見み舞まわれた。雨う滴てきの伝う窓の外では、雷らい鳴めいまで鳴っている。

「……厄やつ介かいだな、これは」

　夜半に控ひかえている任務を思うと、そんな言葉が口をついて出た。夜の港は、作業灯で煌こう々こうと照らされているぶん、容易に視野を確保できそうに思えるが、これが意外に仇あだになる。

　明暗のコントラストがつくと、物もの陰かげは完全な闇やみに塗ぬりつぶされて、むしろ視認が難しくなる。加えてこの雨だ。今夜の任務は、案外骨の折れるものになりそうだ。

　ドン！　ドン！　ドン！

　土ど砂しや降ぶりの雨の中、ロフトのドアをノックする音が部屋に響ひびく。素す早ばやく銃じゆう器きを物陰に隠かくすアイン。それを見届けて僕が玄げん関かんに応対に出る。

「……はい？」

「お邪じや魔まだったかな？」

「リズィ……」

　暗い廊ろう下かにそびえ立つ長身の影かげは、クロウディアのボディガード、リズィだった。

「クロウディアからの言こと伝づてだ。ツヴァイ、あんたは今夜８時に、クロウディアの家に行け」

　しばらく棒立ちになったまま、自分の耳を疑っていた。

「そんな、急に……何事ですか？」

「配はい置ち換がえさ。アタシは今夜、ブツの取引に立ち会わなくちゃならない。ちょっとキナ臭くさい気配のあるセッションでね。で、アタシの留守は、あんたが護衛を代行するってこと。ミズ＝マッキェネン直々のご指名だよ」

「ちょっと、待ってください。僕ら、今夜は別の命令を受けてます」

「何ィ？　聞いてないぞ。誰だれの指示だ？」

「サイス＝マスターですが」

「ハン……そいつはサイスの独断だな。きっと。構うこたぁない。クロウディアの命令が優先だ」

「でも……」

　反はん駁ばくしようとすると、リズィは顔を露ろ骨こつに歪ゆがめた。

「あのな、アタシらの上司はあくまでクロウディアだぞ。ヤツの道楽にあんたたちが付き合うのは勝手だけどね、あくまで仕事が優先だよ。わかったかい？」

（何が道楽なもんか。こっちだって命がけなんだ）

　だが反駁しようとしたところに、アインの声が割り込んできた。

「行きなさい。ツヴァイ」

「アイン……？」

「マスターからの任務は、わたしが一人で遂すい行こうするわ。あなたはミズ＝クロウディアの指示に従って」

「そんな……危険だよ」

「大だい丈じよう夫ぶ。問題ないわ」

「だ、そうだよ。ツヴァイ。いちゃついてないで支し度たくしな」

　そう言ってリズィは、クロウディアの住所を控えたメモを差し出した。

「８時だ。忘れるなよ」

　そしてそれ以上、こちらに言い返す間を与あたえずに、リズィは長身を翻ひるがえして去っていった。

「今夜の任務、一人じゃ危ないぞ」

「そうね。作戦を組み直さないと」

　援えん護ご射しや撃げきだけといえば容易な任務にも思えるが、襲撃チームが引き揚あげるまで援護しつづけるとなれば、その後は孤こ立りつ無む援えんということになる。最後に撤てつ収しゆうする彼女は、誰の援護も受けられない。

「無茶だよ、アイン」

「それを決めるのは、わたしじゃないわ」

「わたしは与えられた機材と人員で与えられた任務に対処する……それだけよ」

　自分自身の窮きゆう地ちだというのに、アインの冷たく乾かわいた口調は変わらない。まるで他人ひと事ごとだとでもいう風に。

「そろそろ出なさい。遅おくれるわよ」

　そして、いつものように、彼女はこちらに逡しゆん巡じゆんする間を与えてくれない。いつだって断ち切るように、突つき放すように、ただ目の前の現実だけを突きつけてくる。

「荷物が多くなるだろうから、下に停とめてあるゴルフは使わせて。あなたは５番街に隠してあるトーラスを」

「……わかった」







　降りしきる雨は、いっそう強さを増しているように見えた。クロウディアの邸てい宅たくは、高級住宅地として知られるマリブにある。所番地は教わったものの、１ブロックごとに街区表示があるような場所ではない。大まかに場所の当たりをつけて、あとは建物の特とく徴ちようで探すしかない。

　しばらく探していると、どうやらそれらしい家は発見できた。いや、家などという表現は当てはまらない。はっきりいって豪ごう邸ていである。こんな邸宅をまるまる一軒けん私有しているとは……。インフェルノの幹部がどれだけの富を得ているのか、あらためて認にん識しきした。

　玄げん関かんに立ち、インターフォンで自分の到とう着ちやくを伝えると、くつろいだ部屋着姿のクロウディアが自ら出で迎むかえてくれた。

「ようこそ、ツヴァイ。正確ね」

　使用人でも出てくるのかと思ったが……。そういえば、屋や敷しきの規模のわりには、妙みように閑かん散さんとした雰ふん囲い気きがある。ほとんどの窓に明かりがない。

「他ほかにガードマンの方は？」

「きみ一人よ」

（そんな無茶な）

　何かあったらどうするつもりなんだ？

「休きゆう暇かでも出してるんですか？」

　ついつい呆あきれ顔になってしまった。見み咎とがめたクロウディアが笑ってつけ足す。

「最初からいないの。犬もなし。いつもリズィ一人きりよ。あとは全部センサー任せ」

「辺りを点検してきます」

「そう？　じゃあ、私は飲み物を用意しておくわね。きみは、なにがいい？」

「アルコールは、やめておきます」




　家の周囲を点検して驚おどろいた。屋敷の警備システムは本当に鉄てつ壁ぺきだった。対人レーダー、感圧センサー、赤外線、熱感知……。思いつく限りの侵しん入にゆう経路に最低３種類の警報機。さらに要所では、催さい涙るいガスやゴムスラッグ弾だんによる非殺傷系トラップも連動する。カモフラージュも完かん璧ぺきだ。ここまで過か剰じようなシステムがあれば、人間の護衛に頼たよることはない。警報が鳴ったらシェルタールームに逃にげ込んで、あとは救援が駆かけつけるのを待てばいい。

「どうだった？」

「何のために来たのか解わからなくなりました」

　冗じよう談だんではなく正直な感想だったが、クロウディアは可笑おかしそうに笑った。

「しおらしいことを言うわね」

　そしてクロウディアは、手にしたふたつのグラスの片方を差し出してきた。

「ハイボールで、よかったかしら？」

「……仕事中ですよ」

「だから、気張らないの。一いつ杯ぱいで潰つぶれるわけじゃないでしょう？　そういう訓練は受けなかった？」

　当たり前だ。一体どう言い逃のがれたらいいんだろう？

「……僕は、子供ですから」

「ぷっ……。あははははは……」

　僕が半ば自棄やけになってそう言うと、とうとうクロウディアは爆ばく笑しようしてしまった。腹を抱かかえるにも、両手にグラスを持っていてままならない。

「はいはい、お姉さんが悪かったわ」

「あの……」

「持ってるだけでいいわ。気分の問題だから」

　そういうものだろうか。渡わたされたグラスを所在なく持っていると、クロウディアは彼女のグラスを軽く突き合わせてきた。チン……と、澄すんだ音が静かな部屋に響ひびく。

「独りで飲むんじゃ、味気ないのよ」

　いいんだろうか、こんなことで？　何をしに来たのかわからない。間ま抜ぬけな話だが、まさしくそれが本音だった。あんな徹てつ底ていした保安システムが機能していては、ボディガードなど形無しだ。この快適な居間でクロウディアの相しよう伴ばんをするぐらいしか、本当にやることがない。しかし、あれだけの設備を構築するのに、いったい幾いくらかかったんだろうか。そこで、ふと疑問に突き当たった。

（なぜ人を使わない？）

　あれでは、装置のメンテナンスも馬ば鹿かになるまい。むしろ数人のガードマンを常じよう駐ちゆうさせた方がコスト面では効率的に決まってる。そういえば……他の二人の幹部、マグワイヤとワイズメルは、いつも複数のボディガードや運転手に囲まれている。当然といえば当然だ。

　マグワイヤはコロンビアの麻ま薬やく王。ワイズメルはロスを取り仕切るギャング団〝ブラディーズ〟の頭目。インフェルノの創始者である二人は、ともに押しも押されもせぬ犯罪王だ。他のインフェルノのメンバーとは格が違ちがう。だが一方で、彼らと同じインフェルノ幹部であるクロウディアは、リズィ一人を従えているところしか見たことがない。

「……ひとつ、訊きいていいですか？　ミズ＝マッキェネン」

「なに？」

「他の幹部の方々は、インフェルノとは別に自分の組織を抱えてるわけですが、あなたは？」

「…………」

　クロウディアは苦笑いを浮うかべたまま、しばらく宙を眺ながめていた。

「私は……、インフェルノの実力行使を仕切る立場の人間でしょう？　そういう役目は、どこの組織にも属さない人間にしか果たせないわ。インフェルノがすべての加盟者に対して公平であるためには、ね。だから私は、単独なのよ」

　そう言ってからクロウディアは、どこか自じ嘲ちよう的な感じの微び笑しようを浮かべた。

「昔、私がいたファミリーはね……もう、ないの。潰されたのよ。インフェルノに。残ったのは、私だけ」

　犯罪界の野心家たちが、共通の利益を求めて集つどった連盟、インフェルノ。そこに身を置くことで、クロウディアが得る恩おん恵けいは何だ？　そんなものはない。バックボーンとなる組織を持たないクロウディアは、他のメンバーが分かち合う〝共通の利益〟にありつく機会がない。

　つまり、インフェルノの内部では野心の持ちようがない。そして、皮肉にもそれが彼女の信用に繫つながっているのだ。クロウディアが、欲にかられて背任や職権乱用に走ることは有り得ない。そんな真似まねをしたところで、彼女には何ら得るところがないのだから。完全中立の第三者……言い換かえれば、蚊帳かやの外の雇やとわれ者。そんな彼女が引き受けているのは、諜ちよう報ほう、防諜、暗殺、護衛……。組織が抱えるあらゆる厄やつ介かい事ごとの処理。汚よごれ仕事のフルコースだ。

「辛つらい立場、なんですね」

「不満なわけじゃ、ないのよ。コネもキャリアもなかった私が、今みたいな権限を振ふるえるっていうのは、夢みたいな話だもの」

　遠くに視線を向けながら、クロウディアはそう静かに呟つぶやく。

「寂さびしくは、ないですか」

「寂しいわよ。もちろん」

　クロウディアは気にした風もなく、拍ひよう子し抜けするほどあっさりとそう答えた。

「……なんて、人前ではとても言えないけれどね」

「今だって、人前ですよ」

「なんだか、そんな感じがしないわね」

「……酔よってるんですか？」

「独りだけ酔うのは、失礼かしら？」

「いえ……」

「でもね、素面しらふでいるのはお酒に対して失礼よ。ここにあるお酒はどれも、何年もの間、じっと樽たるの中で我が慢まんしてたのよ。いつか飲む人を酔わせる日を待って、ね」

　甘く優やさしい恫どう喝かつの声。どことなく、捕とらえた獲え物ものを弄もてあそぶ猫ねこを思わせた。

「こういうのは、嫌いや？」

「……楽しくは、ありませんが」

「文句を言っちゃ駄だ目め。今夜のきみは、私の護衛が仕事なんだから。酔われても絡からまれても、きみが面めん倒どうをみなきゃ」

　意を決して、手にしたグラスを口に運んだ。炭酸と劇薬じみた苦い刺し激げきが喉のどを焼く。覚かく悟ごしていたのでむせたりすることはなかったが、それでも好きこのんで口にしたくなる代しろ物ものとは思えなかった。

「本当にきみって、何をやらせても様になるわね。とても年相応の坊ぼうやとは思えない」

　舌に残っていた酒の味が、一いつ瞬しゆんで消え失うせた。

「……僕の歳としを、知ってるんですか？」

「誕生日もね」

「……どうして……」

「パスポートを見たの。だからきみの故郷も、本名も……私は全部知ってるわ」

「あなたは……」

　怒いかりにも似た、憎にくしみにも似た、熱く苦い思いが胸に滾たぎった。

「僕は、あなたにだけは感謝してたんだ！」

　この人と話している時だけは、自分の惨みじめさを忘れることができた。それなのに……

「なんで今になって、そんな風に僕をからかうんですか？」

「きみの秘密を握にぎっていれば、きみを惹ひきつけられるから、かしらね」

　そう言って彼女は、サイドテーブルの引き出しから、赤い装丁の手帳を取り出した。最初から、そこに用意してあったんだろう。

「……これは……まさか……」

「そう。きみのパスポート。本当のきみが、ここにある。今夜はね、これを渡わたすつもりで呼び出したの」
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　震ふるえる手でパスポートを開く。

　タイプで打たれた聞き憶おぼえのない名前。

　写真には鏡で見るのと同じ顔。

　これが本当にそうなのか？

「手で、書いてごらんなさい」

　そう言って、クロウディアに万年筆とメモパッドを渡された。漢字を、手で書くなんて、そういえば久しく試みたことはなかったが……。万年筆を握った途と端たん、筆先は滑すべるように動き出した。

　吾あ妻づま玲れい二じ、吾妻玲二、吾妻玲二……

　手は、指は、憶えていた。何百回、何千回と書き綴つづった文字列を。そして記き憶おくが、頭の中で爆ばく発はつした。




　クラスの友達、部活の後こう輩はい、泣いて、笑って、語り合った仲間たち……。初はつ恋こい……憧あこがれの女の子……。父さん……母さん……。受験勉強……入試……卒業式……。あのとき、桜並木は満開だった。別れを惜おしみ、門かど出でを祝って舞まい落ちる花びらを、心底きれいだと思った。あれは桜。日本の花……遠い彼方かなたの、故郷の花……




　割れる。頭が割れる。

　そうだった。

　卒業祝いに、ひとりでアメリカ旅行に行ったんだ。そして道に迷い、あれを見た。人が殺される瞬間を。氷のような瞳ひとみの、殺し屋の女の子を……

　────半年前




　どうやら、完全に道に迷ったらしい。アメリカに着いた早々、この有様か……我ながら呆あきれたもんだ。ホテルまでの道筋もわからないなんて。どうやら、観光用の地図には載のってない区画まで来てしまったらしい。辺りは廃はい屋おくばかり。

　たまに見かけるのはラテン系や黒人の、いかにも浮ふ浪ろう者といった風ふう体ていの連中ばかり。

　だが日本で見かける浮浪者とは、どこかしら違ちがう。

　そう……多分、目つきだ。まるで鋭するどい牙きばのような、暗く底光りする視線。見つめられているだけで、嚙かみつかれているような気がしてくる。

（どう考えても……ヤバイ、よなぁ）

　ここがどこかはわからないが、観光客がひとりで出歩けるような場所じゃないのは間違いない。早く交番か何かを見つけて道を訊きかなきゃ。だが、その肝かん心じんの交番はどこにあるんだろう？　思い切って、誰だれかに道を訊こうか？　憶えている限りの英単語を繫つなげて、訊き方を考えてみる。いや、それ以前に……彼らに、迂う闊かつに声をかけていいんだろうか？

「……キミ、チョット、イイデスカ……」

　いきなり背後から声をかけられた。日本語だ。たどたどしいが、それでも充じゆう分ぶんに懐なつかしい響ひびき。振ふり向くと、声の主はすぐ背後にいた。白人だが、どこか様子が変だ。薄うす汚よごれた風体といい、落ち着きのない素そ振ぶりといい、辺りの浮浪者よりもよほど胡う散さん臭くさい。

「キミ、日本人デスカ？　旅行者デスカ？　アァ良カッタ。話アリマス」

　僕は男に腕うでを摑つかまれて、傍かたわらの路地へと連れ込まれる。逃にげるべきだ……当然、そう思ったし、警けい戒かい心も恐きよう怖ふ心もあった。

　なのに男の手を振り払はらえなかったのは、彼の握あく力りよくもさることながら、その切せつ羽ぱ詰つまった様子が気になったからだ。

「オ願イガアリマス、トテモ大事ナコトデス。ワタシ、ＣＮＮノ記者。日本モ行ッタコトアリマス。ワタシ、今、追ワレテマス。トテモ危ナイ。モゥ、キット逃ゲキレナイ……」

（逃げる？　追われてる？　危ない……？）

　まったく要領を得ない話だが、ともかく不ふ穏おんな事こと柄がらだというのは察しがついた。この男は、何かとんでもない厄やつ介かい事ごとを持ちかけてきているらしい。

「ワタシ、モウ駄だ目め。ダカラ、キミ、コレヲ警察ニ……」

　そう言って男は、無理矢理、小さく平たい油紙の包みを懐ふところにねじ込んできた。

「ちょ、ちょっと……」

「……アトハ、オ願イシマス」

　そして、男は返事を待たず、背を向けて路地から通りへと駆かけ戻もどっていった。

「ちょ！　ちょっと待って」

　慌あわててあとを追おうとしたその時、通りに飛び出した男が、何かに躓つまずいたようにして転ぶのが見えた。どこか打ったんだろうか。男は、路上に俯うつぶせに伸のびたきり動かない。

「……おい？」

　駆け寄って、助け起こそうとした時に気がついた。コートの背中に、いつの間にか、鉤かぎ裂ざきのような穴が空いている。その穴の縁ふちに、ぽっと火が灯ともるようにして、真っ赤な色が滲にじみ出た。

「…………」

　相手の肩かたにかけた手から力が抜ぬけて、男の上体を再び路面に転がしてしまう。男の背中の赤い染みは、じりじりと輪りん郭かくを拡ひろげていく。まるでバラの蕾つぼみから花弁が広がっていく様を、スローシャッターで見ているようだった。つん、と、鉄の臭においが鼻をついた。血の臭い。死の臭い。この男は……死んでいる？

（うわぁぁぁぁぁぁぁ…………!!）

　声にならない叫さけびをあげ、男の死体があるのとは逆方向に全力疾しつ走そうする。それ以外、何も考えつかなかった。薄うす暗ぐらく見通しの利きかない、裏路地のさらに奥の方へと……。狭せまい路地は50メートルほどで突つき当たり、左右へＴ字に分かれていた。立ち止まり、左右どちらか選ぶ前に振り向いて、後ろを確かめた。

　そこには、幻まぼろしのように、陽炎かげろうのように、女の子が一人立っていた。路地の入り口に転がっている男の死体の傍らに、まるで死者の魂たましいを召めし取りに降り立った天使のように。右手に携たずさえた黒金の輝かがやきは、あくまで冷たく禍まが々まがしく、そしていっそう冷たい輝きを、ふたつの黒い瞳ひとみに宿し……。彼女の右手が持ち上がるのが見えたとき、もう何も考えずに、右の路地へと駆け込んだ。

　日が沈しずみ、夜になった。地図を見ても、今いる場所はわからない。あの男は誰だったのか。あの女の子が持ってたのは拳けん銃じゆうか。追われている、逃げきれない、そう言い残して死んだ男。彼を撃うったのは、あの女の子なのか？

　日が昇のぼり、朝が来た。あの女の子は追ってくる。誰かが追ってくる。足音が聞こえた。影かげが見えた。あの女の子を思い出す。黒く、冷たい銃口と、もっと冷たい、黒い瞳。

　せっかくプレゼントしてもらったロス旅行なのに、こんな合格祝いなんてなしだよな。ここで死ぬのかな？　あの子に殺されるのかな？　せっかく受かった学校、まだ一度も行ってないのに。なんでこんな目に遭あわなきゃならないんだ？

　また日が沈み夜が来た。この廃屋にもう何日も隠かくれてる気がする。喉のどが渇かわいた。お腹なかが空いた。食べ残した機内食が、何度も夢の中に出てきた。まだ生きてるのか？　もう死んでるのか？　ひょっとして夢の中にいるんじゃないか？　もう、どうだっていい。帰りたい……日本に……







「本当に信しん頼らいできる部下が欲しいのよ。私は」

　記き憶おくを取り戻し混乱する僕に、クロウディアは静かに語りかける。その眼まな差ざしには、同情も、慰なぐさめもなく、言葉には突き放すような響ひびきさえあった。

「強制ではなく、自分自身の意志で私についてくる部下が。だから、きみにはすべてを返すわ。吾妻玲二くん。きみはきみに戻りなさい」

　戻れ、だと……？　ここまで手を血に汚よごした後で、取り返しのつかない罪を重ねた後で、ただの学生に戻れだと？

「昔のきみを知る人たちは、誰だれも今のきみを知らないわ。証しよう拠こだって何もない。この国で起こったことは、ただきみ独りの記憶の中にしかない。だから忘れればいい。昔を忘れていたように、今を忘れればいいのよ」

「できるもんか……」

　目を閉じれば思い出す。恐きよう怖ふに歪ゆがんだウォレスの死相……

「できるもんか！」

　自分に殺された男たちの苦く悶もんの表情……

「それなら、私と一いつ緒しよに来る？」

　付け入るような優やさしさも、いざなう微笑ほほえみもなく、それはクロウディアからの掛かけ値なしの指名だった。

「ここにだって、きみの居場所はある。きみを必要とする者がいる。その手をさらに血に染めてくれるなら、私はきみに約束するわ。インフェルノの富と権力を。世界を統すべる愉ゆ悦えつを与あたえることを。選んでちょうだい。きみ自身の意志で」

　あらためて、パスポートの中を……、半年を隔へだてた過去から、見つめ返してくる自分と目を合わす。吾妻玲二。国家の名のもとに人権を保護された、正しよう真しん正しよう銘めいの日本国民。これさえ、あれば……

「みすみす、僕を逃にがすつもりなのか……」

　クロウディアは頷うなずいた。

「きみを失うことになったとしてもそれは仕方ないことよ。どのみち私には、今のファントムのような従順なだけのロボットなんて必要ないの。私に必要なのは、私と同じ夢を懐いだいて、同じ道を進むパートナー。吾妻玲二がそういう男である可能性に賭かけたのよ」

「……考える時間を下さい」

　独りになりたかった。誰にも邪じや魔まされずに、気持ちを整理したかった。







　あてどなく車を駆かるうちに、いつの間にか雨は止やんでいた。

　何をぐずぐずしているんだ？……頭の中で、そう狂くるったように叫さけぶ声がする。今ならもう日本に帰れるんだぞ。本当の自分に戻もどれるんだぞ。何のために今日まで、歯を食いしばって耐たえてきた？　確実に逃げ延のびるなら今しかない。

　……だが……

　日本に帰ることはできても、かつての日常に戻ることができるのか？　一いつ介かいの学生として安あん穏のんと送ってきた平和で凡ぼん庸ような日々に戻ることができるのか？

　考えをまとめる時間がほしい。じっくりと静かに考えられる場所に行きたい。気がつけばトーラスは市街を離はなれ、砂さ漠ばくのフリーウェイを疾しつ走そうしていた。自分が無意識のうちにどこを目指して車を駆っているのか、ようやく見当がついた。




　夜半には、あの廃はい工場に着いていた。ここなら邪魔は入らない。決断するにはうってつけの場所だろう。すべてはここから始まったのだから。

　寝ね起おきしていた半地下の部屋を目指し、軋きしむ鉄てつ扉ぴを押し開けたところで手が止まった。血の臭においがする。

「……ツヴァイ？」

　囁ささやくような声には、聞き覚えがあった。

　アインだ。闇やみの中にうずくまり、硬かたい表情で銃じゆうを構えている。

　一体、どうして……

「……なぜ、あなたがここに？」

　訊きこうとしたことを先に問いかけられてしまった。

「帰るところだったんだ。ミズ＝マッキェネンの家から。ちょっと考え事がしたくて、ここに寄ったんだが……」

「そう……」

　緊きん張ちようを緩ゆるめて、アインは銃口を床ゆかに下ろす。

「何も聞いてないのね？　まだ」

　どうも様子がおかしい。アインの顔色、妙みように蒼あおいが……月明かりのせいか？

「ここにいちゃ……駄だ目め……」

「え？」

「早く、戻りなさい。あなた一人なら、まだ……」

　その先まで言い終わることなく、彼女は床に倒たおれ伏ふした。

「アイン!?」

　彼女の右の脇わき腹ばらが、黒々と濡ぬれて月光に光る。アインは銃創を負っていた。まずい。貫かん通つうしていない。弾だん丸がんはまだ身体からだの中に残っている。やはり今夜の任務はアイン単独じゃ無茶だったんだ。

　しかし、こんな重傷を負ったまま、どうして彼女はこんな所に隠かくれていたんだ？　どこか治ち療りようできる場所に転がり込めばいいものを、独りでこんな場所に座っているなんて自殺行こう為いだ。ともかく手て後おくれになる前に、誰だれか救きゆう援えんを呼ばねば。

　だが……携けい帯たい電話をコールしようとしたところで手を止めた。いま、インフェルノの人間と顔を合わせていいのか？　逃げ出すのなら今夜が最初で最後のチャンスだ。ここで誰か呼べば、それを棒に振ふることになる。

（馬ば鹿かな！　アインを見殺しにするつもりか？）

　相談できるとすれば……クロウディア！　彼女なら、うまくアインの保護を引き継ついでくれるだろう。距きよ離り的にはＬＡ市街も、ぎりぎり通話圏けん内ないのはずだが……それはクロウディアの居場所にもよる。祈いのるような気分で、彼女の番号をコールした。

『……はい？』

　空電音が耳みみ障ざわりだが、通話はできる。

『もしもし？　玲二？　きみなの!?』

「はい、ミズ……」

　おかしい。電話ごしとはいえ、クロウディアの様子が変だ。なぜかひどく動どう揺ようしている。

『電話の通じる距離にいるってことは……まだ迷ってるのね』

「……はい」

『今どこに……いや、訊かない方がいいわね。玲二、何もかも今すぐ決めなさい。考える時間をあげると言ったけれど、状じよう況きようが変わったわ』

「え……？」

『サイスが裏切ったのよ！　ファントムを使ってインフェルノの麻ま薬やく運うん搬ぱん船を襲おそったの』

　すぐには、何の言葉も出てこなかった。

「ちょっと、待って下さい。今夜のファントムは、チャイニーズマフィアの船を……」

『その船に積んであったのはインフェルノの荷よ』

　硬く平らな地面に立っているという気がしなかった。まるで筏いかだの上にいるようだ。

「でも……でも僕とファントムは……」

『サイスは早々に雲くも隠がくれしたけれど、ファントムはリズィに撃うたれてるから、そう遠くまでは逃にげられないはずよ』

　腕うでの中のアインの荒あらい呼吸が、耳いっぱいに反はん響きようする。

『だから今、インフェルノは全力でファントムを追ってるわ。もちろん、きみの事も。船が襲われたとき、きみは私と一いつ緒しよだったから、アリバイは大だい丈じよう夫ぶだけど……。あれから３時間、どこで何をしていたか、皆みなが説明を訊きたがってるわ』

　説明……。今夜のことを、どう説明しろと？　いきなり自分がただの学生だったことを思い出し、逃げ出すかどうか迷っているうちに、じつは一足先に組織を裏切っていたアインが、怪け我がして倒れているのに出くわして……

　どうしろっていうんだ？　こっちが説明してほしいぐらいだ。よりによって、なんで今夜にすべてが動き出したんだ？

『いいわね、玲二。もう悩なやんでいる時間はないわ。私の許もとへ戻もどってくるか、ロスを離はなれるか……。どちらにしろ今すぐに動きなさい。時が経たつほど、きみの立場も危険になるわよ』

「……わかりました」

　そう答える自分の声が、まるで他人のもののように聞こえた。だが、思い悩んでいる時間はない。こうしている間にも、アインは刻一刻と衰すい弱じやくしていく。このまま、見殺しにはできない。どうすればアインを助けられる……？　病院に担かつぎ込むにも、こんな場所からじゃ間に合うか危あやうい。何よりインフェルノに嗅かぎ付けられてしまう。助けたければ、今ここで、自分の手でアインを救うしかない。

（弾丸摘てき出しゆつ）

　たしかにレクチャーは受けたが、実じつ践せんなんてしたことはない。駆かけ足でトーラスに戻り、トランクから救急キットを取ってくる。これだけで、やるしかない。

　アインの戦せん闘とう服のジッパーを下ろすと、中は血でべっとりと濡れていた。

　呆ぼう然ぜんとなりかけた意気を奮い起こし、血で貼はりつきかかっている服を、引き剝はがすようにして脱ぬがす。銃創は、右の脇腹……滑なめらかな肌はだのそこだけが、まるで異物に侵おかされたように、醜みにくい鉤かぎ裂ざきになっている。

「アイン……アイン、聞こえるか？」

　うっすらと、アインの瞳ひとみが開いた。

「今から、傷口の弾たまを抜ぬく。麻ま酔すいは……ない。君の精神力だけが頼たよりだ。いいな」

　声は聞こえているようだが、意味が通じているかどうか……声もなく見上げてくる眼まな差ざしは、虚うつろで弱々しい。

「絶対に死なせない。だから僕を信じて、頑がん張ばってくれ」

　返事のないアインと、そして自分自身に言い聞かせるように、力を込めてそう呟つぶやく。

　ナイフの切っ先を傷口にあてがうと、刃はを通してアインの震ふるえが手に伝わってきた。もうそれ以上は躊躇ためらわず、ズッと傷口を切り拡ひろげる。

「……あぅぅぅっ!!」

　長く尾おを引く呻うめき声は、痛みに耐たえかねたというより、むしろ悲しさのあまり洩もらした慟どう哭こくのようだった。弱気につけ込まれないよう心を固く閉とざし、二本の指を拡げた傷口にもぐり込ませる。アインはふたたび身体からだの中へ押し込まれた異物に、それが、今度はさっきより長々と時間をかけて、じわじわと体内をまさぐられる。

「……ぅっ……くぅぅっ……!!」

　ただ一度の悲鳴で声を涸からしてしまったアインは、もう叫さけぶにも叫べず、しゃくり上げるような声を漏もらしながらびくびくと身み悶もだえする。

（畜ちく生しよう！　弾はどこにある!?）

　そのとき、指先が硬かたく刺とげ々とげしい感かん触しよくを探さぐり当てた。

　見つけた弾だん丸がんを、しっかりと摘つまんで、慎しん重ちように傷から指を抜く。

「……くぅッ!!」

　ふたたび、アインの悲痛な叫び。だがその後は、荒い息の間かん隔かくを徐じよ々じよに緩ゆるめながら、ぐったりとベッドに身を沈しずめる。一番の責め苦はもう去ったのだ。弾を受け止めたのが、腸……体内で最も弾力のある場所だったのは、不幸中の幸いだった。だが、まだ息をつくのは早い。しがみついていたアインの手から力が抜け、肩かたから離れかかる。その手を取って、もう一度僕の肩口を摑つかませた。

「アイン、もう一度、我が慢まんしてくれ」

　耳元でそう言って、左腕で彼女の肩をしっかりと抱だきしめると、空いた右手で消毒液の蓋ふたを開け、傷口に注ぎかけた。白い泡あわが彼女の剝むき出しの傷口をジュッと焼き尽つくす。

「……っ!!　……っ!!」

　歯を食いしばり、アインはなんとか悲鳴を嚙かみ殺したものの、それでも激しく身体をわななかせ、僕の肩に指を食い込ませた。

「大丈夫だ、大丈夫だよ」

　いつまでも肩を強く握にぎりしめてくる彼女の手に、そっと手を重ね、言い聞かせる。

「もう大丈夫だ、よく頑張った」

　絶え間ない激痛に強こわ張ばっていたアインの顔が、徐々に緩ゆるんでいく。その後でやっと、自分の顔が、汗あせ以外のもので濡ぬれていたのに気づいた。泣いたのは、もうずいぶん久しぶりだった。

　ひとまず処置は終わった。あとは休ませることだ。だがまだ気は許せない。いまの処置での失血量は致ち命めい的な量じゃない。問題は、彼女がこの廃はい工場に逃にげ込むまでに、どれだけの血を失ったかだ。

　コンクリートを浸しん透とうしてくる夜の砂さ漠ばくの冷気が、刻一刻とアインの体温を奪うばっていく。どうにかして彼女を暖めなくてはならない。入り口から死角になる壁かべ際ぎわに毛布を敷しき、その上にあぐらをかいて、服を脱ぎ震えるアインを胸の中に抱きしめる。剝き出しの肌で感じるアインの体温は、まるで石せつ膏こう像を抱いているように冷たかった。

　さらに体温を逃のがさないように、毛布をきっちりと二人の身体に巻きつける。だが右みぎ腕うでだけは毛布の外に出し、銃じゆうを握って膝ひざの上に載のせた。

　今夜は長い夜になるだろう。日が昇のぼり、気温が上がり、アインが意識を取り戻もどすまで、ここを動くわけにはいかない。




「なぁ、アイン……」

　眠ねむりを妨さまたげないよう、そっと小声で、彼女の寝ね顔がおに語りかける。

「今夜、クロウディアさんの家で……なにもかも、思い出したよ」

「生まれた場所も、名前も、わかった。……帰る先が、見つかったよ」

「吾妻玲二っていうんだ、僕は。ツヴァイなんて名前より、余よ程ほどマシだろ？」

　今はもう、ただ目を瞑つぶって想おもうだけで、瞼まぶたの裏に甦よみがえる。遠い故郷。懐なつかしい顔ぶれ。隔へだたってしまったのは、距きよ離りと時間だけではない。暗殺者として過ごした半年間。この手にかけた名も知らぬ男たち。鮮せん烈れつな、あまりにも鮮烈な血の記き憶おく。もう二度と、かつてのように日々の平和に浸ひたることは叶かなうまい。だが、だからといって、このまま組織の飼い犬でいられるか？

　冗じよう談だんじゃない。それこそ泥どろ沼ぬまだ。これ以上、誰だれのためとも知れないままに、縁えんもゆかりもない人間を殺あやめ続けるなんて真っ平だ。逃げた先に安息があろうと無かろうと、ここに留とどまるよりはいい。どう転んだところで、今より惨みじめな境きよう遇ぐうになることはない。これ以上は迷うまい。朝になったら発たとう。
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　決意を固め、胸から不安を追い払はらってみると、張りつめていた緊きん張ちようの糸が、断ち切られたように緩んでしまった。意識は、ずるずると眠りの淵ふちに引き込まれていく。だが、ふと、思考の最後の断片が、誰にともなく問いを発した。

（アインは……どうするつもりだろうか？）
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　窓から射さし込む陽光の中で、ゆるやかに踊おどっている埃ほこりの動きを寝ね惚ぼけた目で茫ぼうと眺ながめているうちに……、もぞりと腕うでの中でアインが身を動かした。

「目が覚めたか？」

　アインは答えずに、しばらく真まっ直すぐに視線を返してきたが、やがて身を捩ねじって身体からだを離はなそうとした。

「まてよ、まだ……」

　だがアインは制止を聞かず、毛布から抜ぬけ出した。立ち上がろうとするものの、まだ足元が頼たよりない。生まれ落ちたばかりの仔こ馬うまのようだ。

「じっとしてろ。まだ無茶だ」

　僕はアインの背中を抱だいて、もう一度床ゆかに敷しいた寝ね袋ぶくろの上に座らせた。剝むき出しの肩かたに毛布を被かぶせて、少しでも暖を取らせようとする。アインは敢あえて抵てい抗こうもしなかったが、それでも真意を問い質ただそうとするような硬かたい視線を投げかけてくる。

「服が、必要だよな」

　昨夜、着ていた戦せん闘とう服は、血まみれで使いものにならない。

「建物の裏のゴルフに、着き替がえる前の服が」

　アインがぼそりと呟つぶやいた。

「そうか」

　早さつ速そく、取りに行くことにした。アインと差し向かいで沈ちん黙もくを過ごすのは、今日は余計に気が引けた。何を訊きき何を話すべきか。まず頭の中で整理しておきたかったが、彼女の鋭するどい視線の前ではそれもままならない。

　アインは、解わかってるんだろうか？　どんな立場に立たされてるのか……。彼女のサイス＝マスターに対する従順さは、どこか度を過ぎたところがあった。ただの信しん頼らいだけではない、余人の立ち入れない主従関係があの二人にはあった。そのサイスに裏切られたと知ったら……アインは、どう思うんだろうか？

　昨夜は気づかなかったが、裏手に隠かくしてあったゴルフは、窓がすべて割れ、ドアにもフェンダーにも弾だん痕こんがびっしり穿うがたれている。十字砲ほう火かの真まっ直ただ中なかを突とつ破ぱしてきたんだろう。車体がよく保もったものだ。これだけで、昨夜のアインの戦いがどれだけ壮そう絶ぜつなものだったか窺うかがえた。

　リアシートのスポーツバッグに、別れたときにアインが着ていた服が入っていた。服を持って戻もどると、アインは壁かべで身体を支えて立ち上がり、脇わき腹ばらの傷に手を当ててじっと考え込むように俯うつむいていた。肉体のダメージと、残された体力を推おし量っているんだろう。どんな言葉をかければいい？　やはりまだ思いつかない。

「着なよ」

　そう、ぶっきらぼうに言って服を投げ渡わたすしかなかった。いつものように着替えはきびきびと無造作だったが、アインが服を着て脇腹の生々しい傷きず跡あとが隠れると、心なしかこっちも気が楽になった。……だがそんなささやかな安あん堵ども、彼女が部屋から出ていこうとするまでのことだった。

「お、おい」

「なに？」

　振ふり向きもせずに、アインは何の感かん慨がいも窺えない声でそう訊き返してきた。

「これから、どうするつもりなんだ？」

「ロスに戻るわ」

　短く、冷たく、さも当然のことだとでもいう風に、アインの返答は簡潔だった。そして常じよう軌きを逸いつした返答に僕が啞あ然ぜんとしている間に、アインは部屋を出ていってしまった。

「……おい!?」

　慌あわてて走って後を追う。追いついたとき、ちょうど彼女は工場を出て、朝日の中に踏ふみ出すところだった。

「サイスと合流しようっていうんなら、無む駄だだぞ」

　小さな背中に、そう怒ど鳴なりつけると、アインの足が止まる。

「あいつは、もう逃にげ出した。昨夜あいつが君に襲おそわせたのは、インフェルノの仲間だ。あいつは初めから、インフェルノを裏切る腹だったんだ」

　砂さ漠ばくの彼方かなたに視線を送りながら、ふたたび彼女の足は蜂はちの巣になったゴルフを向いていた。

「……おい！」

　駆かけ寄ってアインの手を摑つかみ、振り向かせる。どんな任務にも、迷わず疑問を持たず、当然の義務であるかのように、ただ突つき進んでいったアイン。そんな彼女について、昨夜クロウディアは言っていた。……ロボット、と。

「……離して。わたしは、行かないと」

「どこにだよ！」

「街に戻って……マスターが安全を確保するまで、追っ手を攪かく乱らんしつづけないと」

　そして何気なくアインは、脇腹の傷の上に手を載のせ、その痛みを計りながら、

「今のわたしにできるのは、それくらい」

　サイスの卑ひ劣れつさよりも、それを蕭しよう々しようと受け入れるアインの愚ぐ直ちよくさに怒いかりがこみ上げてくる。そしてその怒りは、あまりに痛切すぎて、哀かなしみと区別がつかなかった。

「なんで、そこまでしてサイスに尽つくす？」

「今のあなたには、わからないでしょうね。吾妻玲二さん」

（！）

　その名がアインの口から出て、頭を一いち撃げきされたようだった。

「……知ってたのか？」

「ゆうべ、話してくれたでしょ。聞こえてたわ。夢うつつだったけど」

　後ろめたさが、どっと押し寄せてきた。

「わたしは最後までマスターに尽くす。今のあなたには、解らないわ。解る必要なんてない。あなたはもうツヴァイじゃない。本当の自分を知っている。でも、わたしは……今もアインでしかないから」

「君だって!!　本当はアインなんて名前じゃないはずだろ」

「……だとしても、それが何？」

　そのとき、はっきりとわかった。

　無茶だとか無む謀ぼうだとか、そんな言葉でアインを止めることはできない。サイス＝マスターの操あやつり人形として、アインは冷静に最後の判断を下したのだ。

　囮おとりになって死ぬ。それが使い捨ての人形の務めだと。

〝彼女アインを死なせたくない！〟

　その想おもいは、きっと自分でも気づかないうちに……おそらく冷えきった彼女の身体からだを夜通し温めていた昨夜のうちから固まっていたんだろう。それを自覚したとたん、昂たかぶった感情が鎮しずまり頭の混乱も冷めて、必要なことだけが明確に見えてきた。気づいてみれば単純なことだ。彼女を守りたいのなら、選ぶ道はただひとつしかない。

「わかったよ」

　動どう揺ようを押さえ込んでみると、我ながらアインに負けず劣おとらず冷たく通る声が出た。

「だが、落ち着いて考えろ。その怪け我がでロスに戻もどっても、あっさり見つかって殺されるだけだ。攪乱にさえなりやしない。それよりは、姿をくらましていた方が、まだいい」

　僕の冷静な説得に、無言で耳を傾かたむけるアイン。

「〝ファントム〟がまだサイスの手札に残っていると思わせれば、奴やつらは警けい戒かいして動きが鈍にぶる。どうしてもサイスの役に立ちたいなら、今は逃げろ。あっさり死ぬな」

　なにか言いたげな様子で、アインはしばらくの間、じっとこちらを見つめていたが、やがて無言で俯うつむいた。どうやら納なつ得とくしたらしい。

「その車はもう使えない。あっちのトーラスに乗れ」

「……あなたは、どうするつもりなの？」

「もちろん逃げるさ。車は１台きりだが、シートはふたつ以上ある。しばらくは、運命共同体だな」

　彼女が訝いぶかしむのは、よくわかる。港で船が襲われた時間、クロウディアの家にいたツヴァイが襲しゆう撃げきと無関係なのは自明のことだ。だから現時点でインフェルノが本気で追っているのは、あくまでサイスとファントムの二人だけ。ツヴァイがインフェルノを脱だつ走そうするには、むしろ好都合なドサクサとも言える。好機を活いかすには、一刻も早くアインと別れるべきなのだ。

「君にあっさり死なれたら、次に追われるのは僕だ。困るんだよ、さっさと終わりにされちゃ」

　彼女の冷れい徹てつな思考パターンと歩調を合わせるために、敢あえて冷たく、そう言い放った。

「サイスのついでに、僕が逃げる時間も稼かせいでくれよ」

　アインはしばらく迷ったものの、最後には頷うなずいた。彼女の生きる世界では、利害の一いつ致ちほど確かな信しん頼らい関係はない。感情に訴うつたえるより、よほど話が早かった。

「決まりだな。じゃ、乗りな」

　遠い彼方の地平線まで、延々と延びるフリーウェイを、どこまでもトーラスは駆け続けた。







　強情だったアインも、疲ひ労ろうの極みにあったことには違ちがいなく、助手席に身体を任せた後は終始浅い眠ねむりの中にいた。僕はその穏おだやかな横顔を眺ながめながら、胸の内の決意を確かめる。

　本当に、いいのか？　頭の中で、もう一人の自分が、執しつ拗ようにそう問いただす。

　選せん択たくの余地……そんなものを与あたえられたのは、もうずいぶん久しぶりのことじゃないだろうか。アメリカで過ごしたこの半年間は、あらゆる痛みが、苦しみが、望むと望まざるに拘かかわらず押しつけられたものだった。自分の意志で決めたことのその尊さが、今は身に沁しみてよくわかる。

　構わない。もう、これ以上は迷うまい。愚おろかでもいい。自じ滅めつ的でもいい。このちっぽけな自由とプライドだけは、最後まで守り抜ぬこう。

「夜までには、ヨセミテに着くわね」

　不意に、助手席から声が湧わいた。アインは目を覚ましていたらしい。

「そこで、降ろして。後は、何とかするから」

「いや、もっと遠くまで行こう」

「……遠くって、どこまで？」

「最後まで」

「…………」

　アインは答えなかった。返す言葉が見つからなかったらしい。彼女の方が、答えに詰つまるなんて、いつもと逆だな。そんなことを考えながら続けた。

「一いつ緒しよに行こう、ずっと。二人で逃にげよう」

「……正気なの？」

　その問いは、彼女に言われるまでもなく、もう何時間も前から自問していた。サイスの尖せん兵ぺいとなったアインを、組織は草の根をわけてでも探しだそうとするだろう。彼女と共にいる限り、安息の場所はない。

「正気の沙さ汰たじゃないよな」

　自じ嘲ちようのつもりで笑ったが、それにしては爽さわやかな気分だった。

「そういえばいつか、君が言ってたよな。これは死ぬか狂くるうまで覚めない夢だって。でも僕は生きたまま夢から覚めた。だから狂った真似まねをしても変じゃないだろう？」

「ふざけないで！」

　柄がらにもなく、アインの声に苛いら立だちの色が射さす。

「命いのち懸がけの話なのよ。真面目まじめに話す気はないの？」

「自分から死にに行こうとするような馬ば鹿かを相手に、か？」

「わたしは、マスターの意図を全うしないと……」

「ふざけるな！」

　腹の底からの苛立ちが声に出て、アインの言葉を断ち切った。

「今の僕には、わからないって言ってたな。確かにわからないよ。なんで見捨てられた後までサイスに尽つくしたがるのか。どう考えたっておかしい。馬鹿げてる」

「……あなたにはもう、関係ないでしょ」

　虚むなしい言葉を続ける代わりに、懐ふところから赤い手帳を取り出した。

　クロウディアが返してくれたパスポート。日本という国家の名の下もとに、権利と安全を主張できる証明書。

「これ一冊があるかないかで、そんなに考え方の筋道が変わるもんなのか？」

「…………」

　アインは無言だった。すべてを拒こばむように俯うつむいて、膝ひざ頭がしらを見つめていた。

「だがな、こいつにはもう、意味がないんだぜ」

「……え？」

「君と一緒に逃げるって決めたんだ。だから一人分じゃ意味がない」

　そう言い終えると、パスポートを真っ二つに引き裂さいて窓の外に投げ捨てた。

「何を……何てことするの!?」

　慌あわてて声を荒あらげるアイン。芝しば居い抜きでは初めて見る表情だ。

「何をしたか、わかってるの？　あれが、あなたの身元の裏付けだったのに……」

「いいや、ただの紙切れさ」

　軽くうそぶいてはみたものの、強がりなのは否いなめない。これでまた身元不明の東洋人に格下げだ。そしてもう今度こそ、誰だれの庇ひ護ごも受けられない。だが、取り戻もどした記き憶おくはこの手にある。それだけで充じゆう分ぶんだ。

「どうして、そうまでしてわたしを連れていくの？」

　どうしてか？　説明しろと言われても、彼女の冷たいロジックに通用するような言葉は、はじめから用意していない。仕方なく、思いついたままのことを口にした。

「やっと、自分で決められたから……かな。誰に脅おどされたわけでも、命令されたわけでもない。僕がそうしたいと思って決めたことだから」

　呆ぼう然ぜんとするアインに、僕はさらに言葉を重ねる。

「君を死なせたくない。見殺しにしたくない。誰のためでもない、僕自身の意志だ。それを貫つらぬく。それが僕の、自分であることの証あかしだ」

　アインは、ただ放心したように、虚うつろな顔をして聞いていた。







　日が暮れるのとほぼ同時に、ヨセミテ自然公園を通りすぎた。

「気分はどうだ？」

　アインからの返事はない。だが、ただ拒きよ絶ぜつしてるだけかと思いきや、見たところ顔色がすぐれない。やはり車のシートでは、休養にはならないか。夜を徹てつしてでも走り続けたいところだが、怪け我が人に無理をかけるのもまずい。次に目に留まったモーテルで今夜は休むとしよう。







　モーテルには空き部屋はいくらでもあったが、敢あえて安い相部屋にチェックインした。キャッシュカードなぞ使えば、みすみす組織に居場所を知らせるようなものだ。そうなると、現金の持ち合わせは乏とぼしいので、いずれどこかで逃とう亡ぼう資金を稼かせぐ必要があるが、それまでは倹けん約やくで乗り切るしかない。

「ちょっと狭せまいが、我が慢まんしてくれ」

　室内を見回すアインには、否いやも応もない風だった。

「身体からだ、拭ふくわ」

「ん？　ああ」

（そうか、まだシャワーは傷に障さわるな）

　そう気づいて、備え付けのタオルを投げ渡わたすが、アインはまだ物言いたげに見つめてくる。

「服、脱ぬぎたいんだけど」

「……ああ、済まない」

　気まずい思いで部屋を出る。とりあえず、喉のどの渇かわきを紛まぎらわして時間を潰つぶすか。そう思って、ぶらぶらと自じ販はん機きを探し歩きながら、違い和わ感に気づいた。以前は肌はだをさらす程度のことには、何の恥はじらいもなかったのに……

（！）

　弾はじけるように部屋へと駆かけ戻る。ちゃちな錠じよう前まえを蹴けり破って部屋に躍おどり込むと、服を脱いだアインは、ベッドの端はしに腰こし掛かけて、手にした剃刀かみそりの刃はをまるで魅み入いられたように眺ながめていた。

（やっぱり）

　有う無むを言わさず、その手の剃刀を奪うばい取る。彼女は抵てい抗こうしなかった。

「……何をする気だった？」

　諦あきらめたように、何かを憐あわれむように、薄うすく力のない微び笑しようがアインの口元を過よぎる。

「やっぱり、駄だ目めね。誰かにやられるならまだしも、自分自身でやるのは恐こわいわ」

「……アイン、君は……」

「もう、嫌いやなの。疲つかれたの！　だからお願い。いっそあなたの手で楽にして」

　パンッ！

　気づいたときには、平手打ちを飛ばした自分がいた。

「勝手すぎるぞ！　なんだって、そこまで死にたがる？　死んでほしくないんだよ。こんな馬ば鹿かげたことで。君にも生き延びてほしいんだよ！」

「気安く言うわね、生きるだなんて」

　張られた頰ほおを庇かばおうともせず、アインは切り返した。

「あなたも、わたしも、インフェルノに追われてるのよ。今ここにインフェルノの追っ手がやってきたら、どうするの？　返り討うちにでもするつもり？」

　そのことを考えていなかったといえば噓うそになる。もし見つかったその時は、ただ黙だまって処しよ刑けいされるだけか？　いや、戦うだろう。生き延びるために。だが、それは誰の命令でもなく、ただ自分の身を守るためだけに人を殺すということだ。そうなのだ。追いつめられたような気でいたが、実のところ、まだ最後の一線を踏ふみ越こえてはいない。まだ一度も自分の意志で人を殺したことはない。だが僕は……

「やれるさ」

　落ち着いて、アインにそう告げた。

「次に、誰かを撃うつときは……自分の意志で、引き金を引く」

　沈ちん黙もくを破ったのは、アインの溜ため息だった。

「……強いのね。昨日までツヴァイだった人とは思えない」

　それは、微笑ほほえみと呼ぶにはあまりにも哀かなしい顔だった。アインの眼まな差ざしには、もう射るような鋭するどさも、はねのけるような硬かたさもない。

「そういう生き方を、わたしにもしろっていうの？」

「……嫌なのか？」

「当たり前でしょ!!」

　冷れい徹てつな仮面を内側から叩たたき割る悲痛な叫さけび。乾かわききっていたはずの目め尻じりから、一いつ滴てきの雫しずくが滲にじみ出る。あのアインが……、いつだって冷静だった彼女が……、ただの一言を引き金に抑よく制せいを失っている。

　彼女の方が、よほど強くて冷徹な心の持ち主だったのに。いつだって彼女は、何の躊躇ためらいもなしに、死地へと身を投じていったのに……

「アイン、どうして……」

「わかるわけないわ。あなたなんかに」

　抑よく揚ようを抑おさえた細い声も、今はただ脆もろく儚はかないばかりだった。

「あなたはいいわ。もう自分が誰だれか知っているんだもの。信じるものがある。もう何も見失わないで済む。でもわたしは？　組織を捨てて、マスターを裏切って……、今のわたしは何なの？」

　そこにはもう、冷徹な仮面を被った殺し屋はいない。ただ悲しみを訴うつたえる少女が一人いるだけだった。

「わたしはアインでいる限り、どんなことにも耐たえられた。マスターが望んだ通りの姿でいれば、どんなに恐くても、辛つらくても、何も感じないで済んだ。だから最後までアインでいたかった。今朝あそこで逃にげたりしなければ、わたしはアインのまま死ねたのよ」

　涙なみだとともに、細い喉の裂さけんばかりに吐と露ろされる彼女の想おもい。そこに少女の秘密のすべてがあった。彼女は強かったわけじゃない。何も感じなかったわけじゃない。どんなに残ざん酷こくな目に遭あおうと、彼女はそれを我が身のこととして受け止めなかったんだろう。

　痛み、恐きよう怖ふ、哀しみ、絶望……そのすべてに目を背そむけ、自分の中を素す通どおりさせていった。自分を人形と思い込めばこそ、維い持じできた自己欺ぎ瞞まん。それが彼女の強さの正体だったのだ。

　だが、それはもう通用しない。サイスのもとを離はなれた今、彼女はもうアインではないのだから。

「わたしにはもう、銃じゆうなんて握にぎれない。夜眠ねむることだってできやしない。もし夢の中で今まで殺した人たちと出会っても、これからはなにも言い訳できないもの。きっと皆みな訊きいてくるわ。どうして殺したのかって。どうしてまだお前は生きてるのかって。でもわたしには、もう答えられない。だってわたし、もう誰でもないのよ。生きてる理由も、役目もない」

　誰でもない……。そう嘆なげく彼女の胸中は痛いほどわかった。かつて記き憶おくをなくしたと自覚した時の絶望的な恐怖感。あれは忘れようがない。まるで真空の宇宙に放ほうり出されたような、自分という存在がこの世から跡あと形かたもなく消えてしまったかのような、心細くて寂さびしくて、なのに縋すがるものさえ見つからない恐怖。自分が何者か？　それが解らないままには、人は生きていけない。だからこの子は、泣いているのだ。

「それなら、君に新しい名前をあげるよ」

「……新しい、名前？」

　彼女は、意味がわからないとでも言いたげに、虚うつろな視線で問いかけてきた。

「殺し屋でも人形でもなく、君が君として生きていくための、名前だ」

　その時、僕はこの国にくるきっかけとなった映画のヒロインを思い出した。

「エレン……？　そう。これから君のことは、エレンと呼ぶ。いいね？」

「エレン……」

　音を確かめるように、何度も呟つぶやき、そして彼女はあの虚ろで寂しげな微び笑しようを浮うかべた。

「なんか、変」

「そうか？」

　そう笑い返しながら、力のない眼差しを受け止める。さっきまでと変わらない、虚ろで寂しげな笑え顔がお。微笑みと呼ぶには、あまりにも哀しすぎる。たまらない胸の痛みが、両りよう腕うでを突つき動かし、彼女を抱だきしめた。

「……玲二？」

　名前が、何だっていうんだ。ただの気休めでしかない。たかだか名前をつけたぐらいで、彼女の何を補えたというんだ？　結局は抜ぬけ駆がけしたようなものなのだ。危険なことも辛いことも、全部彼女に押しつけて。

「誓ちかうよ。君がなくしたものを、必ず探し出してみせる。君にだって過去はあるはずなんだ。いろんなことを望んで、夢見て、楽しんで、生きていた頃ころがあったはずなんだ。だから記憶さえ取り戻もどせば、また君は耐えられるようになる。辛いことにも怖こわいことにも。だからその日までは生きてくれ。君は……、僕が守るから」




　昨夜に続き、今夜もまた彼女の寝ね顔がおを眺ながめながら朝を待つことになった。彼女の寝顔は安らかだった。閉とざされた瞼まぶたの縁ふちにまた涙の雫が光る。夢の中でも泣いているのか？　また辛い夢を見てるのか？　それなら気づいておくれ。もう、恐おそれる必要なんてないんだよ。もし夢の中で死人に責めたてられたら、そのときは胸を張って言い返してやれ。わたしはエレンだって。エレンと呼ばれてエレンであるよう望まれて、この世に生きてるんだって。この世に必要なもの、存在する意味のあるものには、すべからく名前がある。人の名は、祈いのりだ。斯かくあってほしいという願いを込めて、親は子に名をつける。だから、君に名があるかぎり、君の名を呼ぶ者がすぐ傍そばにいるかぎり、君には生きる理由がある。







　昼下がりには、車はソルトレイク＝シティに入っていた。街に入ったらしなければならないことがいくつかある。まず車の交こう換かんだ。いつまでも、組織から持ち出したこのトーラスは使えない。それと現金の工面。

「次の交差点で、止めて」

「え？」

「お金、要いるんでしょ？　何人かスってくる」

「……君が、か？」

「あなたには、まだ練習させてないし。あなたは車の調達を」

「……ああ」

　申し合わせていたわけでもないのに、やるべき事は彼女の方でも心得ていたらしい。それに、やはり彼女は平素の思考力を失ってない。昨夜のことは、思い煩わずらってはいないらしい。まさか覚えていない、ということはないと思うのだが。

「１時間後に、ここに戻るわ。拾いに来て」

「……エレン？」

　助手席のドアを開け、車外に降りかかっていた彼女に声をかける。エレンは肩かた越ごしに振ふり向き、何？　と目で問いかけてくる。驚おどろきも、慌あわてもせずに、彼女はごく自然に振り向いた。

「気をつけて」

　頷うなずく彼女を道みち端ばたに残して、トーラスを再発進させる。心の中のわだかまりは、きれいに消えていた。エレンと呼ばれて応じたときの、彼女の気負いのない素そ振ぶりを思い起こす。そう呼ばれることに、あの子は何の抵てい抗こうも示さなかった。そんな些さ細さいなことなのに、今は不思議なくらい勇気づけられている。

　案外うまくやっていけるんじゃないか？　欠片かけらも望みがないように思えた前ぜん途とに、ほんの少しだけ光明が射さした気がした。後はともかく慣れることだ。彼女も自分も。




　ダウンタウンの一角で、すぐにめぼしい車が見つかった。一いつ旦たん、通り過ぎてから２ブロックほど先にトーラスを止め、素す早ばやく車内の指し紋もんを拭ぬぐい取る。ダッシュボードにも手がかりになりそうなものは残っていない。このまま放置して大だい丈じよう夫ぶだ。

　トーラスを降り、歩いて狙ねらいの車まで戻りながら、何気なく周囲を窺うかがう。好都合なことに人目もない。ドアロックの解除に30秒。プラグの直結に45秒。タイムとしては、まずまずのところだろう。エンジンが始動したところで、もう一度周囲を窺う。対向車線の路ろ肩かたに、さっきはいなかった車が停とまっていた。

　青のダッジ＝ヴァイパー。あれは、たしかリズィの……

　背筋を冷たいものが走る。ついで誰だれかが運転席の窓をノックする。振り向くと、ロングスライドの45口径が窓に押し当てられていた。

「リズィ……」

　柳りゆう眉びを逆立てた女ボディガードの隣となりには、クロウディアが表情を殺して立っている。身構える暇ひますら与あたえられず、一いち撃げきでサイドウィンドウを叩たたき割ったリズィの左ひだり拳こぶしに、襟えり首くびを鷲わし摑づかみにされた。そのまま恐ろしい力で割れた窓から引きずり出される。

「観念しな」

　否いやも応もなかった。地面に転がされた途と端たん、ブーツの靴くつ底ぞこで胸むな板いたを踏ふまれ、目の前に銃じゆう口こうをつきつけられた。

「やめて、リズィ。彼はまだ事情がわかってない」

「ハッ、なら説明してもらおうじゃん」

（……エレンは、どうなった？）

　我が身を待ち受ける人生よりも、今はそのことが心配だった。




　その頃ころ、街中を歩きながら、新しくエレンという名に生まれ変わった少女は考えていた。

不思議だった。慣れないはずの呼びかけに、なぜ、ああも簡単に反応できたのか。

「エレン……」

　口に出してまた呟つぶやいてみる。そう呼ばれ、振り向いた自分の自然さに、はたと違い和わ感を感じたのは、玲二のトーラスが走り去ってからだった。偽ぎ装そうのために偽名を使ったことは何度もある。任務と思って集中すれば、いくらでも自然体を装よそおえる。その演技力にも自信はある。だが不意に呼ばれて、ここまで無意識に振り向けたことがあっただろうか？　尾び行こうされているのに気づくのが遅おくれたのは、そんなとりとめのない思考に没ぼつ頭とうしていたせいだった。

　黒いスーツの巨きよ軀くな男が、足早にエレンに詰つめ寄ってくる。

（インフェルノの追手!?）

　一体いつから？　こんな場所に網あみを張っていたのか？　違ちがう。マークされたのは、もっと前からだ。きっと車を降りるより以前。ということは、すでに玲二の車も……。知らせなければ。玲二と連れん絡らくを取らなければ。だが、どうやって？

　尾行は何人いる？　玲二は何人に追われている？

　恐きよう慌こうがじわじわと少女の心を蝕むしばんでいく。スーツの男は、さらに距きよ離りを詰めてきた。ただ尾つけるだけにしては近すぎる。もう行き先を探さぐろうというんじゃない。

（……捕ほ縛ばくする気だ）

　人混みを押し割って、彼女は走り出していた。

　なぜまた、ひとりで逃にげているんだろう？　守ってくれると約束した人は、もう傍そばにいない。

　こんなにも自分は弱かったのか？　もっと危険な窮きゆう地ちを、何度も脱だつしてきたはずなのに、今は怯おびえて逃げるだけなのか？　冷静になることも、反撃することもできないのか？

　涙なみだに視界を曇くもらせたまま、路地の角を曲がったその途端、そこに立ちはだかっていた長身の男の胸板が彼女の身体からだを受け止めた。

　次の瞬しゆん間かん、駆かけ込んできたインフェルノの追つい跡せき者は、顔に驚きよう愕がくを顕あらわすゆとりもなく、その男が手にしたルガーの弾だん痕こんを額に刻まれた。

「ほとほと呆あきれた連中だな。インフェルノというのは」

　冷れい笑しよう混じりに呟きながらサイスは、足元の死体を爪つま先さきで小こ突づく。

「私抜ぬきでは、こうも無能な人材しか投入できんのかね？」

「マスター……」

「捜さがしたぞ、アイン」

　見失った部下を回収するのに、わざわざ自分で捜す必要はない。山車だし行列のように騒そう々ぞうしくファントムを追う連中を、逆に監かん視ししていれば良い。サイスの読みは的中していた。

「できれば、お前とツヴァイを両方とも確保したかったが、この際贅ぜい沢たくは言うまい。お前一人で良しとしよう。ツヴァイは、あの女め狐ぎつねにくれてやる」
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　地下室での尋じん問もんは、もう３日目に入っていた。港での襲しゆう撃げきに参加していなかったとはいえ、その後手負いのアインを連れて逃とう亡ぼうした事実は動かない。幾いく度どとなく拳こぶしや蹴けりも食らったが、すでに肉体の苦痛などどうでもよかった。今度こそ本当の意味で、自分は死んだようなものだった。もはや逃げる術すべはない。ようやく取り戻もどした吾妻玲二としての人生は、わずか３日で終わりを告げたのだ。

「いい加減、吐はいちまいな！　サイスはどこにいる？」

　知るもんか、と思うやいなやまた衝しよう撃げき。いま殴なぐられたのは右の頰ほおだろうか左だろうか。

「オマエが逃がしたファントムは、どこに行った!?」

（知っていたって教えるもんか）

　鼻を鳴らしてそう嗤わらう。

　せめてもの救いは、再びインフェルノに捕とらわれたのが自分一人だけという点だ。別行動をとっていたエレンは、追っ手を振ふりきって逃げ延びたらしい。それならまだ捨てたもんじゃない。こいつらを相手に、まだ意地を張り続ける甲か斐いがある。

「退さがっていて、リズィ」

「でも……」

「そんなやり方じゃ、埒らちがあかないわ。私に任せて」

「……そうかい」

　ドンッと、叩たたきつけるようにしてドアを閉め、リズィが退室する。そして狭せまい地下室には、クロウディアだけが残った。

「隠かくしマイクも切ってあるから、何を話してもいいわよ」

　お互たがい無言のままに時が流れる。言葉を尽つくさなくても、すでに多くの秘密を共有している二人だった。何も説明する必要はない。

「寄り道せずに逃にげていれば、多分、捕つかまらなかったわよ」

　クロウディアの声の冷たさも、無理はなかった。彼女が与あたえてくれたせっかくのチャンスを、溝どぶに捨てたようなものなのだ。

「馬ば鹿かよ、きみ」

　だが、何も後こう悔かいはしていない。

「これが、僕なりのベストでしたから。望み通りのことを、精せい一いつ杯ぱいやりました。ただ負けたってだけ。それだけです」

「そう思う？　きみはまだ息をして、五体満足でここにいる。なのに負けたと思っているの？」

「……まるで、まだ僕にチャンスがあるみたいな言いぐさですね」

「あるのよ」

　捨て鉢ばちな態度を咎とがめるように、クロウディアが鋭するどく言葉を挿はさむ。

「もし皆みなが、きみとサイスの関連を本気で疑っているのなら、この程度の尋問じゃ済まないわ。でしょ？」

「…………」

「きみの行動は、あまりに不ふ審しんだったけれど、それがサイスの裏切りと関連している節もない。きみが何を考えているのか、組織には理解できないだけなのよ」

「……殺人ロボットのツヴァイがまさか記き憶おくを取り戻しているとは、まだ誰だれも気づいてないわけだ」

「そういうこと。だからきみは、身の証あかしさえ立てればいい」

「身の……証？」

「行動で、証明するのよ。きみが誰の味方で、誰がきみの敵なのか」

「それは、サイスをこの手で殺せということですか」

　結局は、またそれか。

　どう転んでも、誰かの屍しかばねを踏ふみ越こえなくては一歩も前には進めない。そんな人生を、神様にあてがわれているんだろうか。

「もう僕は、誰の敵でも味方でもない。そういう話題とは縁えんを切ったんです。もうサイスもインフェルノも知ったことじゃない。勝手に殺しあってればいいでしょう」

　そうだ、この場を切り抜ぬけて……それでどうなる？　もとの殺し屋に戻るだけじゃないか。堂どう々どう巡めぐりは、もううんざりだ。

「……じゃぁ、訊きくけれど、アインはきみの敵？　味方？」

（！）

　クロウディアのその一言は、リズィの拳より効き目があった。

「彼女のこと、助けたかったんでしょう？　それできみは日本に逃げるチャンスを逃のがした。違ちがう？」

「……何が言いたいんです？」

「今もインフェルノは、総力を挙げてファントムの行方ゆくえを追っているわ。それは彼女が、サイスの居所をつかむ鍵かぎになると思われているからよ。もし彼女が見つかる前に、サイスの始末が片付けば、インフェルノが血ち眼まなこになってファントムを追う理由はなくなる」

「……そうまでして、僕に殺させたいんですか？　どうして？」

「この場を切り抜けてほしいのよ。そのためにサイスを殺して、組織の信用を得て欲しい。こんなつまらない所で死んでほしくないのよ。きみには」

　……似たような台詞せりふを、自分でも口にしたことがある。生きる勇気をなくしたあの子に、エレンという名を贈おくった夜……

「サイスの追つい跡せきは？」

「足取りを追うのは、もう諦あきらめたわ。だから今は網あみを張って待ち構えているところ」

「……待つ？」

「インフェルノと事を構えて、アメリカにいられるわけがないわ。だからサイスは国外への脱だつ出しゆつを謀はかるはず。そのために、彼が頼たよりそうなコネクションをいま監かん視ししているの」

「信しん頼らいされていない僕が、追跡に加われるんですか？」

「その辺は、私が手を尽くすわ。どう？　やってくれる？」

　僕はもう終わりだ。ここから先には何の希望もありはしない。

　だがその前に、エレンのためにしてやれることがあるのなら、あながち悪い終わり方じゃない。

「……やりますよ」

（やれるさ……）

　最後の夜に、エレンの前でもそう誓ちかった。次に、誰かを撃うつときは、自分の意志で、引き金をひくと……

「やらせて下さい。サイスは、……僕が殺します」







　サンフランシスコでサイス捜そう索さくの手て応ごたえがあったのが昨日の未明。案の定、サイスは海路での出国を目もく論ろみ、知己の密輸商人と接せつ触しよくを取ったという。インフェルノは即そく座ざに追つい撃げきチームを編成し、サイスと密輸商人が合流するというサンフランシスコ港こう湾わん地区へと差し向けた。

　隊長役のリズィに、組織から預けられた兵隊は12人。いずれもサブマシンガンで武装している。それなのに、13人目の兵隊である僕は、まだ丸まる腰ごしのまま放ほうっておかれていた。

「まさか、手ぶらで行けっていうんじゃないだろうな」

　そう皮肉めかしてリズィに言うと、射殺すような視線で睨にらまれたあとで、ようやく拳けん銃じゆう一いつ挺ちようを手て渡わたされた。だが、動作を確かめようとスライドに手をかけた途と端たん、横からこめかみに硬かたいものが押し当てられた。

「クロウに言いくるめられて、アンタをここまで連れてきたワケだが……、正直言ってアタシゃまだ迷ってるんだよ。アンタに銃を預けていいもんかどうか」

「確かにな」

　敢あえて挑ちよう発はつするように、鼻を鳴らしてみせる。

「薬室に一発、弾だん倉そうに15発……ここにいる全員を殺して釣つりがくる計算だな」

　グッとさらに強く、リズィの銃が頭皮に食い込む。こめかみに銃口の圧力を感じながらも、僕は渡された銃のスライドをわざと乱暴に引き開けた。すでに薬室に装そう塡てん済みだった弾丸が、イジェクション＝ポートから虚こ空くうに飛んで、くるくる回りながら真しん鍮ちゆう色の弧こを描えがいた。威い圧あつ的に見下ろしてくるリズィの視線を真っ正面から受け止めながら、さらにスライドを引いては戻もどす。２回、３回……鋭するどく滑なめらかな金属音が鳴るたびに、弾はじき出された弾たまがアスファルトの上に転がる。15発目を捨てたところで、親指でスライドストップを押し上げ、スライドを引きっぱなしで止めた。

「残り……一発だ」

　これ見よがしに、開け放たれたイジェクション＝ポートの中を見せつけてから、スライドストップを弾いて外す。滑すべり戻ったスライドが、最後の一発の弾丸を薬室に送り込む。

「……何のつもりだよ？」

　こちらの動きを見ていたリズィが尋たずねてくる。

「この一発で、あんたら全員と喧けん嘩かができるとは思うまい？　だがサイス一人を殺すには事足りる」

「吠ほえてくれるね、坊ぼうや」

「あんたに背中から撃うたれるよりはいい」







　静まり返ったコンテナ集配所には、まるで人の気配がない。熾し烈れつな撃ち合いを予期していただけに、皆みなが拍ひよう子し抜ぬけした様子で、ぞろぞろと歩を進めていく。この集配所を抜けた向こうの船着き場に、迎むかえのボートがいるはずなのだが……

「奴やつが何の警けい戒かいもしてないってのは、変じゃないか？」

「うるさいね。アンタが心配するこっちゃないよ。何のために、これだけの人数を揃そろえたと思って……」

　ガガガガガガガガガッ!!

　リズィが最後まで言う前に、銃火が夜よ霧ぎりを切り裂さいた。最前列を歩いていた二人が、血ち糊のりを撒まき散らしながらコンクリートに突つっ伏ぷす。それを皮切りに、集配所の至るところから、突とつ撃げきライフルの銃撃が始まった。

　敵はすでに集配所に布ふ陣じんを終えていた。ただのケチな密輸屋じゃない。人数も武装も充じゆう実じつしている。だがリズィ率いるインフェルノの追撃チームも、奇き襲しゆうされたにもかかわらず、混乱することもなく即座に散開して反撃を始めた。

　幸か不幸か、部外者の自分は完全に無視される形になった。どのみちリズィのチームとは打ち合わせも何もしていない。持っている銃の弾は一発限り。リズィ達からしてみれば、裏切る心配もなければ戦力にもならないエキストラといったところだろう。

「どこに行く気だ、おい!!」

　リズィの詰きつ問もんを背中で聞きながら、敵の布陣を回り込むように、横手を目指して走った。逃にげたと思われても文句の言えない状じよう況きようだが、そんなことを気にかけている場合ではない。どのみち、結果を出せない限りは立場がないのだ。

（狙ねらう相手はサイス、ただ一人）




　交こう錯さくする銃声が、やや散さん漫まんになってきた。本隊どうしの激突は、もう決着がつきつつある。どちらが優位を占しめているにしろ……早く、サイスを探し出さねば、奇襲のチャンスを逸いつしてしまう。

「動くんじゃねぇ！」

　背後からの叱しつ咤たに振ふり向くと、リズィの部下が僕に向けてマシンガンを腰こし溜だめに構えていた。

「死んでもらうぜ、裏切り者……」

　瞬しゆん間かん、リズィの部下の顔面が右半分から消し飛んで、脳のう漿しようを撒き散らした。咄とつ嗟さに身近の遮しや蔽へい物の陰かげに身を投げる。狙そ撃げきしてきたやつがどこにいるのか見当もつくが、こっちの居場所も露ろ見けんしている。棒立ちになっていたところを狙い撃ちにされたのだから。

　港に轟とどろき渡るのは、主戦場で繰くり広げられるマシンガンの応おう酬しゆうばかり。さっきの狙撃手は沈ちん黙もくを守っている。火力で圧す気はないらしい。回り込んでくる気だろうか？　そうなると、位置を把は握あくされた方が負けだ。こっちも動いておく必要がある。覚かく悟ごを決めて、遮蔽物の陰から駆かけ出た。狙いすましたように轟ごう音おんが轟き、足元に火花が飛び散る。

（しまった……！）

　敵は動いてない。こっちが痺しびれを切らすのを待っていた。こうなれば、あとは脚きやく力りよくに頼たよるほかない。ジグザグに向きを変えながら、次の遮蔽物を目指してダッシュする。

　さらに一発、足元に着弾。背筋に冷ひや汗あせがにじむ。見定めていたコンテナの陰に転がり込んで、ひとまず安あん堵どしてから……敵の挙動の奇き妙みようさに気づいた。

　狙いが妙だ。着弾は低い位置ばかり。脚あしばかり狙ってるようだ。まるで殺す気がないような……

（まさか……）

　ふと、脳のう裏りを過よぎったのは、あまりにも皮肉で、残ざん酷こくな直感だった。

　根こん拠きよのない空想だ。そんなはずはない。あってたまるか……

　身体からだを伏ふせて、匍ほ匐ふくでコンテナの反対側に出た。確かめなきゃならない。相手の位置はもうわかっている。気配を殺し、陰から陰へと移りながら、狙撃手の居場所を目指して、慎しん重ちように迂う回かいしていく。

　……いた。

　物陰に踞うずくまる、何者かの後頭部が見える。僕の気配に気づいたか、敵もまた身を翻ひるがえし手にした銃じゆうを構える。

　……互たがいの銃口と視線を交差させたまま、そこで時間が静止した。

　なぜ？

　なぜエレンが、ここに？

　凍こおりついた時間を打ち砕くだくように、新たな銃声が轟いた。目の前で散った跳ちよう弾だんの火花に、意識を戦場へと引き戻もどされ、あわててコンテナの陰に身を伏せる。

「アイン、何をてこずっている!?」

「サイス!?」

　目指す標的の声を聞きとがめて顔を出そうとした瞬間、また弾幕で出鼻をくじかれる。

「船が着いたぞ、奴やつはここで止めろ!!」

「……はい、マスター……」

　誤算だった。まさか奴自らが討うって出てくるとは。今ここでサイスと対決しようにも、エレンを差し置いてそれは無理だ。

　その時大口径弾の怒ど号ごうが続けざまに轟いた。

「うおおらぁぁぁぁ!!」

　リズィだ。サイスに向けて銃を乱射しながら、こっちに向かって突進してくる。怯ひるんだサイスも負けじと銃を撃ちまくる。その弾丸をかいくぐり、リズィはタッチダウンを決めるような勢いで、僕のすぐ横に転がり込んできた。

「ボケナス！　手て前めぇ、格好つけすぎだ!!」

　弾倉を換かえつつ罵ば声せいを浴びせてくるリズィ。

「どこの世界に、弾たま一発で撃ち合いに行く馬ば鹿かが……」

「ウッ！」

　怒ど鳴なり散らすリズィの表情が、不意に別の歪ゆがみかたをした。見れば、右の脹ふくら脛はぎから下が血に濡ぬれている。いま、ここに駆け込んで来るときに被ひ弾だんしたらしい。

「……奴は？　一人か？」

　痛みをこらえつつ、擦かすれ声でリズィが訊きいてくる。

「いや、どこかにアインが……」

「オーケイ。そっちはアタシが引き受ける。アンタはサイスのタマぁ取ってこい」

　素す早ばやくコンテナの外を窺うかがう。サイスの姿はない。リズィが加われば２対２で五分。確実な優位は保ちきれない。そう判断した途と端たん、奴は独りで逃にげたのだろう。

「行けよ、早く」

　自らの怪け我がも顧かえりみず、リズィは僕をサイスのもとへ急がせようとする。

「でもあんた、その脚じゃ……」

「ああ、あの小こ娘むすめにゃ、かなわんだろぅな」

　自じ嘲ちよう気味に笑うリズィ。

「だがアンタ次し第だいさ。サイスを仕留めりゃ、あの人形娘も止まる。ここでアタシが粘ねばっていられるうちに、蛇へび野や郎ろうを殺やってくれりゃいい」

「リズィ……」

「信用してやるよ、ツヴァイ。さぁ、とっとと終わらせて帰ろうぜ！」

　軽く頷うなずいたあと、頭を低くしてコンテナの陰かげから走り出た。どこか左手の方から銃声が響ひびき、それに呼応するようにリズィの三連射が轟とどろく。エレンにリズィ……、もう誰だれも、誰にも撃たれてほしくない。終わらせるんだ。一秒でも早く。







　チャンスは、ただ一発かぎり……

　憎ぞう悪おがさらなる力になって全身を駆かけめぐる。人生を狂くるわされ、玩具おもちやにされたことの二人分の怒いかり。銃じゆう把はを握にぎりしめる手には、エレンへの想おもいまでこもっていた。恐きよう怖ふはない。ためらいもない。この次に銃を撃うつときは、自分自身の意志でトリガーを引く。そうエレンに誓ちかった通り、いま全身の血流が獲え物ものの死を求めて猛たけっていた。

　サイス＝マスター。貴様なら撃てる。たとえこの身が地じ獄ごくで焼かれようと、貴様だけは、この手で殺してやる。

　船に乗り込もうとするサイスを、僕は照準にとらえた。構えた銃口で奴の心臓を睨にらみ据すえる。

　この距きよ離り、このタイミング、決して外しようがない。

　聞けよ、サイス。死神が貴様を呼んでるぞ！

　反はん撃げきを狙ねらったか、それとも死を悟さとってか、サイスは走る足を止めて振ふり向こうとした。その顔が恐怖に引きつる。

「サァァァァィス[image: !!!]」

　轟ごう音おんとともに放たれる銃弾。

　しかしその銃弾は、無情にもサイスの盾たてとなるべく飛び込んできたエレンを貫つらぬいた。

（！）

　我が目を疑い、そして一気に全身の力が抜ぬける。

「ハーッハッハッハッ!!」

　エレンの身体からだを背後から抱だき止めたサイスは、身を捩ねじって笑っていた。

「どうしたツヴァイ、その腑ふ抜ぬけた顔は？」

　力の抜けた膝ひざとホールドオープンした銃が、同時に硬かたい地面に落ちる。何も考えられなかった。ただ血に濡れたエレンの頰ほおを、見つめていることしかできなかった。

「あれだけの意気で迫せまっておいて、ただの一発で終わりか？」

　サイスの銃がゆっくり鎌かま首くびをもたげるようにこちらを向く。

「残念だよ、ツヴァイ。君には大いに期待したのだがな」

[image: ]

　サイスの持つ鈍にぶく輝かがやく銃の照準が身体を這はい上り、ぴたりと眉み間けんに据えられたのが感じ取れた。意識の抜け落ちた身体が、そのときどうして動いたのかわからない。まるでバネ仕じ掛かけのからくりが仕込まれていたかのようだった。

　跪ひざまずいていた下か肢しが、たわめた筋肉にありったけの勢いを込めて身体を横へと跳はね飛ばし、僕を海へと飛び込ませた。

　暗く冷たい水面へと落ちる、ほんの一いつ瞬しゆんの無重力の間、今日まで目に焼きつけてきた光景が、閉とざした瞼まぶたの裏を駆け抜けていった。







　……なぜだ？……なぜなんだ、エレン……







　あれから何時間経たったのだろうか？　東の彼方かなたから、静かに燃えるような朱しゆ色いろがじわじわと空に染みわたっていく。海に映ったその朱色は、さらに小波さざなみで揉もみ砕くだかれて水面を真しん珠じゆ色に輝かせていた。そんな真珠色の輝きの中に、僕は仰あお向むけに浮うかんで揺ゆられながら、また繰くり返し答えのない問いを空に訊きく。

　この手で、エレンを撃っておきながら、それでもまだ生きていたいのか？

「ツヴァイ……」

　聞き飽あきたドイツ語を、また誰だれかが叫さけんでいる。

「ツヴァイ……」

　どうやら、呼ばれているらしい。参ったな。いい加減にしてくれよ。そんな名前じゃないっていうのに。

「ツヴァイ！　おい、ツヴァイ!!　生きてるんなら返事しろ！　おいったら!!」

　首を巡めぐらすと、少し離はなれた桟さん橋ばしの上にリズィが腰こしを降ろしていた。水温に冷え切った手足は、まるで自分のものという気がしなかったが、それを騙だまし騙し動かしてゆっくりと水を搔かき、リズィの待つ桟橋を目指す。

「馬ば鹿か野や郎ろう……」

　聞き慣れたつもりのリズィの罵ば倒とうだが、今朝はまるきり力がなかった。

「てっきり死んでるのかと思ったじゃねぇか」

　重い身体を桟橋の上に引き上げて、濡ぬれそぼったジャケットを脱ぬいで捨てる。

「サイスは？」

　リズィは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で、水平線を睨んでから、

「逃にがしたよ」

　吐はき捨てるようにつぶやく。

「アタシが来た時ゃ、もう船に乗るところだった。この脚あしが走れりゃ何とかなったかもしれないが……。ま、サイスなんてあの娘むすめっ子がいなけりゃ何もできないんだろ？　ファントムを殺やれただけでも良しとしようや」

「死んでた……のか？」

「ん？　ああ、サイスが死体を担かついでたぜ。あんただろ？　殺ったの」

　目の奥にエレンの姿が浮かぶ。

　その問いにだけは答えたくない。

「しかし本当に凄すげぇんだなアンタ。あの人形娘を一発で仕留めるなんて」

　だが、こっちの顔色に気づいたリズィは、すぐに表情を曇くもらせた。

「どうしたよ、おい？」

　初めて憎にくしみを込めて引き金をひいた。初めて他人の死を願った。だがその憎しみを最後には誰が受け止めた？

「お、ようやく来たか……」

　そうつぶやくリズィの視線を追うと、集配所の向こう側から十指に余る台数の車が、猛もうスピードで回り込んでくるところだった。いずれの車からも武装した男たちが、停とまるのも待たずに転がり降りては、無む駄だのない動きで周囲に散開していく。やや遅おくれて乗り入れてきたリムジンから、マグワイヤとクロウディアが降り立った。

「首しゆ尾びはどうなっている？　サイスは？」

　到とう着ちやくしたばかりのマグワイヤがまくしたてる。

「面めん目ぼくねぇ。取り逃がしちまいました」

「遅おそかったか……」

「しかし、代わりと言っちゃ何ですが、ファントムは始末しました。このツヴァイの手て柄がらです。サシで張り合って仕留めたんですよ」

「……本当なの？　ツヴァイ」

　クロウディアの問いに答えようにも、なんの言葉も出てこなかった。ただ俯うつむいて心の中で吐き捨てた。

「詫わびておかねばならんな。君を疑ったことを」

　マグワイヤが静かな口調で僕に話しかけてくる。

「なにぶん状じよう況きようが状況だけに、慎しん重ちような判断が必要だった。だがこれで君の組織への忠誠はわかった。今後ともインフェルノに尽じん力りよくしてほしい。頼たのんだぞ、ファントム」

「……!!」

　聞き違ちがいだろうと最初は思った。ファントムと呼ばれた少女は、もういない。彼女はついさっきこの手で……

「何か不思議かね？　あれだけ凄すさまじい腕うで前まえを誇ほこった先代のファントムを、彼はたった一人で屠ほふり去った。今この場から、彼をファントムと呼ぶことに何の支障がある？」

「……襲しゆう名めいさせるのですね。彼に」

　クロウディアは暗い表情を浮うかべながら、こちらを見ていた。

　もう自分には、人として守るべきものなど何ひとつない。だから鬼おにでも悪あく魔までも犬いぬ畜ちく生しようでも……何とでも罵ののしってくれていい。何と呼ばれようと構わない。だが、よりによって……ファントムだと？

　傑けつ作さくだった。お笑いだ。一体どこまで、この世界は狂くるっていくのか？

「改めて祝福しよう。今日より君は頂点に立て。ファントムの名を轟とどろかすのだ。闇やみの世界に恐きよう怖ふとともに」







[image: ５章「新たな出会い」]
















　……１年後




『……夢に身を任せ悩なやみを捨てよう　燃えるこの想おもいが　熱いこの願いがいま二人をひとつに……』

　三度の飯より愛して止まぬ観劇の最中でありながら、デルーカ＝レッツォは苛いら立だっていた。たまの息いき抜ぬきだというのに、どうしても仕事が頭から離はなれない。

　ニューヨークに根を張る五大ファミリーのうち最大勢力を誇るガンビーノ一家で、デルーカはメイド＝メンバーと呼ばれる上級幹部の一員、それも頭領を補ほ佐さするコンシリエーリ（相談役）の任を担になっていた。言うなれば実質的なナンバー２である。〝鋼はがねのデルーカ〟の渾あだ名なを聞けば、誰だれもが竦すくみ上がった頃ころもあった。

　しかし、新たにメイド＝メンバーに加わった従兄弟いとこのマルの傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度を思い出すたび、デルーカは腸はらわたの煮にえくり返かえる思いがする。昨夜の会食では、他のファミリーの面前でぬけぬけと隠いん居きよまで迫せまってきた。

　あの餓が鬼きが噂うわさのインフェルノと繫つながっているのは間違いない。奴やつにはファミリーへの忠誠心など欠片かけらもない。奴がガンビーノに献けん上じようした収益は、勇気と実力の証あかしなどではなく、敵対ファミリーと裏で手を組んで、薄うす汚ぎたない筋書きを用意した結果でしかない。

（いつか必ず尻尾しつぽを摑つかんで、そしてファミリーの血の掟おきてをその身に思い知らせてやる）

『……この誓ちかいこそ永遠、君とともに二人、さあ、クリスティーヌ……』

　デルーカは苛立ちを抑おさえ、クライマックスにかかろうとしている観劇に意識を戻もどす。

「！」

　だが彼が最後に目にしたものは、壇だん上じようで演技している男優の構えたサブマシンガンの銃じゆう口こうだった。




ガガガガガガガッ!!




　次の瞬しゆん間かん、けたたましい銃じゆう撃げき音とともに、デルーカは大量の銃じゆう弾だんに貫つらぬかれていた。

「キャァァァァッ!!」

「コ、コンシリエーリ!?」

[image: ]

　パニックに陥おちいる観客たちの中で、ガンビーノ一家の護衛たちが一いつ斉せいに銃を抜く。

「あそこだ！　舞ぶ台たいの上!!」

「くそっ！　ライトだっ！　ライトを点つけろぉ!!」

「絶対に逃にがすな!!」

　会場を埋うめ尽つくす、悲鳴と怒ど号ごう。

「誰かいないのか？　裏口を張ってた奴は!?」

「それが……」

「あぁ、コンシリエーリ、こんな……」

「……畜ちく生しよう、いったいどこのどいつが……」

「……ファントムだ。インフェルノのファントムだ……」

　いつしか裏社会において恐きよう怖ふの代名詞になった称しよう号ごうを、誰かが口にしていた……




「よう、もう戻ったのか」

　俺がインフェルノの本ほん拠きよへ出頭すると、すでに一足早くロスに戻っていたリズィが声をかけてきた。

「報告はアタシの方から済ませてある。アンタはのんびりしてきても良かったんだぜ」

「寒いところは、苦手でね」

　ここ数日、見上げて過ごしたニューヨークの摩ま天てん楼ろうを思い出す。ロスに慣れると、空のない街は鬱うつ陶とうしくてかなわない。もう当面、東海岸に用はあるまい。

「しっかしまぁ、今度も無茶をしたもんだなぁ。まさか役者と入れ替かわるとはね」

「他に狙ねらえる場所がなくてね」

　プライベートの観劇ですら、デルーカのガードは鉄てつ壁ぺきすぎて付け入る隙すきがなかった。あの劇場で唯ゆい一いつボックス席を狙えたのが舞台の上だ。たまたま似たような体格で、銃を隠かくし持つのに都合のいい衣い裳しようを着た役者がいたので、入れ替わったというわけだ。

「クロウディアは？」

「また首脳会談中さ」

　そう口にしたリズィの表情を、ナーバスな色が掠かすめ過ぎた。

「……揉もめてるのかい？」

「ほら、あれさ。クロウが日本で見つけてきた連中」

「ヤクザの件、か」

「あれ、マズいよな」

　クロウディアに近しい人間であれば、誰もが胸中で呟つぶやく言葉だった。クロウディアの立場では、特定の犯罪組織の人間とプライベートに親交を結ぶというのは、本来なら許されない。インフェルノという連盟集団のエージェントを公明正大に果たすためには、徹てつ底ていした中立を求められる。もうずいぶん前にそれはクロウディア自身の口から説明されたことでもあった。

「なぁ、どうなんだ？　最近」

「どう、って？」

「クロウディアだよ。今はアンタが付き人みたいなもんだろ？」

　クロウディアの護衛役をリズィから委い譲じようされてからかなり経たつ。規模の肥大化したインフェルノが、いわゆる常備軍としての戦せん闘とう部隊を抱かかえるようになったため、今リズィはその指揮に奔ほん走そうしているのだ。

「何つぅか、どっか無理してる風に見えるんだよね。アタシには。最近変わったこととかないか？」

「いや……別に」

「あのなぁ」

　さも呆あきれたと言わんばかりに、顔を顰しかめるリズィ。

「その辺、真っ先に気づくとすりゃアンタなんだからな。気ぃ遣つかっとけよ。女の顔色ぐらい」

　今の俺の立場は、クロウディアの付き人兼けんボディガード。そして、愛人。そんな二人の関係はすでに公然の秘密だ。お互たがい周囲の目を気にしているわけじゃない。懐ふところ刀がたなの飼い犬にどういう役目を果たさせようと、それはクロウディアの勝手なのだから。




　そんな室外でのやりとりをよそに、インフェルノ幹部連の会議は緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気きに包まれていた。

「例の〝梧桐組〟の件、調査が済みました」

　クロウディアがマグワイヤに切り出す。

「うむ、あの日本の犯罪結社か。我々に加盟したいという」

「充じゆう分ぶん、信しん頼らいに足る集団です。すでに日本国内に独自のマーケットを開かい拓たくし、かなりの収益を上げています」

「だが、あのような島国の市場に手を出したところで利り潤じゆんはあるのかね？」

「極東は今急成長中の市場です。梧桐組が我々とのビジネスを希望しているのは、彼らの商品の供給源であった東南アジア系のディーラーが、壊かい滅めつ的な打だ撃げきを被こうむったからです」

　もう一人の大幹部であるアイザック＝ワイズメルの厳しい表情をよそに、クロウディアは話をつづける。

「鰻うなぎ上のぼりの需じゆ要ようを抱えていながら、梧桐組には在庫商品がありません。いまここで梧桐組とのビジネスを確立すれば、我々は日本の麻ま薬やく市場に、独どく占せん的に商品を卸おろすことができるようになります」

「ふむ……」

「今週末、梧桐組若わか頭がしらを務めるミスタ大輔＝梧桐とその一行を、ロスに招待しています。そこでひとまず、最初の親善として[image: 500]万ドルの取引をセッティングしました」

「ちょっと待てよ」

　それまで沈ちん黙もくを守っていたワイズメルが、ここで口をはさんでくる。

「そうトントン拍びよう子しに話を進めちまっていいもんか？　おいクロウディア。お前いつから取引を仕切れる身分になった？」

「充分な利潤をもたらす相手と思ったからこそ、私はヤクザを組織に紹しよう介かいしたんです」

「そりゃ有り難がたい話だがな。交こう渉しようまでお前が仕切るってのはどういう了りよう見けんだ？」

「すでに私はミスタ＝梧桐と個人的な信頼関係を築いています」

「それだよ。それ。お前、最初から日本人どもをインフェルノに引き込む腹でいたんだろ？　俺たちの判断なんぞお構いなしか？」

「やめておけ、ワイズメル」

　剣けん吞のんな空気に辟へき易えきして、マグワイヤが仲裁に入る。

「今後、慎つつしませれば良いことだ。価値ある商談であることに変わりはない。クロウディアも留意しておきたまえ。独断専行はチームの輪を乱す」

「はい。申し訳ありません」

「たしかにこの一件、クロウディアの従来の課か役えきからは逸いつ脱だつするが、私やワイズメルが暇ひまを持て余しているわけでもない。より円えん滑かつに交渉を進められるというのであれば、クロウディアに仲ちゆう介かいを務めさせるのもいいだろう」

「ありがとうございます」







　一風変わった任務のために呼び出されたのは、その週末のことだった。25キロのコカインと現金[image: 500]万ドルの取引。普ふ段だんなら、殺し専門の自分などが窺うかがい知らぬ仕事だが、今回に限って駆かり出されたのは、クロウディア自らが取引に臨のぞむからである。

「大だい丈じよう夫ぶなのか？　手勢もなしで」

　驚おどろいたのは、こちら側から出向く人数が、クロウディアと俺の二人だけということだ。

「お互いの信頼を固めるのが目的の取引だもの。物々しい人数を引きつれていったら、相手の心証を損そこなうでしょ？」

「……相手は？」

「あなたの同郷の皆みなさんよ」

（問題のヤクザたち、か……）

　運転を任されたシボレー＝アストロのステアリングには、刺し激げきも何もなかったが、緊きん張ちようの度合いはむしろＦ40で飛ばしている時よりも高い。なにせ荷台には、25キロのコカインが隠かくしてある。やがてアストロは、取引場所であるサウスセントラル地区に到とう着ちやくする。

「こんな場所で、取引するのか？」

「ここはね、昔からワイズメルの率いるブラディーズの縄なわ張ばりだった地区よ。ここで厄やつ介かい事ごとを起こしてブラディーズに喧けん嘩かを売るような馬ば鹿かは、もうロスにはいないわ。だからインフェルノにとっては、一番安全な場所と言ってもいいわね」

　夜よる闇やみを透すかして30ｍほど向こうに、明らかに廃はい車しやではない車の影かげがある。打ち合わせ通り、車種はフォード＝ムスタング。だが、ヘッドライトの点てん滅めつで合図に応こたえるはずなのに、相手の車は沈黙したままだ。

　俺は妙みような雰囲気を感じ取り、周囲に気を配りつつドアを開ける。車内に滑すべり込む冷たい夜気に、僅わずかだが硝しよう煙えんの臭においが混じっている。

「…………」

「……玲二？」

　クロウディアが不安げに声をかけてくる。緊張を気け取どられたらしい。

「車の中にいろ。エンジンは止めるな」

　それだけ言い残して、俺はアストロを降りた。慎しん重ちような足取りでムスタングに向かう。硝煙と血の臭いがする。疑念の余地はない。懐ふところから銃じゆうを抜ぬき撃げき鉄てつを起こす。

　まず一人。サブマシンガンを手にしたまま事切れて車の前に倒たおれているヤクザがいた。死因は銃じゆう弾だんだ。腹と顔面に一発ずつ。かなり大口径の、たぶん45口径クラスの拳けん銃じゆう弾だんでやられたのだろう。傷口が派手に爆はぜている。死体にはまだ僅かに体温が残っている。死後15分と経たってない。

　車の反対側にも一人。それから少し離はなれたゴミ箱の傍そばと、街灯の支柱の陰かげに一人ずつ、やはりヤクザの死体がある。

　だが驚いたことに、うち二人の死因はナイフだった。一人は頸けい動脈。もう一人は鳩尾みぞおちから心臓をひと突つき。周囲の壁へき面めんに視線を巡めぐらすと、飛ひ沫まつを散らしたような弾だん痕こんの列が幾いく重えにも穿うがたれている。

　おそらく襲しゆう撃げき者は単独だ。得え物ものは大型のナイフとサイレンサー＝ピストル。暗くら闇やみの中、パニックに陥おちいった獲え物ものたちを、一人ずつ音もなく狩かっていったのだろう。

　それにしても、マシンガンで武装した男をナイフで仕留めるとは……。襲おそった奴やつは、闇を味方につける術すべを知っている。

「狙ねらいは……、金か？」

　この取引のためにヤクザ側が用意してあったはずの[image: 500]万ドルは、どこを探しても見当たらない。死体の様相から見るに、襲われた直後なのは間ま違ちがいない。襲撃者はこっちの到着と入れ違いに逃にげたか。或あるいは逃げ損なって、まだどこかに潜ひそんでいるかもしれない。

（！）

　その時、背後に何者かが近づく気配を感じた。

　恐おそれや焦あせりを感じるよりも先に、反射的な動作で振ふり向いて銃を構える。

　銃を構えた先にいたのはクロウディアだった。あわや撃うちかねなかった自分自身の反応に、肝きもを冷やす。

「どういうことよ、これは？」

　クロウディアの口調には、怒いかりと驚きの感情が入り交じっていた。

「つまり、取引は御ご破は算さんってことだろ」

「今夜の取引が、外部に漏もれてるはずなんてない」

「だが、プロの仕し業わざだ。通りすがりの追い剝はぎじゃない」

「一体、誰だれの仕業だっていうの!?」

「さあな」

　服装から見て、いちばん格下だったとおぼしいヤクザの死体を調べてみると、案の定尻しりのポケットからフォードのキーが見つかった。

「ともかく、ここは考え事をするのに相応ふさわしい場所じゃない。先に一人で戻もどってくれ。俺もすぐ行く」

　そう言ってクロウディアに背を向け、各おの々おのの死体を運びにかかった。フォードの傍まで引きずり寄せた死体を、片かたっ端ぱしからトランクとリアシートに放ほうり込んでいく。非公式とはいえ、インフェルノの客人として招かれた連中だ。こんな有様の死体が警察に担かつぎ込まれては、どんなトラブルを招くかわからない。

　死体をすべて押し込む頃ころには、アストロのエンジン音が遠ざかっていくのが聞こえた。こっちも、もたもたしちゃいられない。死体を満まん載さいしたフォードに乗り込み、エンジンをスタートさせる。

　点灯したヘッドライトが照らし出す視界の片かた隅すみ……。１ブロック先の十字路の角に、もう一人誰か倒れているのに気がついた。

　慎重に車を徐じよ行こうさせて近づいてみる。コートを顔の上まで被かぶって、仰あお向むけに横になっている。だが居い眠ねむりしているわけじゃない。身体からだの下には血ち溜だまりが見える。

　フォードを停とめて降り、そっとコートを捲めくってみた。身なりからして娼しよう婦ふだろう。黒人の女だった。まだ若い。目を閉じ、胸の上で手を組んで仰ぎよう臥がする様は、静かに眠ねむっているようにさえ見えた。にも拘かかわらず、眉み間けんに指先程度の弾痕が黒々と穿たれている。

　ヤクザ達がやられた銃ならこの程度では済まない。連中がマシンガンで撒まき散らした９㎜弾の仕業だろう。ヤクザを襲った者の仲間か。それとも運悪く通りがかったところに流れ弾だまを受けたのか……

　どちらにしても、死に方が妙みようだ。頭を撃たれた死体が、こんな大人しい寝ね相ぞうで倒れるわけがないし、自分でコートを被ることもない。誰かがこの死体に触さわったのだ。手を組ませ瞼まぶたを下ろしてやってから、痛ましい姿を曝さらさないようコートを被せた。

　ヤクザ達を屠ほふった手練の冷れい徹てつさと、この死体に注がれた温情はどうも釣つり合わない気がする。なら通りすがりの人間だろうか。だが、ヤクザ達が襲われてから、我々が到とう着ちやくするまでの間となると、ほんの数分しか猶ゆう予よはない。

　その時、通りの彼方かなたからパトカーのサイレン音が近づいてきた。

　もうこれ以上、長居はできない。フォードの運転席に戻り、ひとまず余計なことは忘れてアクセルを踏ふみ込んだ。







「どえらい騒さわぎを持ち込んでくれたもんだな、えぇおい？」

　激しい怒ど号ごうとともにクロウディアに詰つめ寄るのはワイズメルだ。

「それは責任逃のがれのつもりですか？　ミスタ＝ワイズメル」

　クロウディアが反はん撃げきする。

「何ィ？」

「いかにもＬＡは貴方あなたの縄なわ張ばり。いわば貴方の管かん轄かつ地域です。保守の責任は貴方にある。そこで現金[image: 500]万ドルが奪うばわれ、４人の客人が殺された。ミスタ＝ワイズメル、貴方の庭で！　誰が罵ば倒とうされるべきなのか、よく考えていただきたい」

「手て前めぇ、いつからそんな口を……」

「やめろ、見苦しい」

　不毛な言い争いに、マグワイヤの一いつ喝かつが割り込む。

「クロウディア、日本人の反応は？」

「激げき怒どしていますが、抑おさえは利きいているようです」

「よし、連中の接待は任せる。できるだけ機き嫌げんをとっておけ。あとは、客人の金を手元に戻してやらねばならん。奪った奴やつらの死体を添そえてな。君の仕事だぞ。アイザック」

「待てよ。あのジャップ共が客人だと？　俺はまだ納なつ得とくしてねぇぞ」

「沽こ券けんの問題だ。インフェルノの門を叩たたいている者が襲おそわれた。それが客であろうと物もの乞ごいであろうと、違ちがいはない。我々の門前でそんな狼ろう藉ぜきを許す気か？」

「……オーケイ。当たってみるよ」




　分厚い扉とびらを通してなお、会議室の中の剣けん吞のんな気配は伝わってくる。夜中の内に招集され、朝一番で開かれた緊きん急きゆう会議は、出だしから紛ふん糾きゆうしている様子だった。

「中の様子は、相変わらずかい？」

　外から戻ってきたリズィに、俺は頷うなずく代わりに肩かたをすくめてみせる。

「さっきの話、調べがついたよ」

　渡わたされたＦＡＸ用紙には、現場にあった５番目の死体、頭を撃うたれていた若い女についての情報が記されていた。リズィのコネで、情報屋に探さぐりを入れてもらったのだ。

　遺体の身元は、ジュディ＝ディヴェンス。26歳。あの辺じゃ古顔のコールガールだったらしい。キナ臭くさい繫つながりは一いつ切さいない。ポン引きには頼たよらず、自立してやっていた。

「彼女の部屋は？」

「当たらせたよ。ハジキもナイフも一切なし。ルームメイトがいた様子だが、こっちはまだ捕つかまらない。しかし、こりゃどう考えても、流れ弾くらった不幸な通行人だぜ」

　そうなると、このジュディという女の遺体にコートを被せたのは誰だれだ？　あの襲しゆう撃げきは間違いなくプロの仕し業わざだ。死者を悼いたむような感傷とは無む縁えんだろう。無関係な相手であれば尚なお更さらだ。やはり、引っかかる。もう一度、現場を見ておきたい。

「この場は任せていいかい？」

「ったく、注文の多い男だねぇ。行ってきな。もうポリもブン屋も引き払はらった頃ころだ」

　フリーウェイに乗る途と中ちゆうで、ダウンタウンの花屋に寄って、一束の白しら百合ゆりを買った。もし死人の縁者と出くわすようなら、使える小道具になるかもしれない。







　現場に近づいたところで、停とめる場所を探している車を装よそおいながら様子を窺うかがう。空から薬やつ莢きようと壁かべの弾だん丸がんは鑑かん識しきが持っていったようだが、路面の血けつ痕こんは洗われもせず、そのままに放置されている。どのみち誰も気にしないだろうが。

　案の定、というべきか、ジュディの死体があった辺りに誰かいる。いまさら野や次じ馬うまの類たぐいではあるまい。ゴルフを路ろ肩かたで停め、花束を手に車を降りた。

　膝ひざを抱かかえ、壁に背を預けて座った金きん髪ぱつにソバカスの少女……。ジュディの遺い骸がいを象かたどったチョークの輪りん郭かくを、暗い眼まな差ざしがなぞっている。風体はホームレスのようだが、路上生活している様子じゃない。服はくたびれた着古しだが、垢あかじみてはいなかったし、血色もそう悪くはない。隣となりには特大の旅行カバン。

　すぐ傍かたわらで足を止めると、少女は顔を上げ大きな翡翠ひすい色の瞳ひとみを見せた。訝いぶかしむように見上げてくる視線を受け留めながら、即そつ興きようで組み立てた筋書きを頭の中で再確かく認にんする。

「ジュディ＝ディヴェンスが死んだのは、ここかい？」

「……あんたは？」

　低くかすれた細い声。声が涸かれるほど泣いた後は、誰でもこんな声になる。

「届け物を、持ってきた」

　花束を、そっと道みち端ばたに添える。幾いく重えにもスモッグを被かぶった上に、昨夜は鮮せん血けつまで吸ったアスファルト。そこに添えられた百合の花弁は、浮うき立つように白くはえた。

「あんた、誰なの？」

「そういう君は、ジュディの知り合いか？」

　少女は答えず、視線をジュディの輪郭に戻もどした。答えるのが億おつ劫くうだとでもいう風に。

「俺は、ジュディに恩義があった」

　根も葉もない噓うそだが、この子には色々と訊きかなきゃならない。そのためには、信用を得る必要がある。

「あんた、ジュディのお得意さん？」

「そんなところだ。そういう関係で終わりたくはなかったがな」

「…………」

　再び沈ちん黙もく。彼方かなたのハーバー＝フリーウェイから、喧けん噪そうが風に乗って運ばれてくる。

「君も、ジュディの友達だったのか？」

「……妹だよ」

　ややあってそう呟つぶやく少女。今度はこっちが訝しむ番だった。昨夜、ここで死んでいた女は黒人だった。が、この少女は白人だ。

「……なにさ、色の違う妹がいちゃおかしいの？」

「いや……」

　それ以上、追つい及きゆうするのはやめた。そういえばリズィが言っていた。ジュディにはルームメイトがいると。この娘むすめのことだろうか？　確かなことは、この娘が故人を悲しんでること。そして、抑おさえ込んではいるものの、胸にやり場のない怒いかりを抱えていること。

（揺ゆさぶるならばその辺か）

　性急すぎるかもしれないが、いきなり話を核かく心しんに向けてみた。

「誰がジュディを殺やった？」

「あたしが知ってるとでも思うわけ？」

「心当たりさえ、ないか？」

「……撃うたれる理由があったっていうの？　ジュディに」

　少女の目が据すわり、声のトーンが一段落ちる。その目に顕あらわれた怒りは本物だった。ジュディは何の咎とがもなく殺された……。少なくともこの子はそう信じている。やはり、死んだ娼しよう婦ふはただの通行人だったのか。

「悪かった。馬ば鹿かなこと訊いたな」

　俺は薄うすく笑って、疑うような少女の視線をやり過ごす。長居は無用だ。無む駄だ足あしになったが、どだい空から振ぶり覚かく悟ごの探たん索さくだ。最後に、縁えんもゆかりもない娼婦への黙もく禱とうを捧ささげてから、その場を立ち去ろうとした。

「……待って。あんた、撃った奴やつを見つけて、どうするつもり？」

　答える必要はない。だが、少女の訴うつたえかけるような眼まな差ざしが、なぜか背を向けさせてくれなかった。二度と会うこともないであろう少女。彼女に、彼女が期待している言葉を聞かせてやっても、罰ばちは当たるまい。

「ジュディを撃った奴には、相応の報むくいを受けさせる」

　少女の瞳に、昏くらい輝かがやきが宿る。

「あんたには、できるの？」

「ああ」

（不実な慰なぐさめ方があったもんだ）

　小さな後こう悔かいが胸に湧わく。少女は思い詰つめたような表情で、じっとこちらを見つめてくる。いまの言葉の真しん偽ぎを量っているんだろう。

「それなら、あたしも連れてって」

（おいおい……）

　胸の内の後悔が、群むら雲くものように広がった。彼女は完全に真に受けてしまったようだ。

「だめだ」

「あたし、役に立てるよ」

　あえて冷ややかに無視し、少女に背を向けて停とめてあったゴルフに戻る。背後から、さらに少女の声。

「あたし、ジュディを死なせた奴を知ってるよ」

（！）

　その一言で、足を地面に縫ぬいつけられた。

「……何だって？」

「見てたんだ、全部。ゆうべ、ここでジュディが撃たれたとき、あたしジュディと一いつ緒しよだったんだ。馴な染じみのバーまで酔よったジュディを迎むかえに行って、二人で帰る途と中ちゆうだったの。でも、あのときジュディは、あたしを庇かばって……」

　自ら語る記き憶おくに声をつまらせながらも、少女の話は続く。

「危ないから逃にげようって言ったのに、ジュディは酔ってて走れなくて……」

（そういう事だったのか）

　誰だれが死相にコートを被かぶせてやったのか、ようやくわかった。たぶん本当にジュディという女は、昨夜の襲しゆう撃げきには関係ない、ただの不運な巻き添ぞえなのだろう。これで、彼女との関係性から襲撃者を捜さがそうという望みは潰ついえた。が、むしろ進展だ。いま目の前には、生きた目撃者がいる。

「ね、連れてってくれる？」

　気は進まないが……どうやら、もうしばらく罪な役回りを引き受けなきゃならないようだ。この少女からは、知っている限りのことを聞き出す必要がある。

「……君の名前は？」

「キャルだよ。キャル＝ディヴェンス。あなたは？」

「吾妻……玲二」

「ふぅん、日本人なんだ？」

「まあ、そうだ」

　うっかり本名を口にしてしまったが、思えば今となっては偽ぎ名めいよりも無意味な名前だ。

「オーケイ玲二。じゃ、何か食べながら話しよ」

　言うが早いか、キャルは旅行カバンを肩かたに担かつぎ、ゴルフの助手席に乗り込んだ。さっきまでとはうって変わって潑はつ剌らつとしている。ジュディの仇かたき討うちができるのが、そんなに嬉うれしいんだろうか。それを思うと、ますます気が重くなる。こんな噓うそで……いつまで騙だまし通せるだろうか？







　キャルのリクエストで、夕食は最も寄よりのバーガーショップということになった。

「二人ぶん、オーダーしといてくれ」

　細かい札がなかったので、50ドル札をキャルに渡わたした。

「俺は席を探しておく」

「オッケー。何が食べたいの？」

「任せるよ」

　小走りにカウンターを目指すキャルを見届けて、その隙すきに携けい帯たい電話でリズィに事情を報告した。

『で、その娘むすめっ子の話は信じられるのかい？』

「噓をついてる様子はない。仇を討とうってのは本気のようだ」

『ツヴァイ、あんたも随ずい分ぶん、えげつない手を使うじゃないか。え？』

「やめてくれ……。どのみちヤクザを襲おそった奴やつを捜し出したら、ただじゃ済まさないんだろ？　そうなれば、結果的にはジュディって女の仇討ちだって……」

『おやおや、ご立派な理り屈くつだね』

「……俺だって、好きでやってるわけじゃない」

『わかってるよ、坊ぼうや』

　リズィの声に笑いが混じる。つくづく意地の悪い女だ。

『ワイズメルに先んじて、得点１ってとこだな、ツヴァイ』

「何かわかったら、また連れん絡らくする。クロウディアには……」

『ああ、アタシから話しておくよ』

　礼を言って、電話を切った。そろそろキャルも戻もどってくる。……そう思ったが、やけに遅おそい。見ればカウンターでは、店員がキャルと何やら揉もめている。キャルが店員の前で、手にした50ドル札を広げて見せると、ようやく店員は不承不承といった体ていで注文を受け始めた。食い逃げ狙ねらいの浮ふ浪ろう児じ、とでも思われたのか？　あの格好では無理もないが……。そんな事を考えていると、キャルがしきりに手招きをしてくる。

「持ちきれないよ。手伝って」

　そう言って渡されたトレイには、ハンバーガーが１ダースばかり積み上げられている。

「ドリンクは、コーラでいいよね？」

　キャルが両手に抱かかえ持ったトレイには、特大の紙コップふたつと、さらに半ダース以上のハンバーガー。

「……いくつ買ったんだ？」

「20個。だって、二人ぶんでしょ？」

　店員が渋しぶるのも無理はない。うずたかく積み上がった紙包みのピラミッドを眺ながめつつ、ハンバーガーを齧かじっていると、２個目でもう胸焼けがしはじめた。

「……食欲ないの？」

　キャルは４つ目のバーガーにとりかかっている。

「すまん。俺は、もういい」

「じゃ、残り全部もらっていいんだね！」

　笑え顔がおから察するに、本気で喜んでいるようだ。

「食べきれるのか？」

「だってあたし、これ今日初めての食事だもん。昔っから夢だったんだ。目の前にこう、ハンバーガーで山作ってね、ぜんぶ独り占じめするの」

　たかが50ドル、情報料としては格安だし、この子の健康を心配するいわれもないのだが、店じゅうから奇き異いの視線を集めているのは、ありがたくない。

「で、さっきの話なんだが……」

「それなんだけどね、どうしようかな～、って思って。あの路地の有様、見たでしょ？　マシンガン撃うちまくるような連中が相手なんだよ。そんな奴ら相手にしてさ、玲二ってどうにかできるの？」

「なにが言いたい？」

「本当のところ、玲二って強いの？」

[image: ]

「それは、つまり腕うでっ節ぷしのことか？　その辺は心配しなくていいよ」

　結局ここは、愛あい想そ笑いで押し切ることにした。

「仇かたきが誰だれかわかったら、実際に手を下すのは友達に頼たのむつもりだ」

「へぇ。そんな友達がいるの？　ギャングとか？」

「らしくない、か？」

「……まぁね」

「人相や風ふう体ていがわかれば、あとは俺の友達がそいつを探し出して殺やってくれる」

「でもあたし、見届けたいよ。ジュディの仇を討つとこ、この目で見たい」

　何を思ったか、キャルはとんでもないことを言いだした。

「それは駄だ目めだ」

「どうして？」

「当たり前だろ！　素人しろうとが首を突つっ込める世界じゃない」

「じゃ、あなたの友達に会わせてよ」

「駄目だ！」

　キャルの表情が、みるみるうちに頑かたくなになる。……しくじった。ここは口からでまかせを並べてでも、訊くだけのことを訊いてしまえば良かったのに。

「まあ俺が頼み込んだら、ひょっとしたら……」

「ホント!?　じゃ、すぐその友達に会いに行こ！」

「ちょっと待て、落ち着け！　だいたい、お前が会ってどうする？」

「あたしからも頼み込むの。連れてってくれって」

「……あのなぁ」

　だんだん話が泥どろ沼ぬまにはまってきたような気がする。

「あなたの友達だって、見ず知らずの人間を連れていくのは嫌いやでしょ？　だったらじかに一回会って信用してもらわなくっちゃ」

「ああいう連中は色々と都合があるからな。すぐに連れん絡らくをつけられるわけじゃない」

「そうなの？　じゃ、話はそれからだね」

　日を改めて、いかにもという強面こわもてな奴やつの顔を見せれば、この子も納なつ得とくするだろう。たとえば、リズィとか……。そう考えて、俺はしぶしぶ返事をする。

「わかった……。友達には、今夜渡わたりをつけてみる。その返事を聞いてから、明日もう一度話し合おう」

「う～ん、明日かぁ……」

「都合でも、悪いのか？」

「ううん。ただ、明日までどうしてようかって思って。ねぇ玲二、今夜泊とめてくれない？」

「……なに？」

「あたし、今夜は寝ねるとこないの。ジュディの部屋は、家賃溜ためまくってたから今朝追い払はらわれちゃったし……」

　なるほど。それで、この手荷物の量か。まぁ、いいだろう。話を訊くまで身み柄がらを押さえておけると思って、良しとするしかない。

「……わかったよ」

　まさかとは思うが、今夜の寝ね床どこを確保するために、わざわざ話をこじらせたんじゃないだろうな？







「なんか……寂さびしい部屋ね」

　あまりにも生活感を感じさせないロフトの有様に、キャルは面食らった様子だった。

「外がい泊はくばかりで、あまり戻もどらないんでな……」

　そう言ってはぐらかしながら、奥から吸きゆう塵じん器を引っぱり出す。部屋で過ごす時間など無きに等しいだけに、そうそう取り散らかしているわけでもないのだが、それでも部屋の隅すみ々ずみに居座っている綿わた埃ぼこりは、あまり見せびらかしたいものじゃない。

「ちょっと、待ってろよ」

　手早く済まそうと、しばらくは掃そう除じに専念していたが、すぐにキャルを放ほうっておくのが不安になってきた。あまり遠えん慮りよやデリカシーを期待できそうな子じゃない。いちおう、釘くぎは刺さしておくべきか？　勝手に物に触さわるなとか……

「あーあ、この冷蔵庫、ビールばっかじゃん」

（……遅おそかったか）

　すでにキャルは我が物顔で、食べ残しのハンバーガーを、せっせと冷蔵庫に詰つめ込んでいる。結局、彼女の念願は、『食べきれないほどのハンバーガーを眺ながめる』ことだけだったらしい。観賞を終えた十数個のハンバーガーは、すべてテイクアウトで持ち帰ってきた。後ご生しよう大事に仕し舞まっているが、傷いたむ前に食べきる気なんだろうか。……いや、それ以前に、まさかあれを食べ尽つくすまで居座る気じゃあるまいな？

「……おい」

「あ、これ？　入りきらなかったんだ。ごめんね」

　冷蔵庫の中にあったビールがすべてテーブルに出してある。

「どうするんだよ、これは」

「邪じや魔まだし、飲んじゃおうよ」

　頭を抱かかえたくなった。

「お前、歳とし、いくつだよ？」

「そうゆう玲二は？　どう見ても、ハタチ過ぎてるようには見えないんだけどなぁ？」

「…………」

「ほらほら、しかめっ面つらしてないで、座ってよ。ぬるくなっちゃうよ」

　こちらの返事も待たず、キャルは缶かんのプルトップを開けている。

「お前、本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「へーきへーき。いっつもジュディに酌しやくしてたんだから」

　いっそ酔よわせた方が、スムーズに話を訊き出せるかもしれない。なかば悔くやし紛まぎれだが、そう思って自分を納得させることにした。

「玲二、家族とか、いないの？」

「天国だ」

　まるきり噓うそじゃない。今は天国より遠いところで暮らしている。

「……ふぅん。独りぼっちなんだぁ。あたしと一いつ緒しよだね」

「……ご両親は、もう？」

「知らない。忘れたわ。あたしの親父おやじ、最低のクズ野や郎ろうだったもん。だから、この街に逃にげてきたんだ」

　この病やんだ国にはいくらでも転がっている物語だ。

「……ひとりで、ロスに？」

「うぅうん。ひとりじゃなかったよ。ジュディが拾ってくれたから。んでなきゃ、あたし死んでたよ。あん時、まぁだ５歳だったしぃ」

「……そうか」

　ふと途と切ぎれた会話の隙すき間まが、苦かった。取り繕つくろうように、言葉を足す。

「だから、姉妹きようだい……か」

「そぉよ。あたしの姉貴よ」

　キャルの眼まな差ざしは昏くらかった。声も力なく、低かった。

「そのときジュディが言ったんだ。『あたしの親父もクソ野郎だった』って。親父が同じクソ野郎なんだから、あたしたち姉妹だって。だから、一緒に……暮らそうって……」

　大おお粒つぶの涙なみだがぼとぼととテーブルの上に散る。無法の街に育った少女。確かに子供じゃないかもしれない。下手な大人よりずっとしたたかかもしれない。だが、酒に酔って死者を思い出せる歳じゃない。

「なんで、死んじゃわなきゃ、いけないの？」

　答えられはしなかった。誰だれに答えられる問いでもなかった。

「ジュディが、何したっての？　たまたまあの晩、あの道を歩いてたってだけで……何でそれで、殺されちゃうの？」

「誰が、やった？」

　酔わせて喋しやべらす。そういえばそんな企たくらみもあった。最低のクズになった気分だ。

「知らないよ、そんなの」

　吐はき捨てるように、言い放つキャル。

「あんな真っ暗い場所で、なにも見えるわけないよ」

　しゃくりあげながら、ようやく少女が洩もらした真相は、もうすでに半ば予期できていた内容だった。横から肩かたに腕うでを廻まわして、あやすように叩たたいてやる。

「死に方にだって、色々ある。さんざん苦しんで死ぬ奴やつもいるし、誰にも悲しまれないまま、忘れ去られていく奴もいる。それに比べれば、お前が泣くぶんジュディはまだ幸せだ」

　涙とともに溜ため込んだ疲ひ労ろうも湧わいたのか、キャルは言葉だけでなく身体からだを支える力も失っていた。

「キャル、もう休め」

　細く軽い身体を持ち上げて、そっと奥のベッドに運ぶ。替かえたばかりのシーツの上に横たえた時にはもう、涙に濡ぬれた目を閉じて、キャルは微かすかな鼾いびきを立てていた。

「ジュディ……」

　寝ね言ごととともに、閉とざされた瞼まぶたの隙間からまた一筋の雫しずくが溢あふれ出る。昨夜、失われたものは？　そう訊きかれたら、どう答えようか。組織の沽こ券けん。ならず者４人の命。そして[image: 500]万ドルの札束。

　だが、この少女の答えは違ちがうだろう。

　キャルは、たった一人の家族と、帰るべき部屋を失った。

　失ったもののために真相を暴あばく。言葉は同じでも、意味には天と地ほどの差がある。

　もう、やめにしよう。これ以上、キャルを巻き込むべきじゃない。朝になったら、お別れだ。彼女は彼女の人生に戻もどらせる。この歳の少女が一人で生きていくには残ざん酷こくな場所だとしても、それでもインフェルノと関かかわりを持たせるよりはマシだ。だが、今夜一晩はこのベッドで休ませてやろう。それがせめてもの罪つみ滅ほろぼしだ。







　シャワーを浴び、そろそろ休もうとしていた矢先、玄げん関かんのドアが激しくノックされた。（誰だ？　こんな時間に）

　用心のために銃じゆうを手にして、髪かみを拭ふいていたタオルを被かぶせて隠かくす。ドアミラーから外を窺うかがうと、意外な顔ぶれが廊ろう下かに揃そろっていた。アイザック＝ワイズメルと、その隣となりの巨きよ漢かんは……たしか彼のボディガードのランディ＝ウェーバー。噂うわさでは、デルタフォース崩くずれの凄すご腕うでらしい。さらに、どういうわけかリズィもいる。

「開けな、小こ僧ぞう！」

　あたり一帯に轟とどろきそうな、ワイズメルの怒ど鳴なり声。嫌いやな予感はしたが、相手はインフェルノの幹部だ。ドアチェーン越ごしにあしらえる相手じゃない。

　チェーンを外し、鍵かぎを開けると、その音を合図にしたようにドアが乱暴に開け放たれた。我が物顔で、ワイズメルとその側近は、ずかずかと入ってくる。

「こりゃまた……ずいぶん殺風景なネグラだなぁ、ファントム」

「何の御ご用ようですか？」

　物々しい雰ふん囲い気きにつられて声が硬かたくならないよう、冷静を装よそおってそう訊く。

「オマエのボスのクロウディアのせいで、俺は今、しち面めん倒どうくさい仕事を押しつけられてるわけだが、我らがリズィ嬢じようが、街のネズミに何やらこそこそ探さぐらせてるのが目についたんでな。いろいろと面おも白しろい話を聞かせてもらったわけさ」

　得意げに語るワイズメルの後ろで、リズィが苦虫を嚙かみつぶしたような顔で俯うつむく。ジュディについて探らせていたのがバレたのか？

「例の娘むすめっ子は、この奥か？」

「ここに何をしに来たのかと、訊いてるんです」

　必要以上に語気が荒あらくなっているのが、自分でもわかった。

「あのな、こちとら暇ひまじゃないんだよ。クロウディアの尻しり拭ぬぐいなんぞに割さく時間は、１秒だって惜おしいんだ。娘と喋らせろ。洗いざらい吐かす」

　冗じよう談だんじゃない。キャルをこれ以上巻き込むまいと、さっき決めたばかりじゃないか。

「彼女は何も知らない」

「オイオイ、随ずい分ぶんと話が違うじゃねえか。何か知ってると言ったのはオマエだろ？」

　まずい。

　ワイズメルは、あの子が鍵を握にぎっているものとすでに思い込んでいる。今さらキャルが実は何も知らなかったと白状しても、ワイズメルは納なつ得とくするまい。満足のいく回答が出てくるまでは、どんな手を使ってでもキャルを追つい及きゆうするだろう。

「あの子に目星をつけたのは、俺の見当違いだった。空から振ぶりだったんだ」

「いい加減にしやがれ！　お見通しなんだよ。オマエとクロウディアが何か企んでるってのは」

　もうワイズメルは、聞く耳持たない様子だった。クロウディアの側近と親友が、共きよう謀ぼうして進めていた秘ひめ事。その事実が、奴の疑心暗あん鬼きに輪をかけている。

「あの娘が、オマエやクロウディアに何を喋ったか……。オマエが教えてくれないんなら、もう一度、あの娘に訊いてみるしかねぇだろ？　俺なりのやり方でよ」

　ランディが無言のまま、いかつく膨ふくらんだ懐ふところに手を差し入れる。

　カチリ……

　それを見た俺は、我ながら驚おどろくほど冷静に、右手に被せたタオルの下で銃の撃げき鉄てつを引き起こしていた。タオルの布地ごしのかすかな金属音。だがそれは、その場にいる全員の動きを止めるだけの効果があった。

「ここで抜ぬきたければ、好きにするがいい。あんたらに先に抜かせてやる。だが……先に撃うてるとは思うなよ」

　ランディは色を失ったが、この程度で怯ひるむワイズメルではない。

「ホホォ……血の雨降らせてでも、守らなきゃならねぇ娘ってワケか？」

　薄うす笑わらいに獰どう猛もうな気配を秘めて、ワイズメルが言う。

「ますます俺は、会ってみたくなったぜ」

「ミスタ＝ワイズメル……」

　一いつ触しよく即そく発はつの緊きん張ちよう感は、むしろ言葉の出方を滑なめらかにしてくれた。

「あの少女から訊き出した情報は、すべてあんたにも教えよう。約束する。だが、この場であんた一人にだけ聞かせるわけにはいかない」

「なんでだ？」

「あんたが信用できないからさ」

　表情を押し殺したワイズメルの目の奥で、ギラリと怒いかりの炎ほのおが躍おどる。

「あんたは俺のボスのミズ＝マッキェネンを快こころよく思ってない。俺の洩もらした情報を使って、彼女をハメようとするかもしれない。そんな奴やつには何ひとつ、俺の一存では喋しやべれない」

「……吠ほえやがったな。犬コロが……」

「そう。俺はクロウディアの忠実な番犬だ。あんたの犬じゃないんだよ。俺に指図をするなら、クロウディアを通せ。明朝10時、そっちへ報告に出向く。ミスタ＝マグワイヤの立ち会いがあるなら、洗いざらい喋るよ」

　指示を仰あおぐように、横目でワイズメルを窺うかがうランディ。

「……ま、いいだろ。こんな黴かび臭くせぇ部屋に長居するのも胸むな糞くそ悪い。明日まで待ってやろうじゃねぇか。……おう、行くぜ」

　肩かたを聳そびやかせて部屋を出ていくワイズメル。その後に、無言のランディが影かげのように付き従っていく。

　あとに残ったリズィは、いかにも面めん目ぼくない様子だった。

「……すまねぇ。シラを切り通せなくって……」

「もういいさ」

「マズくないか？　ワイズメル相手にあのタンカは」

　まったくだ。どう考えてもまずい。余計なところでクロウディアとワイズメルの対立をますます煽あおったようなものだ。結果的にはクロウディアの立場まで悪くするかもしれない。

「帳ちよう尻じりは……何とかして合わせるよ」

「……そうか。アンタの拾ってきたあの子だが、本当に何か知ってそうなのか？」

　返答には躊躇ためらったが、リズィに噓うそをついても仕方ない。

「……いいや、ガセだった」

　そう答えると、リズィは、やりきれない表情でこっちを一いち瞥べつし、それから部屋を出ていった。







　誰だれもいなくなったロフトで、銃じゆうとタオルをテーブルに投げ出し、頭を抱かかえる。どうする？

　明日の朝までには、どんな口八丁であれ、ワイズメルたちを納なつ得とくさせる話を披ひ露ろうしなきゃならない。いったい、どう説明すれば……

　ふと見ると、隣りん室しつからこちらを窺うキャルと目が合った。いつの間にか目を覚ましていたらしい。

「あいつ、知ってるよ……。アイザック＝ワイズメル……あの〝ブラディーズ〟のリーダーでしょ？」

「……ああ」

　サウスセントラルでは、ギャングスターは本物の芸能人と変わらない。

「どうして、あたしを？」

　娘むすめを渡わたせと喚わめき立てるワイズメルの声を、キャルは余さず聞き取っていたんだろう。

「撃ち合いがあったのが、彼の縄なわ張ばりだったからだ。詳くわしいことを知りたがってる」

「違ちがうよ、玲二……そうじゃなくて。どうして、あたしのこと、庇かばってくれたの？」

　それはそれで、説明の難しい質問だ。命取りになる甘さ……クロウディアなら、そう言うことだろう。

「巻き込む必要が、なかったからだ」

　キャルは本気で恐こわかったんだろう。自分の噓を真に受けて、泣く子も黙だまるギャングスターが目の色を変えて押し掛かけてきたのだ。連中の恐おそろしさを心得ていれば、怯おびえるのも無理はない。

「ごめんね。あたし、玲二を疑ってた。日本人だから、あそこで死んでたヤクザの仲間かと思って……」

「……そうだったのか？」

「だから一いつ緒しよについて行けば、ジュディの仇かたきが見つかるかもって」

「それであんな噓を？」

「うん」

　まったく、なんて子だろうか。度胸と気転を誉ほめるより、無む鉄てつ砲ぽうさを咎とがめるべきだった。

「俺の噓も、最初からお見通しだったか？」

「うん」

　涙なみだを拭ふきながら、キャルは無理に笑おうとする。

「噓、下手だよね。玲二って」

　返す言葉もなかった。

「ね、玲二……。みんな、あなたのことファントムって呼んでたね」

　そんなことまで、聞き留めていたか。

「……知ってるよ、ファントムって。テレビでやってた。ＣＩＡの殺し屋で、アメリカじゅうのギャングを殺して回ってるって」

「あれはテレビだ。大噓さ」

　だがキャルの視線は、テーブルの上にタオルと一緒に置かれている銃に注がれていた。

「その銃で、ワイズメルを撃うつつもりだったんでしょ？　あたしわかったよ。この人は撃つ気だ、って。本物の殺し屋なのね？」

　噓が下手だと指し摘てきを受けた矢先である。小こ賢ざかしい言い逃のがれ方は、諦あきらめた。

「そうだよ」

「殺し屋ファントム……」

　キャルの呟つぶやきに、畏い敬けいがこもる。明らかに、誤解と幻げん想そうに粉ふん飾しよくされた畏敬。これほどマスメディアというやつの無責任さが、苛いら立だたしく思えたことはない。

「ＣＩＡじゃないなら、フリーなの？　お金で殺すの？」

「まぁ、そんな所だ」

　何気なくそう答えたが、そのときに、気がついておくべきだった。キャルの眼まな差ざしの、異常な熱気に……。キャルは小走りで、部屋の隅すみに放ほうってあったスポーツバッグを取ってくると、振ふり上げるようにしてテーブルの上に載のせた。卓たく上じように落ちたスポーツバッグの、見た目によらない重々しい音が、ふと気にかかる。確かに、キャルが引き開けたジッパーの下から露あらわになった中身は、想像もしないものだった。アイロンと糊のりをかけたようにきれいに束ねられた札束が、ぎっしりと詰つまっている。

「こいつは……」

「これ全部あげるわ。数えたら[image: 500]万ドルあった。これでジュディの仇を殺して」

　あまりのことに、目に映るものと思考とが、なかなかうまく嚙かみ合わない。

「これは、ヤクザの奴やつらが持ってた金か……、まさか、お前が盗ぬすんだのか？」

「盗んでなんかない！　こんな汚きたない金、あたしは１セントだって使ってないよ。決めてたんだ。これは全部ジュディの仇討ちに使うって。だから大家さんにも払はらわなかったし、何も食べなかった。奴らの金で……奴らを殺すの。探してたの。玲二みたいにお金で手伝ってくれる人。だって玲二、ファントムなんでしょ？」

　[image: 500]万ドルの入ったカバンを広げ、興奮気味にまくし立てるキャル。

「お願い。ぜんぶ殺して！　ゆうべあの路地に来た奴、あそこで銃を撃った奴、撃たせた奴、この金を受け取るはずだった奴、ジュディを死なせた奴、全部一人残らず殺して！」

　キャルは涙ながらに訴うつたえてきた。

「落ち着け、キャル」

　どうして俺は、こうも落ち着き払ってるんだろう？　自分自身の冷れい徹てつさが意外だった。

「今すぐに、答えは出ない。こういうことには順序がある」

「やって……くれるの？」

「見積もってやる。話は明日だ。今夜は遅おそい。もう寝ねるんだ」

「……うん」




　再びベッドに横になったキャルが、細い声でつぶやく。

「噓うそついて……ごめんね」

「お互たがい様さ」

　弱々しい笑え顔がおを見せてから、キャルは瞼まぶたを下ろした。巻き込みたくない……。そう思っていたときには、もうキャルは渦うずの真ん中に立っていたのか。金を持ち去ったのが別人だったとわかった今、見当違ちがいだった探たん索さくの方向が修正できた。敵の狙ねらいは金じゃない。これをインフェルノに持ち込めば、事態の５割が収拾できることになる。ひとまず金だけでも手元に戻もどれば、ヤクザたちもある程度は安心するだろう。

　だが……どう説明する？　襲しゆう撃げき者は見つからず、金だけが戻ったというこの矛む盾じゆん。筋の通った説明をするには……事実をありのままに話すしかない。

　明日、朝10時……。そこでインフェルノの幹部に、キャルのことを報告しなきゃならない。インフェルノはキャルを許さないだろう。組織の賓ひん客きやくから金を奪うばい面子メンツを潰つぶされたのだから。たとえ金が全額戻っても、そして子供の仕し業わざだったとしても、それで笑って済ませてくれるような連中じゃない。ここに[image: 500]万ドルの札束がある以上、もうキャルを庇かばう口実は見つけようがない。

（…………）

　ふと、とんでもない案に思い至る。いっそ、キャルが金を持ち去ったという事実そのものを揉もみ消すか？　それは、背筋の冷たくなるような着想だった。あの金を隠かくし、インフェルノにはシラを切り通す。キャルの身を守るにはそれしかない。だが、それは組織に対する完全な背任だ。ワイズメルはともかく、全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せてくれているクロウディアまで欺あざむくことになる。そして、一いつ旦たんそんな噓をついてしまえば、キャルを庇い抜ぬかなきゃならない。事態に完全な決着がつき、キャルに寄せられる関心がまったくなくなるまで。そのための、都合のいい口実をどうやって見つけるか？　幸いなのは、今夜一晩は考える時間があることだ。







「さてファントム、釈しやく明めいを聞かせてもらおうか。ワイズメルの話では、君は今回の件について、重要な目撃者を匿かくまっているということだが」

　話を切り出すマグワイヤ以下、居並ぶインフェルノの幹部を前に、絶望的な審しん問もんが始まった。

　深く息を吸い、恐おそれも不安も胸の奥底に押し込んでからおもむろに話をはじめる。

「まず根本的なところで誤解があるようですが、あの少女を俺が拘こう束そくしているのは、一昨日おとといのヤクザ殺しに関かかわる理由ではありません」

　冷たく燃えるワイズメルの視線を、敢あえて無視して冷静な口調で話を続ける。

「たしかに最初は、あの子から有益な情報が得られるものと期待して接近しました。だが実際は空から振ぶりだった。あの子は巻き添ぞえをくった通行人の身内というだけで、何も知りません」

「おぅ、ファントム……」

「まあ待て、ワイズメル。ファントムの話は終わってない」

　怒ど気きを発したワイズメルを、マグワイヤが冷然と制する。

「ではファントム。なぜ君はその無関係な小こ娘むすめに固こ執しゆうしているのかね？」

　マグワイヤの質問はもっともだ。だが、こちらもその問いかけは予想していた。俺は、頭の中で昨夜一晩かかって練り上げた筋書きを、もう一度確かく認にんする。どこもかしこも矛盾だらけなのはわかっている。自分自身に確かめておくべきことは、そのデタラメな話を押し通せるだけの度胸を固められるかどうかだ。

「あの子の、別の可能性に興味を惹ひかれたからです。あの娘には珍めずらしい素養があります。才能と言ってもいい」

「…………」

「…………」

　俺の予期しない回答に、マグワイヤとワイズメルは言葉を失っている。

「……昔、似たような台詞せりふを聞かされたわね」

　クロウディアも、俺の回答が意外すぎるせいか、口をはさんできた。

「そうですね。かつて俺も、それと同じものをサイス＝マスターに見いだされ、インフェルノに加えられた」

　案の定、困こん惑わくが部屋の空気を占しめた。

「……つまり、その少女もヒットマンとして訓練したいと？」

　こちらの意図を確認しようと、マグワイヤが聞き返してくる。

「そうです。将来的には、俺の片かた腕うでとして相応ふさわしい腕前になるでしょう」

　誰だれひとりとして、これは予想しなかった話だろう。だがそれは、かつてサイスが、偶ぐう然ぜん捕とらえた旅行者をアインに訓練させた時も、同じだったはずだ。

「その少女の才能だが、何か確証があるのかね？」

「俺のカンです」

「ふざけてるんじゃねぇぞ、おい！」

　あまりに突とつ拍ぴよう子しもない俺の意見に、ワイズメルは怒いかりもあらわに声を荒あらげる。

「どだい言葉で説明できるもんじゃないんですよ。こればかりは。生まれついての猟りよう犬けんにだけわかる、同族の臭においってやつがあるんです。たとえば、サイスの連れていたアイン。先代のファントムもそうだった。彼女の能力も、あなた方の想像を超こえていたはずだ。さらに言えば、１年前……あなた方に、今のこの俺を想像できましたか？」

　アインと、ツヴァイ。ともに、わずか十代でファントムの異名を手にした二人に対しては、多分ここにいる誰もが理解を超えた奇き異いの念を未いまだに懐いだいていることだろう。それを梃て子こに、押し切るしかない。

「まさかそんなタワゴトで、納なつ得とくしろっていうんじゃなかろうな？」

　怒りの表情のまま、ワイズメルは俺に詰つめ寄ってくる。

「当然、納得できんでしょうな、あんたは」

　敢えて小こ馬ば鹿かにした口調で、さもうんざりした風にワイズメルを睨にらむ。

「ミスタ＝ワイズメルとしては、どうあっても俺とミズ＝マッキェネンに陰いん謀ぼうを巡めぐらせていてほしいらしい。そんなあんたに、せっかくの金の卵を預けられるか？　冗じよう談だんじゃない！　ヘタに自白剤ざいでも射うたれ、神経系をぶち壊こわしにされたらおしまいだ」

　幹部ワイズメルのパラノイアと、天才ファントムの直感。いずれ劣おとらぬ無む根こん拠きよな妄もう想そうが、これで天てん秤びんの両りよう端はしに載のった。あとは、運を天に任せるしかない。

「しかしファントム、そこまでして君は新しい助手が欲しいのかね？　現状のリズィとのチームワークでは問題があるというのか？」

　マグワイヤは新たな疑問をぶつけてきた。まずい。内心で臍ほぞを嚙かんで、さっきから黙だまって成り行きを見守っているリズィを見やる。このまま話を押し通すと、リズィの面子を潰つぶしてしまう……

「ま、確かに問題だらけだわな」

　あろうことか、助け船を出してくれたのは、他ならぬリズィ自身だった。

「正味の話、アタシとファントムじゃ無理ありすぎるんですよ。前のファントムもそうでしたが、こいつらサイス仕込みの天才サマは、やること為なすことすべて無茶なんです。プロの定石なんてまるで無視だ。まぁそれで敵の意表を衝つけるってのも確かだが……」

　キャルのことを嗅かぎつけられた責任を感じてか、うち合わせをしたわけでもないのにリズィは淡たん々たんと話を続ける。

「当人は才覚で切り抜ぬけられても、こっちは凡ぼん人じんなんでね。ノコノコ後について行ったら、命がいくらあっても足りゃしない。こいつの眼鏡めがねに叶かなうようなパートナーがいるのなら、ぜひとも代わってもらいたいですね。アタシゃ」

「ヤクザたちと一いつ緒しよに死んでいたという、そのジュディ＝ディヴェンスとかいう娼しよう婦ふだが……、事件に関かかわりがないのは、確かなのかね？」

　重ねてマグワイヤがリズィに問う。

「ええ。シロもシロ、真っ白けですよ。もぉ徹てつ底てい的に洗いましたから」

「……ふむ。今ので納得したか？　ワイズメル？」

「……納得しろってのか？」

「その少女をファントムに預けておいても、それはインフェルノの手元にあるのと変わらない。やはり、どうしても疑わしいとなれば、その時また引っ立てれば済むことだ。責任は持てるな？　ファントム」

「はい」

　依い然ぜん、生きた心地ここちはしなかったが……どうやら、言い逃のがれは成功に終わったらしい。







「……済まない」

　周囲に人目がないのを確かめて、リズィにそう頭を下げた。

「気にすんな。その子のことワイズメルに嗅ぎつけられたのは、アタシのミスだしね」

「だが……」

「わかってるよ。アンタが自分の同類なんぞ増やしたがってるワケがない。……その娘むすめを庇かばう方便なんだろ？」

　歯切れ良く答えられない。自分の沽こ券けんを犠ぎ牲せいにしてまで、助け船を出してくれたリズィ。だが、消えた[image: 500]万ドルの行方ゆくえを知ったら、リズィはどう思うだろう？

「しかし、もっとマシな口実を思いつかなかったのかい？　どうすんだよ。あそこまで大おお風ぶ呂ろ敷しきひろげちまって」

「ほとぼりが冷めるまで、手元に置いておければいい。その後は、隙すきを見て逃にがす」

　訓練中の事故で死んだとか、そういう偽ぎ装そうでどこかに逃がすのもいい。今からなら、策を練る時間は充じゆう分ぶんにある。

「でも、あれだけ売り込んだ以上、アンタは責任を問われるぞ」

「わかってる」

　いずれ、ヤクザを襲おそった犯人が見つかれば……、そいつが何者であれ、[image: 500]万ドルの現金を現場に残して立ち去ったことも、露ろ見けんしてしまうだろう。そうなれば、消えた金の行方は？　当然、疑いは現場にいたキャルに向く。そして、妙みような屁へ理り屈くつで彼女を庇った自分もまた……

　こうなった以上、キャルとは運命共同体だ。真相を隠かくし通すためには……、まず、ヤクザを襲った襲しゆう撃げき者を、インフェルノを出し抜いて探し出す必要がある。そして口を封ふうじる。そいつの死体に、キャルが持ち込んだ[image: 500]万ドルを添そえてインフェルノに差し出せば……帳ちよう尻じりは合うはずだ。







　肝きもの冷える釈しやく明めいの時間が終わり、ロフトに戻もどってきた俺を待っていたのは、鼻び腔こう一いつ杯ぱいに広がる不思議な匂においだった。危険を告げるような、たとえば火薬や血けつ臭しゆうといった、馴な染じみの臭においとは違ちがう。昔、どこかで嗅いだことのある……それでいて、この場所にまったくそぐわない匂い。

　見ると、出で掛がけにドアの端はしに張っておいた髪かみの毛が切れている。留守中に誰だれかがこのドアを開けたのだ。キャルだろうか？　外出するなと言ってはおいたのだが。耳を澄すますと、部屋の中から鼻歌らしきメロディが流れてくる。キャルは中にいるらしい。

　危険な気配はなかったが、それでも無意識のうちに指先で懐ふところの銃じゆうに触ふれながら、そっとドアを開けた。再びあの匂い。今度はもっと鮮せん烈れつに……

「おかえり！」

　キャルの弾はずんだ声が出で迎むかえた。テーブルの上には……バーナーコンロや携けい帯たい食器といったキャンプ用品の類たぐい。小さなアルミ鍋なべが湯気を立てている。

「お昼ひる御ご飯はん、まだだよね？」

「あ、ああ」

　そこでようやく、匂いの正体がわかった。炊すい事じだ。出来合いの料理の芳ほう香こうとは明らかに違う、煮に炊たきの最中の素そ朴ぼくな匂い。ついぞキッチンを使ったことのないこの部屋では、嗅かぐはずのなかったものだ。

「遅おそいから、もう一人で食べようかと思ってたんだ。でも間に合って良かった。あったかいうちに食べられるね」

　留守のうちに、キャルは調理器具と材料を買い込んできたのだろう。

「ずいぶん……手慣れてないか？」

　お世辞ではない。鍋を混ぜながら調味料を加えていくキャルの手て捌さばきは、妙に様になっている。

「ジュディのゴハン、毎朝あたしが作ってたんだよ」

　得意げに笑うキャル。

「さて、と……そこ片づけて、お皿並べといて」

「あ、ああ」

　相変わらず気がつけば、すっかりペースに吞のまれている。どうもこの娘はやりにくい。

「間に合わせだけど、自信はあるんだよ」

　そう言いながら、皿に盛り付けられた料理は……率そつ直ちよくなところ、見てくれはあまり上等なものじゃない。そもそも、食材は何なのだ？

「いっただっきまーす」

　口に運んでみると、トマトと肉が入り混じった何とも妙な食感だった。だが、不味まずいわけではない。キャルの独特の好みなんだろうか。妙なクセはあるが、味付けなどがずいぶんと凝こっている。

　ふと見ると、キャルは料理に手をつけず、じっとこっちを見つめている。

「肝かん心じんな言葉を、待ってるんだけど」

「あ？　ああ。……美味うまいよ、これ」

「でしょ!!」

　お世辞ではなく、立派に食欲をそそる味だった。

「誰に習ったんだ？　料理」

「習うって……」

　キャルはきょとんとした顔を、こちらに向ける。

「習うようなこと？　これ」

「そりゃ、そうじゃ……ないのか？」

「簡単だよぉ」

　こともなげに言うキャルの笑え顔がおには、謙けん遜そんの気配などまるきりない。

「いろいろ食べて、美味しいと思ったら、そのまんま真似まねするだけ。ま、組み合わせとかは、結構考えるけどね」

　そんなものなんだろうか？　実のところ、自分で料理などしたこともないのでわからない。……ところで、食材は何なんだ？　口に出して訊きく前に、掬すくい上げたスプーンの中の、スライスされたピクルスに気づいた。妙みようにふんだんに入っている挽ひき肉にくといい、これは……

「あ、そうだ。パンもあるよ」

　そう言ってキャルは、中身の抜ぬけたハンバーガーバンズをごっそりと持ってきた。

　……そういうことか。







　舌を楽しませる料理は、自然と会話を弾ませる。匙さじの運びが速くなり、それだけ口数も多くなる。これだけ多くの言葉を交かわした経験は、殺し屋になって以来初めてのことだった。会ってまだ一晩しか経たっていない子が相手だというのに。だが、忘れるわけにはいかない。食事を楽しむために、キャルはここにいるわけじゃない。そろそろ、話を切り出す頃ころ合あいだった。

「なあ、キャル。ジュディの仇かたき討うちの件だがな」

「せっかちだね」

「え？」

「もう……その話？」

「……待ってたんじゃないのか？」

「そういえば、そうだよね。忘れてた」

　あっけらかんと言ってから、すぐまたキャルは真顔に戻もどる。

「ウソだって。忘れてないよ。……ただ聞くのが恐こわかっただけ」

　談だん笑しように弾はずむ食しよく卓たくは、そこで幕だった。

「例の殺しの依い頼らいだが、[image: 500]万じゃ足りない」

「そっか……そうなんだ」

　落らく胆たんしたように声のトーンを落とすキャル。

「ごめん。幾いくらぐらいかかるのか、知らなかったから」

「だが、不足分は微び々びたるもんだ。お前にも稼かせげる」

「あぁ、うん。わかった」

　頷うなずいたキャルは、どうやら早々に、話の主しゆ旨しを吞み込んだらしい。

「で、あたし何すればいいの？」

「しばらく、俺の助手をやれ」

　重い口を押し割って、そう言った。インフェルノにああ確約した手前、ずっと人目に触ふれさせないままキャルを匿かくまい続けるわけにもいかない。組織の目を誤ご魔ま化かすためには、それなりの訓練を受けさせる必要がある。もちろんうわべだけでいい。むかしエレンから受けたような徹てつ底ていした訓練は必要ない。事あるごとに連れ歩いているだけでも、実地訓練だと言い張れば組織は納なつ得とくするだろう。あとは、どうキャルに説明するかだが……

「うわぁ」

　どんな顔をするかと思いきや、まさか目を輝かがやかせるとは思わなかった。

「スゴイ！　あたしファントムの助手になるんだ!!」

「あのな……」

「ううん、心配しないで。真面目まじめにやるから」

　ここまで顔をほころばせて言われても、まるで説得力がない。なにせ昨日からＣＩＡがどうのと、明らかにテレビに毒されたことを言っていた少女である。かたがつくまで、穏おん便びんに済めばいいのだが……

「ね、玲二の手伝いをするってことはさ、ジュディの仇を討つとき傍そばで見届けられるんだよね？」

　そればかりは避さけたいが、今のところは黙だまっておくことにした。







　翌日、クロウディアを自宅へ送るＦ40の車内で、俺は彼女から思わぬ指示を受けた。

「玲二、今日から当面私の護衛はいいわ。あなたはしばらく独自に動いて、ヤクザたちを見張ってちょうだい」

「……あいつらを？」

　てっきり、アイザックの探たん索さくを手伝えと言われるのかと思っていた。

「これで、終わりとは思えない。私が梧桐をインフェルノに加えようとする限り、妨ぼう害がいは続くと見ていいわ」

「……ワイズメルを疑ってるのか？」

「有り得ない話じゃないわ。ワイズメルは、ヤクザのインフェルノ加盟を快こころよく思ってない。私とヤクザの仲を警けい戒かいしてるのよ」

　当然だろう。そしてそういう抵てい抗こうこそ、リズィや俺が秘ひそかに危き惧ぐしていたことなのだ。

「だからって……ここまでやるか？」

「ワイズメルは力でＬＡを手に入れた男だもの。元々は武ぶ闘とう派はよ」

　たしかにワイズメルであれば、サウスセントラルでのあの取引を襲おそうのは造作もない。なにせ自分の膝ひざ元もとである。

「でも、妨害が続くって……。まさか、またヤクザが襲われるとでも？」

「そこで、あなたの出番になるの。餌えさは目立たなきゃ意味がないでしょ？」

「……餌？」

「サメ釣つりよ玲二。ヤクザが餌であなたが針。餌に食いついてきた奴やつを釣り上げて。正体を暴あばいてちょうだい」

　仕事においては、あくまで冷れい徹てつで計算高い。それがクロウディアだ。だが、ここまで非情な計略を思いつく人間だったか？

「もし身近に私の足をすくおうとする者がいたら、ヤクザとのビジネスどころじゃないわ。いったい誰だれが敵なのか、確証を摑つかむのが最優先なのよ」

　狭せまい車内で、手を伸のばせば届く距きよ離りにいるにも拘かかわらず、彼女と会話しているという実感がまるでなかった。喩たとえるなら、今の彼女は文書で寄せられた質問を読んでから、据すえ置おきのマイクに向かって話しているような、そんな無機質なよそよそしさを感じさせた。

「まだ当面は、のんびりしていていいわ。敵に動きがあるとすれば、もっと梧桐たちの気が緩ゆるんでからでしょうからね」

「……わかった」







　一いつ緒しよに歩いていると、どうにも周囲の視線が痛い。その原因は、ありあわせの古着をかき集めただけと一目でわかるキャルの服装にあった。どう見ても、他の買い物客からは浮ういている。別段不潔なわけでもないのだが、それでも浮ふ浪ろう児じを彷ほう彿ふつとさせるのは否いなめない。店先で品物を物色していても、店員は万引きを警戒してか、露ろ骨こつに警戒の色を見せてくる。

「なあキャル、その服、どうにかならないか？」

「どうにかしろって、言われてもさぁ」

　周囲からの白い目も、キャルにとっては何ど処こ吹ふく風だ。

「これで駄だ目めなら、裸はだかになるしかないよね」

　しれっとして、とんでもないことを言う。……仕方あるまい。これからのこともある。

「買い物は、後回しだ。先に服を買おう」

「服って、あたしの？」

「そうだ。もっといい服を買ってやる」

　キャルのことだから、ぬけぬけと喜色を見せるかと思ったのだが、どういうわけか、今度は妙みようにおろおろと戸と惑まどっている。

「どうした？　嫌いやなのか？」

「う、うぅん。嫌なんかじゃなくて。……いいの？」

「どうしたっていうんだ？　いきなり畏かしこまって」

「お店で服、買ってもらうなんて、……その、初めてだから」

　ハンバーガー20個を買い漁あさり、冷蔵庫のビールを一いつ掃そうした子の台詞せりふとは思えない。それとこれとは、どう違ちがうっていうのか。

「いいの？　ホントにホントにいいの？」

「ああ、いいよ」

　キャルの反応があまりに面おも白しろかったので、快かい諾だくした。

「靴くつまで全部、新調してやるよ。好きなのを選ぶといい」




　すでに２時間以上経たつ。店ももう５軒けん目だった。が、キャルはなかなか買う服を決めようとしない。とりあえず棚たなの品を次から次へと手にとってはみるものの、視線がよそを泳いでいる。迷っているというよりは、ただ単に途と方ほうに暮れているだけにしか見えない。

「この辺の店じゃ、駄目か？」

「……う～ん、と、ねぇ」

　言いにくそうに言葉を濁にごすキャル。

「……わかんないの」

「欲しい服とか、ないのか？」

「うぅん、いっぱいある。いっぱいあるんだけど……。どれか選べって言われると、どうしていいのかわからなくて。だってここにある服、全部同じくらい欲しいんだもん。どれかひとつ選んだら、残りはぜんぶ諦あきらめなきゃならないわけじゃん？」

（どうしてそういう発想になるんだ？）

「あのなぁ、キャル。そんなこと言ってたら、買い物できないぞ。どうしても気に入った服は、また今度買いにくればいいじゃないか」

「……また、今度？」

「なんでそう、いちいち驚おどろくんだ。一生に一度の買い物だとでも思ったのか？」

「……うん」

　しおらしく答えるキャル。……いや、以前のキャルの暮らしからすれば、それと同じくらいの一大イベントなのかもしれない。

「また今度、連れてきてやるよ。ここに」

「ほんとに？　そしたらまた、服買っていいの？」

「いいよ」

　ふとバーガーキングでの散財を思い出し、もう一言付け加える。

「言っておくが、毎日来たりはしないぞ」

「うん!!」




　服を買ってからというもの、帰り道のキャルは、終始くるくる回ったり飛び跳はねたりで、ほんの一時も真まっ直すぐ歩こうとしなかった。

　最終的にキャルの選んだ服は、胸むな元もとのスカーフがおしゃれなピンクのブラウスと、ミニのスカート。今までは〝こなまいきなガキ〟という印象だったが、新しい服に身を包んだキャルは、一人の可愛かわいい少女へと変へん貌ぼうしていた。

「ね、ね、似合ってる？　可愛い？」

「ああ、似合ってるって」

　もう、何度同じことを訊きかれたことか……。何度答えても、数分後にはまた確かめるように、同じことを訊いてくる。ここまで度外れた感激ぶりを見せられると、むしろこっちが途方に暮れる。

「スゴイよ、軽くてサラサラ！　こんな服着るのはじめて!!」

「そ、そうか」

　衣い装しよう代でいったら、クロウディアの靴一足に満たないんだが。こんなに喜んでくれるならまた暇ひまを見て連れてきてやろう。

「晩ばん御ご飯はん、どこかに食べに行こうか」

「えぇッ!?　ホント!?」

　服の時とはうって変わって、キャルは素す直なおに喜びを露あらわにした。どうやら飲食に関しては遠えん慮りよは不要、ということらしい。まぁ、それはそれで筋の通った価値観かもしれない。贈おくり物と違って、食事は二人で分かち合うものだ。奢おごられる方だけが、贅ぜい沢たくを楽しむわけじゃない。

「せっかく買った服なんだし、もっといろんな人に見せびらかしてやろう」

「うん!!」

　クロウディアに教わって、洒落しやれた店は何軒げんか知っている。キャルには少々、空気が大人びているきらいもあるだろうが、たまにはそういう雰ふん囲い気きも、女の子の喜ぶ刺し激げきかもしれない。

「……今日は、食いきれないほど頼たのむなよ」







　翌日、俺はインフェルノの私有するシューティングレンジに赴おもむいた。弾だん薬やくの補ほ充じゆうのためである。生活物資などはともかく、弾薬などは下手なところで調達したらアシがつく。それほど頻ひん繁ぱんに来るわけではないが、それでも月に何回かは足を運ばなければならない。そこには、いつものようにリズィがいた。

「いよぅファントム。どうした今日は」

「弾薬のストックが乏とぼしくなったんで補充にね」

「丁度いい。ちょっとアンタに話があった」

　さりげなく言いながら、辺りに人気がないか窺うかがうリズィの素そ振ぶりに嫌いやな予感がした。

「……なんだ？」

「アンタんとこの、キャルって子。マグワイヤが話題にしてたぜ。どの程度育ってるかって」

　覚かく悟ごしてなかったわけではないが、肝きもの冷える話だった。

「せめて、銃じゆうの手ほどきぐらいはしといた方がいいんじゃないか？」

「……わかった」

　たしかに、練習している素振りだけでも見せるには、せめて取り扱あつかい程度は教えておかないと、言い訳のしようがない。

「悪いな。気を遣つかわせて」

「いいってことよ」




　銃の手ほどきをするにしても、そうそう都合のいい場所があるわけではない。ロフトへの帰り道、車の中でそんなことを考えていると、かつて自分が訓練した姿が思い出された。

（そうか、あの場所なら気き兼がねなく、誰だれに見られるでもなく訓練できるな）

「あ？　おかえり。早かったんだね」

　ロフトへ戻もどると、キャルはもとの粗そ末まつな格好で部屋にいた。あの服は余所よそ行きの衣い裳しようとして、大切に着るのだそうだ。それならそれで、せめて部屋着くらいは、ついでに買っておくべきだった。

「出かけるから、支し度たくしろ」

「え？　どこ行くの？」

「……銃の練習だ」

「ヤッホゥ!!」

　キャルは呆あきれるほど無む邪じや気きに、小こ躍おどりして喜んだ。

「言っておくが、遊びじゃないからな。たとえ練習でも、銃は銃だ。玩具おもちやにしたら怪け我がするぞ」

「わかってるって。真面目まじめにやるよぉ」

　信用していいものだろうか？　この上なく不安だ。

「じゃ、早く、行こ」

「……着き替がえないのか？」

「えー？　いいよ。これで。この格好なら、汚よごしたって平気だし」

　……やはり早いうちに、あと何着か用意してやった方がいい。




　二人が足を運んだのは、俺にとって第２の故郷ともいえるあの廃はい墟きよである。とは言っても、もう随ずい分ぶんここには足を運んでない。

「……ここが、あなたの練習場？」

「そうだ。ここでなら、どこに向かって撃うったって、怪我人が出る気き遣づかいはないしな」

　まず二人で、標的にするシンダーブロックを砂の上に整列させてから、練習用に用意した小型拳けん銃じゆうをキャルに渡わたす。

「えぇと、まずはだな……」

　普ふ段だん、何気なく感覚的にやっていることを、他人ひとに言葉で伝えるというのは、意外に難しい。

（エレンには、どう教わっただろうか……）

　それを思い出しながら、頭の中で反はん芻すうし言葉にする。

「まずは、銃をしっかり握にぎるんだ。力を込めて。それで右手を突つき出して、左手で引っ張る。……そう、それでいい」

「手が……震ふるえちゃう」

「腕うでよりも握る手の指に力を込めるんだ。……よし。そのまま、ゆっくりと引き金を……」

　バンッ！

「きゃっ!?」

　言い終わるより早く、引き金を引ききってしまうキャル。

「違ちがう。急すぎる。もっとゆっくり、絞しぼるように引くんだ」

「……うん」

　再び銃を構えるキャル。一発撃って精神的に楽になったのか、次に引き金を引いたときはさっきよりも余よ裕ゆうが感じられた。

「あ！　当たった当たった!!」

　俺は、キャルが弾だん丸がんを的に命中させたことよりも、銃を慎しん重ちように扱ってることに感心した。

　銃声や反動のショックに慣れるのは早かったが、それでいて銃そのものの危険性には片時も警けい戒かいを緩ゆるめていない。恐おそれない程度に理解はしても、慣れすぎて舐なめたりはしない。余計な方向に銃口を向けず、不用意に引き金に触ふれず……、そういう基本的なルールを、まだ言い含ふくめられる前から守っている。

　どうやらキャル本人も意識的にそうしているわけではないらしいが、彼女はときどきこういう直観的な聡そう明めいさを垣かい間ま見みせることがある。物の本質を見み抜ぬく鋭するどさ……とでもいうのだろうか。

「弾倉の換かえ方も、わかったな？　なら、しばらく一人で練習してみろ」

「どっか行くの？」

「ちょっと見回りに、な」

「オッケー」

　一発ごとに歓かん声せいを上げたり舌打ちしたり、一いつ喜き一いち憂ゆうしながら練習に励はげむキャル。あの調子なら、意外と早くコツを摑つかむかもしれない。そんなことを考えながら、キャルを残して、その場を離はなれた。







　……まるきり、ここは変わってない。建材の隅すみ々ずみにまで染み付いた、埃ほこりとオイルの臭におい。遠い昔のことのようでもあり、逆につい昨日のことのようにも思える、エレンと過ごした訓練の日々が脳のう裏りに蘇よみがえる。

　この薄うす闇やみと静せい寂じやくと空気の匂いの中では、あまりにも生々しくエレンを思い出してしまう。エレンの涙なみだと嗚お咽えつと、あまりに寂さびしすぎる微笑ほほえみを……。エレンが生きてる、そう思うことが自己欺ぎ瞞まんなら、そう信じることで生き抜いてきたこの１年は、まさしく噓うその塊かたまりだ。

　ひとり、この部屋に佇たたずめば、そこに思いを馳はせずにはいられない。この場所に立ち寄ることを、無意識に避さけていたのは、たぶんそのせいだ。




　感傷を打ち切って、キャルの待つ屋外に戻もどることにした。キャルの姿を目に留めたところで、はたと足を止めた。何やら大おお仰ぎような身み振ぶりでパフォーマンスをしている。

（何をやってるんだ、あいつは？）

「オレに用か？　どうなんだ？　オレに用か？」

　眉まゆ根ねに皺しわを寄せ、物言わぬ標的に向けて、キャルは押し殺した声で凄すごみをきかせている。テレビか何かの真似まねだろうか。

[image: ]

　銃はどうやら、コートのポケットに突っ込んだ手の中にあるらしい。

（やれやれ……）

　慎重さに感心した矢先だっていうのに、もう真面目まじめな練習には飽あきてしまったらしい。あのまま本当に抜き撃うちゴッコでも始めるようなら、一発怒ど鳴なってやらなければ。

「ハッ！」

　掛かけ声とともに、キャルの手がコートのポケットから躍おどり出る。上半身のモーションは大振りで、手首の軌き跡せきは鋭えい角かく的。急ぐあまりに勢いがつきすぎて、上じよう腕わんに過か剰じような力がこもっている。すべてが間ま違ちがいでセオリー無視の出で鱈たら目めなのだが、そのフォームは完かん璧ぺきだった。

　銃を抜いた瞬しゆん間かんの肩かたの位置と肘ひじの角度。キャルが一瞬でとった予備姿勢は、これまでどんな奴やつと戦った時も見たことがないフォームだった。すべてを見届けるまでもなく、肩と肘と腰こしの向きが宣言をしていた。あのまま腕うでを真まっ直すぐに伸のばせば、握にぎった銃の照星は照門ともども、キャルの目とシンダーブロックとを結ぶ直線の上で直列するだろう……

　だが、一発目が早すぎた。肘が伸びきるより前に、引き金を引いてしまったらしい。銃口はまだ標的を捉とらえないうちに火を噴ふき、弾丸は砂中に没ぼつした。そして反動で銃が腕ごと跳はね上がったところで、指がもう一度トリガーを引いた。当然、銃口は見当違いの方向を向いたまま、弾丸を虚こ空くうの彼方かなたに飛ばす。そしてキャルの眼前には、何事もなく鎮ちん座ざしたブロックだけが残された。

「死んだゾ……って、外れかぁ。はぁ……」

　キャルの失意の溜ため息をよそに……つとめて冷静に考えようとした。たった今、目まの当たりにした光景を理解するために。だが、解かい釈しやくのしようなど……ない。見たままが現実だ。

「キャル」

「はぅ！」

　突とつ如じよ、後ろから声をかけられて、飛び上がって身を硬かたくするキャル。

「あ、あのね、今のはえーとその、デニーロがね……」

　だが、注がれる眼まな差ざしがいつになく真しん剣けんなのに気がついて、キャルは言い逃のがれるのを諦あきらめたらしい。

「その……ごめんなさい」

「さっきやってたみたいに撃ってみろ」

「え？」

「さっきのデニーロだか何だかだ。いいから、やってみろ」

　釈しやく然ぜんとしないまま、それともこれも折せつ檻かんのうちなのかと恐こわ々ごわとしながら、キャルは標的のブロックに対し横向きに立つ。

「オレに用か？　どうなん……」

「台詞せりふはいい。撃つとこだけで」

　咳せき払ばらいをして、キャルは足あし踏ぶみするように身体からだを揺ゆらし、そして何の前置きもなくふっと身体の力を抜いた。まるで録画のように正確なあの抜き撃ちの再現。

　……偶ぐう然ぜんじゃなかったらしい。まるで条件反射のように、この子の身体に染みついた動作なのだ。そしてそれは、何度見ても、完璧だった。

　バンッ！

　だが、やはり弾だん丸がんは当たらない。構えは完璧でも、撃つタイミングがずれている。弾たまが切れ、小さなスライドが後退位置で止まっていた。俺はキャルの手から銃じゆうを取り、無言で弾倉に弾を込こめ直す。キャルはキャルで、ただ叱しかられるよりも不安になってきたらしい。

「……あ、あのさ、玲二。遊んでたのは、謝るから……」

「もう一度だ」

　有う無むを言わさず、キャルの手に、再装そう塡てんした銃を押しつける。

「もう一度さっきの抜ぬき撃ちで。ただし今度はすぐに撃つな」

「構えて、そして一いつ拍ぱくおいてから撃つんだ」

「……玲二？」

「構えてから、撃つ。いいな？　一発だけでいい」

　もう余計なことは言わず、一も二もなくキャルは頷うなずいた。銃をポケットに忍しのばせ、軽く脚あしを広げて、横向きに立つ。心なしか、回を重ねるごとに、姿勢が堂に入ってきた気さえする。泰たい然ぜんとブロックを睨にらむ佇たたずみようは、西部劇のガンマンのようだ。意識を集中してか、キャルの目が細まる。さっきまでの遊びの動作を、今度は真剣な気き迫はくを込めて、キャルはもう一度再演した。

　抜き放たれる銃。鉄てつ壁ぺきのモーション。思い描えがいたまさに理想のその位置で、伸びきった腕が静止する。

　バンッ！

「……あ、あれ？」

　狐きつねにつままれたような顔をして、キャルは真っ二つになったブロックを見ていた。

「当たった？　やたっ！　当たった!!」

　小こ躍おどりして喜ぶキャルは、当然理解していない。あの弾丸が当たることが、いかに当然であり、……そして、いかに驚おどろくべきことなのか。

「すごいよ玲二、コーチの天才だよ！　こんなに簡単に当たるようになるなんて!!」

「お前本当に、撃つのは今日が初めてなのか？」

「うん、そうだけど。え？　もしかして、あたしそんなにスジがいい？」

「……まぁ、そこそこ、な」

（噓うそだ）

　筋が良いなんてもんじゃない。たぶん、本物の天才だ。銃を手にしたばかりの人間が、あんなスピードで照星と照門を認にん識しきできるわけがない。もはや曲きよく撃うちの域に達している。いや、ひょっとしたらキャルは、狙ねらいを定めているつもりさえなく、ただ標的に銃じゆう口こうを向けるという程度の意識しかないのかもしれない。

　まるで己おのが手の延長のように扱あつかえるほど使っている銃を知り尽つくすには、よほどの長期間同じ銃を使い込み、弛たゆむことなく修練を積まねばならない。それをキャルはわずか数十発を撃っただけで、ものにしてしまったというのか？

「今日は、もういい」

「え？　もうおしまい？」

「ああ、引き揚あげよう」

「……もうちょっと練習したかったなぁ」

　そんな必要はない。キャルは今日と同じ銃を手にする限り、百発百中を誇ほこることだろう。以前キャルの身み柄がらを保護するためにインフェルノに釈しやく明めいしたときは、根も葉もない噓を述べ立てたつもりだった。だが、今日の訓練をマグワイヤにでも披ひ露ろうしていれば、さぞ信用を新たにしたことだろう。

　この子は、本物なのだ。喜ぶべきことなんだろうか。少なくともキャルの素養について誤ご魔ま化かす必要はまったくない。

　だが、しかし……、それは喜ぶべきことなのか？
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　クロウディアから命令を受けて数日後、俺はラスベガスで豪ごう遊ゆうする梧桐たちの監かん視しについていた。すでに監視をはじめて一週間が経過している。遊びほうけているやつらに気け取どられないよう監視するのは、造作もないことだった。むしろ、梧桐たちを見る別の視線の有う無む、そちらに神経を尖とがらせねばならない。

　クロウディアの推測……。再び梧桐たちが危険に曝さらされるという予見に、信しん憑ぴよう性せいを与あたえる事実がひとつある。もっともそれは、クロウディア自身も知らない情報なのだが。最初の取引に臨のぞんだ４人を殺した襲しゆう撃げき者。正体は依い然ぜん不明だが、その目的は金ではない。25キロのコカインと交こう換かんされるはずだった[image: 500]万ドルは、今ノルマンディ通りのロフトに眠ねむっている。

　それを知らずに、金銭強ごう奪だつの線で犯人を追っているインフェルノは、当然ながら捜そう索さくに行き詰づまっていた。こうしてヤクザに張り付いて待つというのも消極的な手段だが、それでもミスリードされているインフェルノよりは前を走っていることになる。

　キャルの保身のためには、どうあってもインフェルノを出し抜ぬいて襲撃犯を探し出さねばならないが……、今焦あせりは禁物だ。ここは辛しん抱ぼうして待つしかない。

　第一、ワイズメルが真面目まじめに探しているかどうかが怪あやしいのだ。クロウディアの懸け念ねん通り、裏で糸を引くのがワイズメルならば、すべてが狂きよう言げんだということになるからだ。

　さっきからブラックジャックで快調に勝ち続けている梧桐だが、その舎弟の室むろ戸ととかいう男は、どうにもツキに恵めぐまれず、相当負けが込んでいる様子だ。もう一人の舎弟の志賀という男は、ゲームに加わる様子がない。常時、影かげのように梧桐の傍そばに付き従っている。結局、臍へそを曲げたのか、室戸はゲームを下りてバーの方に行ってしまった。

　依然、梧桐の快勝は続いていた。しばらくこの場を離はなれる様子もない。今のうちに室戸の様子も確かめておくべきだろう。そう思ってバーを覗のぞいてみると、くだを巻いているはずの室戸の姿がない。

　内心の緊きん張ちようを、緩ゆるんだ笑え顔がおで隠かくして、バーテンダーに声をかける。

「あのゥ、ここに連れが休んでたハズなんですが……」

　わざと、たどたどしい英語で尋たずねると、それで観光客と思いこんだのだろう。バーテンはわけ知り顔で、

「ああ、あの日本人の方ですね？」

　笑顔を交えて、そう応じた。

「お部屋に戻もどられたようですよ。若い御ご婦人を伴ともなって」

「！」

　緊張が戦せん慄りつへと変わる。慌あわてず騒さわがず、バーテンに礼を言ってからカジノに戻る。梧桐はいまだギャンブルに夢中になっていた。当然志賀も動かない。

　こいつらの心配はいい。これだけの人混みの中で、しかも注目を浴びていれば、ある意味では安全だ。

　カジノを出て、足早にロビーを横切り、エレベーターに乗る。このホテルに梧桐たちは３人とも個室をとっている。室戸の部屋は……９階、17号室。誰だれもいないエレベーターケージの中で、ジャケットの前をはだけ、ホルスターのフラップを外す。

　迂う闊かつだった。敵の目的がヤクザのインフェルノ加盟を阻そ止しすることだとすれば、直じかに梧桐を狙ねらわなくても、他に手段はいくらでもある。たとえば油断した側近を一人ずつ血祭りにあげ、怯おびえた梧桐が日本に逃にげ帰るよう仕向けたっていい。むしろ事情のわかっていない舎弟たちの方が、襲おそう側としてはやりやすい。

　軽やかな電子音とともに、エレベーターが９階への到とう着ちやくを告げる。扉が開いたその先は、戦場と思っていい。廊ろう下かは無人だ。煌こう々こうと照明されてはいても、カジノとはうって変わった静せい寂じやくが、カタコンベにいるような錯さつ覚かくを与える。[image: 917]号室は……ほぼ、廊下の突つき当たり。早足に、それでも足音に注意して、静寂の廊下を渡わたる。

　[image: 917]号室の前に立った。中から人の気配は伝わってこない。中にいる人間は、死んでいるか、あるいは気配を殺して待ち受けているか……

　カチャッ

　細心の注意でノブに触ふれ、回す。もう既すでにわかりきっていたことだが、やはり鍵かぎはかかっていない。ノブが回りきったところで、バンと突き飛ばすように扉とびらを開けた。

　床ゆかに転がり、銃じゆうを抜き、室内にくまなく視線を巡めぐらす。部屋の明かりはついていない。視野よりもむしろ匂においの方が、雄ゆう弁べんに状じよう況きようを語っていた。安物の香こう水すいの残り香がと、強きよう烈れつな血の臭におい。ベッドの上では、半はん裸らの室戸が俯うつぶせで息絶えていた。傍かたわらには、血染めの剃刀かみそりが転がっている。服を脱ぬぎかけたところで、背後から喉のどを搔かき切られたか……

　弱々しくひくつく頸けい動脈が、まだ出血を続けている。まだ切られた直後だ。殺し屋に逃げる猶ゆう予よはなかったはず。バスルームからクローゼットまで、室内を調べ尽つくすのに15秒。

　だがどこにも、隠れていた形けい跡せきさえない。

　室内にいないとすれば、どこだ？　廊下には隠れる場所なんてない……

（非常階段か!!）

　そう脳のう裏りに閃ひらめいた瞬しゆん間かん、廊下で湧わいた滑なめらかな機械音が、かすかに鼓こ膜まくをくすぐった。

　エレベーターの扉が開く音。一瞬の躊ちゆう躇ちよもなく、銃を構えて廊下に躍おどり出た。

　閉じゆくエレベーターの扉の向こうに、垣かい間ま見みた少女の幻まぼろしが全神経を氷に変えていた。

　ショートの黒くろ髪かみ。端たん整せいに整った、それでいてまだどこか幼さを残す美び貌ぼう。その冷ややかな眼まな差ざしは、まるで冬の夜の湖のような……




（エレン!?）




　そんなはずはない。あり得ない。彼女は死んでいるのだから。この手で殺してしまったのだから。

　思考が錯さく乱らんの迷路を駆かけめぐる。どれほどの間、銃を構えたまま硬こう直ちよくしていたかわからない。或あるいはそれは一瞬の間だったかもしれないが。

　ようやくまともな判断力を取り戻したときには、なにもかも手て遅おくれになっていた。エレベーターの表示は、淀よどみなく１階へと伝い下りていく。もう非常階段から追っても間に合わない。室戸を殺した下手人は、上ってくるエレベーターの表示を見み咎とがめて、咄とつ嗟さに非常階段へと身を隠したのだ。そして、案じた通り９階に止まったエレベーターから、慌てふためいた監かん視し者が室戸の生死を確かめに行くのをやり過ごし、そのエレベーターに乗って悠ゆう々ゆうと逃げた。

　その冷静さも、大だい胆たんさも、かつて幾いく度どとなく傍らで見守っていた通り……

　壁かべに頭を打ちつけて、無理矢理に思考を打ち切った。

　バーテンから聞いた室戸の連れていたという女。それが殺し屋だったのは間ま違ちがいない。間かん一いつ髪ぱつで逃のがしたその女の背中にあんな面おも影かげが重なったのは、きっと若い女の殺し屋という先入観が招いた錯覚だろう。でなければ説明がつかない。

　……そもそも、それどころじゃないだろう。

　クロウディアの予測通り、二度目の襲しゆう撃げきを目まの当たりにしながら、まんまと犯人を取り逃がしたのだ。餌えさだけ持っていかれた素すっ裸ぱだかの釣つり針は、どの面つら下げて戻もどればいい？

　俺は苦い溜ため息を深々と吐はき出して、銃を懐ふところに収めた。







「予定の……繰くり上げ？」

「そう。４日後に、梧桐大輔とマグワイヤの会見をセッティングしたわ。そこで梧桐の信しん認にんをマグワイヤに判断してもらう」

　俺の問いかけに冷静にクロウディアは応こたえた。

　異例の事態だった。梧桐とインフェルノとは、事実上、まだ一度として取引や交こう渉しようを持ったことがない。加盟を云うん々ぬんするのなら、まずは小規模な取引を重ねて信しん頼らい関係を築くのが筋である。たとえ形式的なこととはいえ、そういう経けい緯いを踏ふまえない限りはたとえ極東の麻ま薬やく流通の雄ゆうであれ、インフェルノにとってはどこの馬の骨とも知れぬ輩やからでしかない。それをクロウディア一人の顔かお繫つなぎで、いきなりインフェルノのトップと引き合わせようというのだ。

「……マグワイヤは、納なつ得とくしたのか？」

「渋しぶ々しぶだったけど、最後にはね。彼もヤクザたちの被ひ害がいは憂ゆう慮りよしてたから。梧桐の立場の微び妙みようさが、彼らを危険にさらしているのよ。彼のインフェルノへの加盟が正式なものになれば、敵も手出しができなくなるわ。そうなれば梧桐への攻こう撃げきは、インフェルノへの攻撃と同義になるから」

「連中の心配はいい。むしろあんただ。これも無理矢理ねじ込んだ話なんだろ？　こんな無茶を押し通したんじゃ、ますます皆みなから反感を買うぞ」

「致いたし方ないわね。言いたくはないけれど、あなたに期待しすぎた代価よ」

「…………」

　それを言われては、返す言葉のあろうはずもない。ラスベガスでのミスは致ち命めい的だった。

「……そうだ、ワイズメルは？」

「何も言わなかったわ。終始無言。気味が悪いくらいよね」

「そうか……」

　ときには沈ちん黙もくほど、雄弁に心中を語るものはない。もはや討議で片づける気はないのだ。ワイズメルも、腹を固めていると見ていい。

「敵にとっても最後のチャンスよ。次は迷わず、梧桐本人を狙ねらってくるでしょう。でも、今度ばかりは不意討うちはなし。身辺警護にはリズィがあたるし、梧桐も自前の兵隊を用意するはずよ」

「……会見の場所は？」

「ボナベンチャーホテル。５階の続き部屋よ」

「無茶だ!!　あそこは壁へき面めんまるごとガラス張りだぞ。スナイパーライフルで一いち撃げきじゃないか！」

　狙そ撃げき手には格好の餌え食じきだろう。ショウケースに陳ちん列れつするようなものだ。

「ライフル狙撃。たぶん間違いないでしょう。他の選せん択たく肢しは敵にはない。でも玲二、あなたなら探さぐれるでしょう？　敵がどこから狙ってくるか」

　カウンタースナイプ。逆狙撃オペレーション。

　敵狙撃手の位置を探り出し、同様に狙撃手で迎むかえ撃うつ攻こう性せい防ぼう御ぎよ。たしかに、その手はあるが……

「……せめて場所ぐらいは選べただろうに」

「もちろん、選んだわ。あなたの仕事をやりやすくするために」

　餌と釣り針……まだ、そのキャスティングは続行か。

「今度こそ、敵はあなたの前に姿を現す。確実に仕留めて」

「この期ごに及およんで、梧桐を餌えさにする気なのか？」

「梧桐を殺されるわけにはいかないし、私と梧桐の邪じや魔まをする敵も捨て置けない。ここで一度に決着をつけるしかないの。たとえ失敗が許されないとしても」

　否いやも応もなかった。取り返しのつかない失態に、今回ばかりは再挑ちよう戦せんのチャンスが与あたえられたのだ。要求は遥はるかに厳しくなり、言うなれば無理難題とでも呼ぶべき次元の内容に成り果ててしまったわけだが、それでも異論など差し挟はさめるはずもない。すべての困難は、自分自身のミスが差し招いたものであり、そしてこれはそのミスを清算するチャンスなのだから。

「……計画を、練ってみる」

「あなたに賭かけるわ。玲二」

　猶ゆう予よは、４日。それまでに、すべての準備を調ととのえねば。







「ただいま」

　つい先月までは、このロフトの玄げん関かん口でこんな言葉を口にするとは思っていなかった。

「おっかえりー」

　キャルは甲か斐い甲が斐いしく住まいの手入れに精を出していた。チリひとつないベッドメイク。曇くもりを拭ぬぐわれ透すき通る窓。きちんと畳たたんで仕分けされた下着。些さ細さいな変化のひとつひとつが積み重なって、日々の暮らしに快適さというものが伴ともなっていく様は、どこか信じられない魔ま法ほうを見ているような気がする。ただ眠ねむるための穴蔵に過ぎなかった場所が、着実に人の住すみ処かに近づいていく。悪い気はしない。なにせ快適なことに違ちがいはないのだから。

　しかしなごんでいる余よ裕ゆうはない。カウンタースナイプを成功させるためにも、敵がどこから狙ってくるのかを探り出さなければならない。テーブルの上にロス市街地の地図を拡ひろげる。

「何やってんの？」

「あー、クイズみたいなもんさ」

「このホテルの５階、北西向きの部屋にいる人間を、ライフルで撃つと仮定する」

「うんうん」

「はたしてどこから撃つのがベストか、っていう問題だ」

「ふ～ん」

　テーブルに頰ほお杖づえをつき、地図を見下ろすキャル。

「当然、そこそこの高さがあって、人目につかないところがいい」

「ビルの屋上とか、でしょ？　でも、近きゃ近いほどいい……ってワケじゃないよね？」

「そうだな」

「半径[image: 400]ヤード以下は、見張りの人間がうろうろしてる、と思っていい」

　当日インフェルノが動員できる人数で防衛戦を張るとすれば、大体その程度だろう。

「[image: 400]ヤードなんて……見えないじゃん。人間なんか」

「そこから先がスナイパーの世界だ。高精度のライフルと高倍率の照準スコープ、それに一級の腕うで前まえがあれば、[image: 700]や[image: 800]でも射程圏けん内ないさ」

「[image: 800]ヤードって……半マイル？」

　呆あつ気けにとられつつも、キャルは地図上を指でたどる。

「このホテルから半マイル……ゴルフ＝センターまで着いちゃうよ」

　そう。そこが頭の痛いところだ。ダウンタウンの官庁街がまるごと射程圏内に収まる。

「つまり狙撃地点は選より取り見取り。カタログショッピングより質たちが悪い」

「でも……さぁ。この辺のビルって、高すぎるとこばっかりじゃない？」

　高さ……そうか。狙撃手としての基本事じ項こうを忘れていた。たしかに高さの問題がある。

　だが、背筋に薄うすら寒いものを感じたのは、そんな自分の迂う闊かつさに慌あわてたからじゃない。狙撃の鉄則に繫つながるセオリーを、何も知らないキャルが指し摘てきしたからだ。

「高すぎると、どうしていけないんだ？」

　内心の動どう揺ようを窺うかがわせないよう、表情を殺してキャルに訊きく。

「え？　え～と、うぅん……」

　まるで揚あげ足を取られたかのように、キャルは答えに窮きゆうしてしまった。やはり、解わかって言っているわけではないのだ。理り屈くつでは。

「いや。だって、あのさ、たとえばこう、ライフルを構えて５階の窓を狙ねらうんだよね？　屋上から。だとすると、こう銃じゆうを下向きに構えるわけじゃん？」

「それで？」

「それで……いや、えぇっと、なんかこういう構え方って……撃うつときにイヤな感じがしないかなって……。ご、ごめん。あたしワケわかんないこと言ってるね」

　黙だまって地図を睨にらんでいるのは、呆あきれ果てているからだとキャルは勘かん違ちがいしたらしい。そんなキャルが、照れ隠かくしのつもりか無む邪じや気きな笑い声を立てるのを、俺はそっと畏い怖ふの眼まな差ざしで窺った。

　キャルは正しかった。高い場所ほど狙そ撃げきに適するというのは素人しろうと考えだ。たしかに高所は広い視野が得られるが、過か剰じように高すぎる射撃位置は、射撃自体の難度が上がる。下向きの射撃では、重力の弾だん道どうに及ぼす影えい響きようが通常より大きくなる。とくに長ちよう距きよ離り射撃の場合は、これが思わぬ誤差となる。一撃必中を期するなら、極きよく端たんに下向きになるような射撃体勢は可能な限り避さけるべきなのだ。

「どうかしたの？」

「ああ、いや」

　皮肉にもキャル自身の声が、当座の問題を思い出させてくれた。

「うん、確かに、高すぎる建物は除外していいな」

「やっぱり、そうなの？」

　そうなると、意外に絞しぼり込めてくる。林立するビル群の中から、射線が通るギリギリの高さのものを、探し出せばいい。

「……あとは、散歩してみるしかないか」







「あそこが、ボナベンチャーホテル」

　４本束ねられたガラスの円柱を、傍かたわらのキャルに指差して示す。

「ゆうべ話したような条件で、本当に人を撃とうとしてる奴やつがいる。そいつがどこから撃とうとするか突つき止めるのが、今回の仕事だ」

「ふ～ん……。でもさぁ、そんなことって、歩き回っただけでわかることなの？」

「狙撃っていうのは、何の準備もなしにできることじゃない。スナイパーは予あらかじめ、必ず下準備をしておくものなんだ。だから今日は、それを足で探す。たとえば、そうだな……いちばん見つけやすいのは、風見か」

「風見？」

「いざ撃つときには、スナイパーは風を読む必要がある。風の影響で弾道が逸それるのを、あらかじめ計算しなきゃならない」

「ただの風で、弾たまが曲がるの？」

「ほんの僅わずかな曲がり方でも、[image: 800]ヤード先ではとんでもない誤差になる」

「……そっか」

「特にこの辺は、ビル風の影響もある。かなり細かく風を読まなきゃならないだろう」

「よく屋根の上に立ってる風かざ見み鶏どりとか、ああいうの？」

　キャルは１軒けんの家を指さす。

「そうだ。旗とか梢こずえとかでもいい。風の向きや強さを確かめる目印になるものだ」

「でも、そんなもの、そうそう都合よく立ってるかなぁ？」

「立ってないさ。だから自分で用意する」

「そっか、それが、下準備」

　感心するキャル。

「そういうことだ」

「変なところに引っかかってる布きれとか、そういうのを探すんだ」

「うん」

「よし、じゃぁ始めるぞ」

　一いつ緒しよに暮らしはじめて以来、キャルの注意力や直感の鋭するどさには、事あるごとに仰ぎよう天てんさせられてきた。殺し屋修業云うん々ぬんは抜ぬきにしても、そういうキャルの優ゆう秀しゆうさには疑いの余地がない。口にこそ出さなかったが、今日の探たん索さくではキャルに期待を寄せていた。

　折しも、その日は休日だった。オルベラ街やリトル＝トーキョーといった名所に隣りん接せつするダウンタウンは、観光客やら何やらで人出で溢あふれかえっている。そういう人混みに紛まぎれ込めるぶん、実地調査にはうってつけの日よりと言えたが、それは一人で行動していた場合の話だ。キャルには、どうやら周囲の浮うわついた空気が完全に伝染している様子だった。

「見て見てあっち！　大道芸やってる!!」

　ジャケットの裾すそを引っ張られるたび、いちいち頭が重くなる。真面目まじめに上を見て探せ！　そう叱しかりたいのは山々なのだが、ちゃんと上も見ているのだから始末が悪い。

　すでに風見とおぼしきものはふたつ見つかっていた。ビルの壁へき面めんに引っかかった襤褸ぼろ布。一見、風で飛ばされたゴミか何かにしか見えないが、あの高さは不自然だ。人じん為い的に用意されたのは間ま違ちがいない。明日の会談が狙ねらわれているのは、今となっては間違いなかった。

　そしてどちらの手がかりも、先に見つけたのはキャルだった。この２点差を覆くつがえさない限り、キャルに文句のつけようがない。

　ともかく、今の時点で調査の結果は８割方固まっている。いくつかあった候補地のうち、すでに殆ほとんどが除外されていた。

　おそらく、狙そ撃げきポイントは郵政省ビル屋上。距きよ離りと角度、該がい当とう時間の太陽の向き、そして、明らかに人為的に置かれた風見の位置。あらゆる要素がその推理を示し唆さしていた。せめて、あともうひとつくらい、露ろ骨こつな風見が見つかれば、確証が持てるのだが……




　ふと静せい寂じやくに気づいてみると、横ではしゃいでいたはずのキャルがいない。振ふり向くと、さっき何の気なしに通り過ぎた露ろ店てん商で、キャルは足を止めていた。

（まったく……）

　もう呼びかける気も失うせ、黙だまってキャルの所まで戻もどる。

　キャルが一心に見つめているのは、見るからに安っぽい装身具だった。だが、そんなガラクタに目を輝かがやかせているキャルを見ていると、不思議と苛いら立だちが退いていく。そうそう目くじらを立てることでもない。休日の街の活気の中に、嬉き々きとして溶とけ込んでいるキャルの姿は、割り込むには気が引けるほど、その景色に馴な染じんで見えた。むしろ、一心不乱に狙撃手の痕こん跡せきを探している自分の方こそ、この賑にぎわいの中では異質な部外者だ。

「買ってやろうか？」

「え!?」

　そう提案すると、キャルは服を買ってやった時と同じ、途と方ほうに暮れたような表情を見せた。

「そんな……悪いよ」

　この子の場合、たとえば食事のような共有物にはまったく遠えん慮りよしないのだが、彼女個人の所有物を贈おくられるとなると、いきなり滑こつ稽けいなほど恐きよう縮しゆくしはじめる。

「これか？」

　さっきまでのキャルの視線を辿たどって、彼女の憧あこがれの対象をつきとめた。蓋ふた付つきの手巻きの懐かい中ちゆう時計。安っぽい土産みやげ物には違いないが、針や文字盤ばんの細工などが凝こっている。目め敏ざとく購こう買ばい意欲を見て取った店主が、文字盤の蓋ふたを閉じネジを巻いて見せる。再び蓋を開けると、小さく時を刻む秒針にあわせて、か細い旋せん律りつが流れ出た。

「へぇ、オルゴール仕込みか」

　相変わらずもじもじと躊躇ためらっているキャルだが、ますます気に入ってしまった様子なのは、顔を見ていれば判わかる。店の親父おやじはもう釣つり銭入れの小こ銭ぜにを数えていた。




　ネジを巻き、蓋を何度も開けては閉じ、それからのキャルは、手のひらの上の世界に没ぼつ頭とうしてしまっていた。もう視線走査など前世も同然に忘れている。だがもう、敢あえてそれを咎とがめる気はしなかった。ここまで手伝ってくれただけでも、ご褒ほう美びをやるには充じゆう分ぶんだ。

　続きは独りでやればいい。

「今日の働きの報ほう酬しゆうだ。そいつは」

「……うん。大事にするね。ずっと……」







　夕焼けを望むシティホールの屋上から、二人は今日一日の成果を検分していた。32階のこの高さからは、ダウンタウンの景観が一望に見み渡わたせる。狙撃手探しクイズの解答は、郵政省ビル屋上。明日、午後３時にボナベンチャーホテルを狙う狙撃手は、間違いなくあそこに現れる。

「大変だったね。今日は」

「ああ」

　生返事をしながら、俺は思考の大半を眼下の朱しゆ色いろのパノラマの検証に割り振っていた。敵の出方は、これでわかった。ならばこちらはどう出るか？

　郵政省ビルでじかに網あみを張るというのは、やはり問題外だろう。あんな場所では待ち伏ぶせのしようがない。やるとすれば逆狙撃。現れた狙撃手を、別のポイントから狙撃するしかない。

　敵と違って、こちらは下準備の時間はない。距離、角度、日光の向き、すべてを今、この場所からの目算で割り出して、選んでおくしかない。実地に赴おもむいて確かく認にんする猶ゆう予よはないのだから。そうなると、一番妥だ当とうと思えるのは……

「でも、明日も一日、玲二は大変なんでしょ？」

「ああ」

　またそう生返事をしてから、傍かたわらのキャルの、まっすぐな視線に気づいた。

「今日探した、ホテルを狙うっていうスナイパー……。玲二はそいつを、殺すのね？」

「…………」

　一いつ瞬しゆん、答えあぐねて空いた間が、包み隠かくさぬ返答になってしまった。

「そいつが、ジュディの仇かたきなの？」

「…………」

　忘れていた。この数日間、無む邪じや気きにはしゃぐ彼女ばかりを見ていたせいだ。失ったもののため、奪うばわれたもののため、すべてを仇に血で贖あがなわせるために、キャルはここにいたのではないか。

「多分、そうだろう。その一味なのは、間違いない」

　後に続く言葉は、容易に想像がついた。

「あたしに見せて。玲二がそいつを殺すところを」

　いつだって明るく無邪気に振ふる舞まっていたキャル。弾はじけるような彼女の笑え顔がおは、この残ざん酷こくな世界とは、一番縁えん遠どおいもののはずだった。なのに、どうしてキャルまでもが死に取り憑つかれなきゃならないんだ？

「そんなにも、見たいのか？　人が死ぬところを」

「初めてじゃないよ。ジュディが殺されたのだって、あたしの目の前だったんだ。……ジュディだけじゃ、嫌いやだ……」

　昏くらい目でそう呟つぶやくキャルに、俺はそれ以上かける言葉を思いつかなかった。

　深く溜ため息をついてから、意を決して、つとめて抑おさえた声で切り出す。

「本来、狙そ撃げき任務は二人一組でやるのが理想的だ」

　息を詰つめ、ひたむきな眼まな差ざしで聞き入るキャルに、俺はさらに先を続ける。

「その場合は狙撃手の横に、観測手という要員がつく。別のスコープで標的やその周囲の状じよう況きようを監かん視しし、狙撃手をサポートする。すべてを見届ける役だ。……やるか？」

「うん」

　一も二もなく、キャルは頷うなずいた。できることならキャルには、こんな血ち生なま臭ぐさい世界とは、いつまでも無縁でいてほしかった。だから今度限り、一回だけだ。それで彼女には決別させる。この憎にくしみとも悲しみとも。







[image: ７章「謎の銃弾」]
















　快晴。湿しつ度ど18パーセント。北北西の微び風ふうおよそ毎時10マイル。狙撃には絶好の日和ひよりだ。

「……あそこだね」

　いつもよりどことなく硬かたい声で、キャルが北東方向の郵政省ビルを見やる。二人が立っているのは、ＬＡタイムズ誌編集部ビルの屋上。昨日シティホールの屋上から目星をつけていた、逆狙撃のための狙撃ポジションだった。

　指示を待たずに、キャルは三脚きやく架かつきの観測スコープを準備しはじめている。扱あつかい方は今朝のうちに教えておいた。その一方で俺は、担かついでいたチェロケースを床ゆかに下ろし中のライフルを引っ張り出す。

「……ここに、するか」

　伏ふせ撃うちの体勢を取るのに適当な場所を見定め、毛布を敷しいて腰こしを下ろす。フォアエンド先せん端たんのパイポッドを展開してから、ストックを抱かかえ俯うつぶせになった。鎖さ骨こつと上じよう腕わん骨こつの継つぎ目にストックの底を、可動式のチークパットに頰ほお骨ぼねを、それぞれ押しつけて固定し、その姿勢を確かめてから、ストック内に内蔵されたモノポッドを引き出し、床に当たる高さを調整する。

　今や、腹はら這ばいになった人体と、コンクリートの床面、それと銃じゆうとが、互たがいを揺ゆるがぬ結合で支え合っていた。最後にもう一度、太陽の高さを確かく認にんし、以後の日運によってもスコープに陽ひが射さし込まないことを確認する。ひととおりの儀ぎ式しきは終わった。スコープのキャップを外し、澄すんだフッ素加工レンズを露あらわにする。

「マガジン」

　俺が俯せのまま差し出した手に、キャルは指示を待ち受けていたように、[image: 308]口径ライフル弾だんを収めた装弾子を載のせた。装弾子ごと機関部に押し込んだ弾丸を、さらにボルトを前後させて薬室に送り込む。凛りんと冷れい酷こくな機械音を立てて、ボルトはこの上もないほど滑なめらかに動き、薬室を閉へい鎖さした。

「準備はいいか？」

「あ？　う、うん」

　慌あわてて観測スコープの調整を再開するキャルを見守りながら、漫まん然ぜんと周囲を眺ながめる。屋上からの景色には、えもいわれぬ疎そ外がい感がある。見み渡わたす限り林立するビルの群れ。整然と並んだ窓ガラスは、ただ冷たく陽光を撥はね返すばかりで、その奥の人の営みを窺うかがわせることはない。何もかもが現実離ばなれした縮尺で、朧おぼろで、判別がつかない。空と地表の中間の、ちっぽけな孤こ島とう。行き交かうものはカラスしかいない。

「……玲二」

　同じように、観測手用のスコープを覗のぞき込んでいたキャルが、ぼそりと呟いた。

「寂さびしい場所だね、ここ」




　４時50分。まだ郵政省ビル屋上に動きはない。……おかしい。敵も、もうポジションについて体勢を調ととのえておかねばならない頃ころ合あいなのに。さざなみのような不安が心を騒さわがせる。いったん瞼まぶたを下ろし、闇やみの中で心を静める。狙そ撃げき手の敵は誰だれでもない。距きよ離りでもなく、風でもなく、クロスラインの上の標的ですらもない。敵はつねに、己おのれの中に潜ひそむ。

　俺はミスを恐おそれているのか？

　いや、自信はある。外すような距離ではないし、条件にも恵めぐまれている。標的はスコープに映り次し第だい、確実に仕留められるだろう。それが、あの郵政省ビルの屋上であれば。

　それなら、場所の特定に不安があるのか？

　探し求める敵が、どこか別のまるきり見当違ちがいの場所で、狙撃体勢に入っているとすれば……

　いや、それもない。ありとあらゆる物証が、あのポイントを示し唆さしていた。間違いなく、梧桐を狙ねらうスナイパーは、あそこから狙撃を試みる。だがそれを思うと、また心が騒ぐ。いっそ、このまま何事もなく時が過ぎてくれれば。

　……まさか、敵と出会うことそのものを、自分は恐れているのか？　そんな感覚は、とうの昔に麻ま痺ひしてしまったはずなのに。

　敵に現れてほしくない。このスコープの十字線が誰かの影かげを捉とらえる瞬しゆん間かんがたまらなく恐こわい。いっそ任務が失敗であってほしい。敵の出現位置が、こちらの予測を裏切っていたならば、どれほど幸いなことか。無能者とそしられてもいい。責任を問われる羽目になってもいい。引き金を引くのに比べれば……

「……玲二!!」

　短く切せつ迫ぱくしたキャルの声が、俺の意識を郵政省ビルの屋上に引き戻もどした。

「誰か、いるよ。あそこ……給水塔とうの向こう側！」

　キャルが言い終わるより早く、こちらのスコープもその影を捉えていた。意図してかどうかは定さだかでないが、その人影は給水塔の支柱の向こう側に、半身を隠かくすような姿勢で蠢うごめいていた。ここからでは、後頭部と背中の一部しか見えないが、それでも肩かたと首の隙すき間まからは、がっしりと抱え込まれたライフルの銃じゆう床しようが覗いている。

（何者なんだ？）

　容姿はもちろんのこと、男か女かもわからない。

（！）

　そのとき、雷かみなりに撃うたれたように理解した。さっきまで責め苛さいなまれていた恐きよう怖ふの正体を。

（あれが、エレンだとしたら……？）

　ボナベンチャーホテルまで[image: 800]ヤード。並のスナイパーであれば、最初からこんな距離には挑いどみはしない。諦あきらめて別の手段を講じるだろう。だが彼女ならやる。かつてファントムと呼ばれた彼女なら……

（違う！）

（絶対に違う!!）

（あれがエレンであるわけがない！）

　早く撃て。あいつがクロウディアの敵だ。キャルの姉を死に至らしめた敵なんだ。

（言い切れるのか？）

（確証があるのか？）

（エレンでないと）

（それとも、もう一度撃つか？）

（あの時のようにエレンを撃つか？）

（幻まぼろしだ）

（あのとき見たのは、幻だ……）

　そうとも。そう思っておかなければ、耐たえられなかった。再びこうして、エレンと戦わなきゃならないという現実に……

「違う……違う……違う……」

「……玲二？」

　クロスラインの彼方かなたの景色が、蜃しん気き楼ろうのように揺ゆれ動く。早はや鐘がねのような鼓こ動どうと、荒あらい呼吸が、８倍の震しん度どで視界を揺する。

「エレンじゃない。あれは……エレンじゃ……」

「玲二!!」

　遥はるかな彼方で、キャルの叫さけぶ声がする。

「早く撃って！　間に合わない!!」

　瞳ひとみを閉じて、すべてを闇に封ふうじ込めた。焦あせりも、恐怖も、キャルの声も……

「……伏ふせていろ、キャル」

　身体からだとライフルを床ゆか面から引き剝はがし、銃口を蒼そう穹きゆうに向けて振ふり上げる。代わりに左足の膝ひざと右足の踵かかとを楔くさびのように床に打ち込んで、腰こしを固定。立てた右膝に右みぎ腕うでの肘ひじを載のせ、再び振り下ろしたライフルの重みで、手足の骨どうしを密着させる。キャルが息を吞のむ音を意識の外で聞きながら、もう一度全神経をスコープの彼方の狙撃手に集中させる。

　初しよ弾だんの標的に選んだのは、丸い給水塔の側面だった。

　轟ごう音おんとともに、超ちよう音おん速そくの弾丸は、タンクの滑なめらかな曲面をこそぎ削けずって、グラインダーのように火花を散らす。

　突とつ然ぜんの銃じゆう撃げきに仰ぎよう天てんした敵が、膝立ちで身を晒さらしているこちらにライフルの銃口を向ける。

　呼吸と脈みやく拍はくに絶対の静せい寂じやくが訪おとずれる。

　そして、ぴたりと静止したクロスラインの真上に見えたのは、黒々と拡大されたライフルの銃口と、その向こう側で驚きよう愕がくと怒いかりに歪ゆがむ、ワイズメルの側近、ランディ＝ウェーバーの顔だった。

ガァン！　ガァン！

　銃声の二重奏が、抜ぬけるような青空に轟とどろき渡わたる。側頭部を、ヘヴィ級ボクサーのフックを食らったような衝しよう撃げきが見み舞まった。右半身を見えない手で引っ張られ、独楽こまのように回転しながら後ろに吹ふき飛ばされる。

「玲二!!」

　仰あお向むけに倒たおれた背中に冷たく感じていたコンクリートの感かん触しよくが、ふわりと遠のいた。目の前には、今にも泣きそうなキャルの顔。上体を抱だき起こされているらしい。

「撃うたれたの!?　ねぇ玲二！」

　鈍にぶく疼うずく側頭部に手を当ててみる。ランディの弾たまは掠かすめ過ぎただけだったが、その衝撃波だけで、こめかみに裂れつ傷しようができていた。

「……馬ば鹿かぁ」

　気の抜けたような声を上げて、キャルが肩かた口ぐちに顔を埋うずめ、泣き出す。

「なんでいきなり起きたりするのよぉ……」

　……たしかに、この子を横に置いたまま、ずいぶん危ない博ばく打ちに出たもんだ。悪いことをした。慰なぐさめるように、色の薄うすいブロンドを搔かいてやる。

「首しゆ尾びはどうだった？　観測手」

　もっとも、追い討うちの弾丸が飛んでこない以上……訊くまでもないことだが。

「あいつが、ジュディの仇かたきだよ。キャル」

「……うん」

「これで、黒幕が誰だれかもわかった。あとは……」

　パァ……ン

　言いかけた言葉を断ち切ったのは、遥かな銃声の轟きだった。

（今のは……銃声？）

　遠すぎて拡散していたが、まさか……

　取り落としたまま床に転がしてあったライフルを取り、そのスコープを南西方向に振り向ける。半マイル彼方のボナベンチャーホテルの５階。陽光に輝かがやく窓ガラスが、そこだけ奈な落らくが口を開けたように割れていた。

　愕がく然ぜんとして周囲を見回す。ただ無言の偉い容ようでそびえ立つ摩ま天てん楼ろうの群れを。違ちがう。この近辺じゃない。今の銃声、ここに届くまでにそうとう拡散していた。たぶん、この位置からさらに１キロは隔へだたっている。

「馬鹿な……」

　しかし現実として、ボナベンチャーホテルの会見場に弾丸は打ち込まれている。ランディ＝ウェーバーは会見場に向かって射撃はしていない。何者かが、こちらの考えもつかない超ちよう長ちよう距きよ離りから会見場を狙ねらったのだ。

「まさか……」




────ボナベンチャーホテル会見場

　怪かい談だんの厳おごそかな空気は、何の前まえ触ぶれもなく、甲かん高だかい破は砕さい音とともに打ち砕くだかれた。

　外部からの銃撃である。壁かべ一面を覆おおうガラス窓が、粉こな微み塵じんの破片になって室内の人間に浴びせられる。

「そうかい、結局そういう魂こん胆たんかい!!」

　まず最初に轟いたのが、梧桐大輔の逆上した怒ど号ごうだった。再三に亘わたり漏もれた秘密。計画的な襲しゆう撃げき。静かに募つのっていたインフェルノへの疑念が、ここに至って爆ばく発はつした。

　梧桐の逆げき鱗りんを合図に、ヤクザたちは一いつ斉せいに懐ふところの銃じゆうを抜く。まったく事情が見えないものの、それでもリズィとその部下たちも、また混乱を保留して銃を抜いた。




パンッ!!




　最初の銃声は、乱戦の火ひ蓋ぶたを切るものではなかった。まったく予期せぬ場所から湧わいたその銃声に、殺意と怒号の吹き荒あれていた場が、まるで一いつ喝かつされたように凍こおりつく。

　硝しよう煙えんをくゆらす小型拳けん銃じゆうは、クロウディア＝マッキェネンの手に。そしてその銃口の先では、一人のギャングスターが眉み間けんを打ち抜かれ絶命していた。

　ロサンゼルス最大勢力『ブラディーズ』首領、アイザック＝ワイズメル……

「静せい粛しゆくに!!」

　呆あつ気けにとられたその場の全員を、さらに叱しつ咤たして吞のむクロウディア。

「これ以上の流血は無用!!　皆みな、銃を収めなさい！」

「お……おい、クロウ……」

　毅き然ぜんとした態度のクロウディアと対照的に、うろたえを隠かくせないリズィ。

「ミスタ＝梧桐。お腹立ちはごもっともだが、ここは収めていただきたい。再三に亘りあなたを脅おどかし、あなたの部下５人を手にかけた陰いん謀ぼうの首しゆ謀ぼう者……。アイザック＝ワイズメルの首級をここに差し出します」

「……何だと!?」

　クロウディアの言葉は、怒いかりに猛たけっていた梧桐を鎮しずめるのに充分だった。

「インフェルノの一員として、私欲のままに組織の方針を惑まどわした裏切り者を誅ちゆう殺さついたしました。ミスタ＝マグワイヤ。やむなく場を弁わきまえぬ狼ろう藉ぜきに至りましたが、ご容よう赦しやを」

「納なつ得とくいく説明をしたまえ、クロウディア!!」

　まだマグワイヤは、完全には状じよう況きようを把は握あくできていないようだった。

「私の配下が、すでに動かぬ証しよう拠こを押さえているはずです」

　そう言ってクロウディアは、割れた窓の外を、恐おそる恐る窺うかがっている男たちを一いち瞥べつする。

「ご安心ください。私の部下は優ゆう秀しゆうです。すでに狙そ撃げき者は無力化されているでしょう。おそらく郵政省ビルの屋上に狙撃手の死体があります。リズィ、警察が動く前に押さえなさい」

「ヤ、ヤー……」

「ミスタ＝梧桐、それにミスタ＝マグワイヤ。ひとまずは退散を。ご両人とも警察の注目を浴びるべきではない。この場は私のスタッフで収拾いたします」

　あわただしい会見場の中でただ一人、梧桐の側近の志賀だけが、去り際ぎわに冷ややかな一瞥をクロウディアに向けていた。

「ミスタ＝マグワイヤ。今夜、改めてそちらに伺うかがいます。子細は、そこで」

「……よかろう。待っている」







　大仕事をこなした後ではあるが、俺にはロフトに帰る前にやっておくべきことがあった。未明になって、ようやくアローヘッド湖こ畔はんにあるワイズメルの別べつ荘そうにたどり着いた。ここはかのギャングスターが、色事や身内の密談など、ごくプライベートな秘ひめ事のために利用していた場所だ。だからここには、ワイズメルのどんな〝秘密〟があってもおかしくない。たとえそれが、消えた[image: 500]万ドルを収めたトランクケースでも。

　ざっと見たところ、人がいる気配はない。昨日の今日で、ワイズメルの郎ろう党とうがこんな場所で寛くつろいでいられるわけがない。めぼしい窓を見つけてこじ開け、内側に壊こわれ物の類たぐいがないのを確かめてから、そこに重いトランクケースを放ほうり込んだ。完かん了りようだ。

　ぞんざいに放置してあっても、ワイズメルを知る者であれば、妙みように思うことはないだろう。なにも金が目当てでヤクザを襲おそったわけじゃないのだから。敷しき地ちを出るころには白みはじめた空に、小鳥の囀さえずりが聞こえていた。




　キャルの仇かたき討うちともいえるカウンタースナイプから数日が経たち、俺はさしたる任務もなく、ロフトで落ち着いた日々を過ごしていた。

「出来たよーっ」

　台所からキャルの弾はずむような声がした。

「持っていくから、テーブルの上、片づけといて」

「……ああ」

　キャルが来て以来、毎日の食事は一大イベントになっていた。いちいちテーブルの全面積を使わなければならない食事というのは、昔なら鬱うつ陶とうしく思えただけだったろうが、その支し度たくのためのいっときの慌あわただしさは、不思議と空気を和なごませる。

「あのさ。街で噂うわさに聞いたんだけど……、ブラディーズのアイザックが死んだって本当？」

　ギャングスターの怪かい死しの噂は、その真相を抜ぬきにしてようやく衆人の知るところとなっていた。無論、彼の死に至る経けい緯いについては、闇やみに葬ほうむられたままだ。そしてキャルには、ワイズメルこそ、ジュディの仇の黒幕だと教えてあった。

「本当だよ」

「じゃあ、終わりなんだね。仇討ち……」

　キャルの笑え顔がおとは裏腹に、胸の内が重くなる。

「……どしたの？　もしかして……マズかった？　味付け」

「いや、違ちがうんだ」

　ジュディの死に関かかわったすべての人間が仇だと……キャルがそう言うのなら、生き残った梧桐とその一味も許されざる仇きゆう敵てきだ。そして、晴れて梧桐が加盟を果たしたインフェルノと、その一員である俺もまた。

「ところでさ。玲二に頼たのんだ殺しの代金の差額なんだけど……、どうすればいい？　あたし、助手らしいことなんてロクにしてないよ」

　一いつ瞬しゆん、何のことかと途と方ほうに暮れかかって、危あやういところでキャルを引き留めていた口実を思い出す。

「これからも、他の殺しとか手伝おうか？」

　冗じよう談だんじゃない。本気なのかこの子は。

　確かにアイザックが死んだからといって、今すぐキャルを手放していいかとなると……、いまだ不安は残る。インフェルノに『ファントムの助手候補』として紹しよう介かいしてあるキャルを、どう組織の手から逃にがすか。

　いずれキャルが持ち込んだ[image: 500]万ドルは、何の疑念を呼ぶこともなく、インフェルノを経て梧桐の手に戻もどる。意外なことに、まだ誰だれもワイズメルの別荘を調べようとする者がいないのだが、それも時間の問題だろう。それまではキャルも、もうしばらく手元に置いて、様子を窺うかがった方がいい。そのための口実を立てて、キャルを納なつ得とくさせねばならないが、まさか助手を続行させるわけにもいかない。助手の話をなしにして、なおかつ、彼女を引き留める口実となると……

「殺しの助手はいらないが、この料理の腕うでは惜おしいな。よし、しばらく住み込みのメイドとして雇やとってやる。差額分はそれでチャラだ」

「メイド!?」

　何のつもりか、またしても目を輝かがやかせるキャル。

「……嬉うれしいのか？　メイドも」

「やってみたかったんだもん。一度。だってメイドさんの服って、すっごくカワイイじゃん。着てみたかったんだ。昔っから」

「……着ないでいいぞ」

「え～？……服、なしぃ？」

「なし!!」

　どこぞの豪ごう邸ていならいざ知らず、こんな狭せまい部屋で、きっちりお仕着せを着たメイドがうろついていたんじゃ、ただの変態趣しゆ味みだ。

「……じゃ、殺し屋の方がいいよぅ。カッコイイし」

「駄だ目めだ」

「……つまんないの」

　こっちの気苦労を知ってか知らずか、キャルはむくれて口を尖とがらせる。

「でもさ、ホントのとこどうだった？　あたしの殺し屋修業。才能あったかなぁ？」

　笑顔で訊きかれると、つくづく返答に困る。こっちは思い出すだけで背筋が凍こおるというのに。

「……まぁ、そこそこに、な」

　適当に濁にごして、そう答えた。




　その日の夜半、寝しん室しつのドアが音もなく外から開けられた。まるで気配を殺そうとするかのように、息を潜ひそめ、足音を忍しのばせて、キャルが寝室に入ってくる。鍛きたえた夜目のせいで、出で立ちの変化はすぐわかった。どういうわけか、いつもの古着姿ではなく、余所よそ行きとして大切にしていた衣い裳しようを身につけている。

「……玲二？　もう、寝ねてる？」

　吐と息いきのような囁ささやきで、キャルは呼びかけてきた。

「……いいや」

　そう答えると、キャルはむしろ改めて緊きん張ちようしたように、ぴたりと動きを止めた。

「……どうしたんだ？　そんな格好で」

「……話が、あるの」

　ただならぬ雰ふん囲い気き……そう思えたのは、キャルの思い詰つめたような表情と、その意外な着衣のせいだったのだろう。きっとあれは、彼女なりの正装のつもりなんだ。

「どうしたんだ？」

　毛布を除のけてベッドに座ると、キャルも寄り添そうようにして、その隣となりに腰こしかけてきた。闇やみの中で、キャルはしばらく沈ちん黙もくしていたが、やがて、

「あたしが手伝いするの、嫌いや？」

　そう、訊いてきた。

「……昼間の話か？」

「うん。ジュディの仇かたき討うち、終わっちゃったけど……。あたし、これからもずっと玲二の手伝いがしたい。本物の助手になりたいの」

　やはりキャルは、真面目まじめに考えていたのだ。殺し屋として生きる道を。

「キャル、俺の助手になるということは、いつかは自分の手で人を殺さなければならない時が来るんだぞ」

「かまわないよ」

「いったん人を殺したら、それで世界のすべてが変わってしまうんだ。目に映る景色も、聞こえるものも……何もかも。今のキャルみたいに、ものごとを優やさしく受け止めることもできなくなる」

　俺は諭さとすように、優しくキャルに話しかける。

「キャルには、そうなってほしくないんだ。ここは、お前に相応ふさわしい場所じゃない。俺と同じ世界に、キャルは来るべきじゃない……」

「でも、そこに行けば、ずっと玲二と一いつ緒しよなんでしょ？」

　突つっかかるように、キャルは切せつ迫ぱくした声を割り込ませた。

「離はなれたくないの。ずっと玲二の傍そばにいたい。玲二の役に立って、必要だって思われたい」

　そう言われてはじめて気がついた。いつからか、キャルはこの俺に特別な感情を寄せていたのだ。一緒にいたいがために、一緒の世界で生きたいがために、キャル自身は人殺しになっても構わないと言っているのだ。

　じゃあ、俺の気持ちはどうなんだ？　思い起こせば、毎日のキャルの仕草に、声に、表情に……どれほど慰なぐさめられていたことか。この子を危険に晒さらしたくはない。だがそれは、自分が組織の暗殺者でいる限り、避さけようのないことである。いつかは、キャルにも類が及およぶだろう。そのためには、二人は別れるしかないと、昨日まではそう思っていた。

　だが……今なら戻もどれそうな気がする。手を血に染める前の自分に。キャルが傍にいてくれれば、奪うばわれ、失ったすべてのものを取り戻せそうな気がする。

「俺もだよ……」

　今は心からそう思う。

「俺もキャルと一緒にいたい。同じ世界で生きたい。もしキャルと違ちがう世界に行ったとしても、必ず俺は帰ってくる。ここに、キャルが待ってるこの場所に帰ってくる」

「……本当に？　約束……する？」

「ああ、約束してやる」

「……玲二……」




〝……殺し屋も、もう廃はい業ぎようかな？〟

　隣で安らかに眠ねむるキャルの横顔を眺ながめながら、ふと、そんなことを思う。

　二人分の逃にげ道を用意しなければならない分、困難は倍増しだ。だが、臆おくする気持ちはまったくない。

　希望……生きて明日を迎むかえると、そう誓ちかう勇気……。あのときと一緒だ。ツヴァイでない自分を取り戻し、殺し屋でない自分の、その可能性に賭かけて踏ふみ出したあの日と。今度こそうまくやる。でなければ、死なせてしまったエレンに、申し訳が立たない。







　夕飯を食べ終え、寛くつろいでいるところに、リズィから電話があった。

『なぁファントム、今すぐ動けるか？』

「どうしたってんだ？　急に」

『ブラディーズの残党で、妙みような動きをしてる奴やつらがいてな。こっそり後を尾つけたいんだが、なにぶん、一人じゃ不安でね』

　なるほど。リズィには、キャルのことで借りもあるし、それくらい手伝っても構わないか……

『あまり周りを騒さわがせず片ァつけたいんだ。一ひと肌はだ脱ぬいじゃくれないか？』

「わかった。どこに行けばいい？」

『ロサンゼルス＝ハーバーで落ち合おう。20時に』

「ああ」

　リズィからの電話を切ると同時に、食器を洗っていたキャルが話しかけてくる。

「お仕事？」

「ああ。遅おそくなるかもしれない。寝ねてていいぞ」

「たぶん起きてると思うよ。昼間、壊こわれたビデオデッキ拾ってきたから、修理できるか、今夜一晩は粘ねばってみようかなーって」

「……新しいの買ってやるよ。ビデオくらい」

「んー、そぉ？　じゃ、直んなかったら買って。ソニーの」

「あまり夜よ更ふかしするなよ」

　そう言って、俺は支し度たくを整えロフトを後にした。







　待ち合わせ場所に指定されたのは夜のロサンゼルス＝ハーバー。なにもこんな所で合流しなくても良さそうなもんだが……

　暗がりの中、リズィの姿を捜さがして周囲を見回す。少し先に彼女のヴァイパーが停とまっているのが見えた。

「おい、リズィ？」

　何かおかしいと気づいたそのとき、ヴァイパーのヘッドライトが不意に点灯し、ハイビームを顔面に浴びせてきた。目を庇かばって腕うでを上げたその瞬しゆん間かん……

「よォし、そのままだ。そのまま手ぇ上げといてもらおうか」

　聞き覚えのある野太い声が光こう芒ぼうの奥で轟とどろき、ヴァイパーの運転席からリズィよりさらに屈くつ強きような人ひと影かげが降り立つ。

　あれは……梧桐大輔か。まだロスにいるとは聞いていたが、なぜここに？

　さらにヴァイパーの後方の物もの陰かげから、続々と銃じゆうを手にした男たちが姿を現す。この前の会談で、梧桐がロスに呼び寄せていたヤクザたち……。リズィもいた。頭の後ろで手を組まされ、二人の男に銃を突つき付けられている。

「……済まねぇ。マジにアタシ、あんたの足引っ張ってばっかだな」

　まったく状じよう況きようが見えてこないが、不ふ穏おんな事態なのは火を見るより明らかだった。

「聞いたぜ坊ぼう主ず。お前さんがあのファントムなんだってな。どうりでウチの若い衆らが、あっさりバラされてったわけだ」

「……何だと？」

「芝しば居いは要いらねぇ。もう見み飽あきたよ。こちとらお前さんのブロマイドまで持ってるぜ……ほれ」

　フリスビーの要領で、梧桐は封ふう筒とうを鋭するどく投げよこす。受け止めたその封筒には、四つ切りサイズにプリントされた２枚の写真が入っていた。驚おどろくべきはそこに写っていた内容だ。片方は俺がラスベガスで室戸の死体を見つけ、凶きよう器きらしい剃刀かみそりを拾い上げた瞬間。もう一方は、ＬＡタイムズの屋上で謎なぞの銃じゆう声せいを聞き、ライフルのスコープでボナベンチャーホテルを窺うかがっている瞬間。盗とう撮さつされていたというだけでも驚きだが、よりによってこの狙ねらいすましたタイミングのシャッターは何なのだ？　たしかに、こんなものを見せられたら、ヤクザたちが怒いかり狂くるうのも当然だ。

（はめられた！）

　この写真は明らかに、俺に冤えん罪ざいをかける目的で撮とられている。敵はワイズメルじゃなかった。ヤクザを殺した連中は他ほかにいる。

「ミスタ＝梧桐、誤解だ。この写真は……」

「醜しゆう態たいさらす前に、聞けよ。お前ら兵隊が上の命令でやらされたことを、責めてみたって始まらねぇのは承知してらぁ。こっちはただ、裏が取りてぇだけなのさ」

　そう言うと、梧桐は信じられない言葉を口にする。

「俺達が襲おそわれたのは、３回が３回ともクロウディアの差し金だった。……違ちがうか？」

「なっ!?」

　依い然ぜん、話の見えていないリズィも、この梧桐の言葉には色を失った。

「テメェら、気は確かか!?　テメェらをインフェルノに加えるために、クロウディアがどれだけ骨折ったと思ってんだよ!!」

　梧桐はただ冷れい笑しようを返すばかりだ。落ち着き払はらって話してはいるが、その実、梧桐は完全に激げつ昂こうしている。まともな話し合いにはならない。そういえば、いつも傍そばにいる志賀とかいう参さん謀ぼうはどこへ行った？　あの男がいれば、まだ話になっただろうに……

「忠義心ってのも、嫌きらいじゃねぇがな。あの女は、お前らがそこまで義理立てして尽つくす相手じゃないぜ。踊おどらされてんだよ。お前らも」

「ふざけるな!!」

　リズィは怒いかりを抑えようともせず、梧桐に怒ど鳴なり散らす。

「なぁ黒い姐ねえさんよ。俺たちゃこの場所で会うのは初めてじゃないんだぜ」

　梧桐の妙みような言いぐさに、狐きつねにつままれたような顔をするリズィ。

「ありゃぁ思い出深い夜だったぜ。そう……あれから、かれこれ１年になるか」

　１年前……この、夜のロサンゼルス＝ハーバーで？　ふと繫つながった連想に戦せん慄りつする。そうだ、おおよそ１年前。謎の集団がインフェルノの密輸船を襲い、エレンとリズィの同士討うちが起こった夜……

「……あんたたち、だったのか？　あんたたちがサイスと組んで……」

「サイスなんて奴やつは、知らねぇよ。お膳ぜん立だてしたのはクロウディアさ」

「な……」

　梧桐の口から出た名前に、身体が硬こう直ちよくする。

「ヤクの流れをチャイニーズマフィアに握にぎられて弱りきってた俺たちにあの女が声をかけてきたんだよ。５トンのコカインを奪うばわせてやる。手て筈はずはぜんぶ調ととのえて、バックアップの人間もつける……。ついては一丁、ロスでひと暴れしてみないか、ってな」

「何で彼女が、そんなことを……」

「代わりに梧桐組は、ほとぼり冷めた頃ころ合あいに、そしらぬ顔でインフェルノに加盟しろって条件だ」

　顔は笑っていながらも、梧桐の語気には怒りが感じられた。

「こっちも最初は面食らったが、あの女の立場を聞いて納なつ得とくできた。あいつぁインフェルノの中に、自分の後ろ盾だてになる集団を作りたかったのさ。はぐれ者でいる限り、一生デカい顔はできないからな。俺達が、昔は他ほかからヤクを仕入れてたってのはな、ありゃ真っ赤な噓うそさ。梧桐一家の麻ま薬やく流通は、この１年で俺がおっ立てたんだよ。あんたらから拝借したコカインを元手にな」

　次々と明かされていく信じがたい秘密。それを聞き入るごとに身体の力が抜ぬけていく感覚に襲われる。

「だが、俺たちも、まさか筋書きに続きがあるとは思わなかった。まさか最後にゃ、俺たちを抜きにして日本と繫がる腹だったとはな。口くち封ふうじに俺たちをバラす一方で、ドサクサに紛まぎれて自分のライバルまで消しやがった……。どこまで腹黒いんだか知れねぇや」

　押し殺した梧桐の声は、なまじ大声で吼ほえるよりなお獰どう猛もうな気配があったが、俺はもうそれに臆おくするだけの心も、持ち合わせてはいなかった。

「もうインフェルノも何も知ったこっちゃねぇ。ここまで舐なめられて黙だまっていられる梧桐大輔じゃねぇんだよ！」

（エレン……）

　何のために二人傷ついて、泣いて……、何のために二人が戦った？　すべてクロウディアが仕組んだことだったのか？　信じられない。信じたくない。鵜う吞のみにするには、梧桐の話はあまりに残ざん酷こくすぎた。

「ケッ、ようやく気づいたってツラだなぁ？　手て前めぇの馬ば鹿かさ加減に」

「下げ司す野や郎ろう!!　信じねぇぞ！　アタシゃ信じねぇぞ!!　薄うす汚ぎたねぇ盗ぬすッ人と野郎!!」

　かみつかんばかりに怒りを露あらわにするリズィ。

「インフェルノを舐めるなよ……貴様ら地じ獄ごくの果てまで追ってでもツケは払わせるからな!!」

「……話せる奴かと思ったが、こりゃとんだ藪やぶ蛇へびだったようだな。おたくがそういう覚かく悟ごなら、ここは生かしちゃ帰せねぇ」

　梧桐が手にした銃じゆうをリズィに向ける。

「くっ……」

ガガガガガガガッ!!

　突とつ如じよ鳴り響ひびく銃じゆう声せい。静せい寂じやくを破ったのは梧桐の拳けん銃じゆうではなかった。梧桐のまわりにいたヤクザの一員が脳天を貫つらぬかれ、銃声はなおもやむことがない。夜よ霧ぎりを切り裂さく曳えい光こう弾だん。マズルフラッシュの閃ひらめきが稲いな光びかりのように夜空を照らす。突とつ撃げきライフルの掃そう射しやだった。

　まるで位置が読めていないヤクザたちは、ただ銃声に負けじと罵ば声せいを張り上げながら、出で鱈たら目めに銃を撃うちまくるほかない。梧桐とて同然だった。もはや俺とリズィは眼中になく、見えざる敵に怒りの銃弾を撃ちまくっている。その場にいる全員が、即そく座ざに散開する程度の判断力を備えていれば、まだ被ひ害がいも抑おさえられただろうが、そんな訓練とは無む縁えんな無ぶ頼らい漢かんの群れである。襲おそいくる弾丸の雨から身を隠かくす術すべすらなく、十余人の男たちは怒ど声せいと悲鳴を張り上げながら、次々と絶命していった。

「リズィ！」

「おうよ!!」

　呼ぶまでもなく、彼女一人は恐きよう慌こうに陥おちいったヤクザたちを後しり目めに、さっさとヴァイパーに飛び乗っていた。

「ずらかるぞ、ファントム!!」

　リズィに促うながされながらも、頭上で瞬またたくマズルフラッシュを一いち瞥べつする。

　奴だ。最初の麻薬取引に出向いた４人のヤクザを殺し、２キロ先からホテルの会談を狙そ撃げきし、そして恐おそらくはラスベガスで室戸を殺したあの女。

　エレベーターで見た一いつ刹せつ那なの幻げん影えいが、脳のう裏りを去来する。

「おい！　ファントム！　どうした!?」

「……先に行け」

「ファントム!?」

　リズィの応答を待たず、コンテナの谷間に駆かけ込んだ。奴はこの上にいる。裏手に回り込んだところで、コンテナの側面に飛びつき手て掛がかりを探しながらよじ登る。身体からだを引き上げようとした瞬しゆん間かん、しなやかな影かげが俺の頭上を跳ちよう躍やくして隣となりのコンテナへと飛び移る。そう、それは……

「エレン……」

　俺は再会を喜ぶではなく、詰きつ問もんの叫さけびをあげる。

「なぜだエレン！　なぜ君が、こんなことを!?」

「エレンなんて、呼ばないで」

　１年ぶりの再会に、しかし彼女は木こ枯がらしのような、乾かわいた声こわ音ねで答えた。

「わたしはアイン。今も昔も、ただのアイン……」

　その抑よく揚ようのない声は、その凍こごえた眼まな差ざしは、かつてすべてを見失い、泣き崩くずれていた少女のものではなく……最強の名を欲しいままにした暗殺者のものだった。

「早く、逃にげなさい。インフェルノがあなたを追うわ。今度こそ、徹てつ底てい的に……」

　ただそれだけを言い放ち、彼女は踵きびすを返す。

「エレン……待て、行くな……」

　ようやくコンテナの上に登り振ふり向いたその時には、彼女の姿はどこにも見えなかった。

〝わたしはアイン。今も、昔も……〟

　今や、すべてのカラクリが見えていた。彼女がアインと名乗る以上は、今も彼女をそう呼び続けている奴やつがいる。

　サイス＝マスター……すべては、奴の差し金か。

　何もかも、奴が仕組んだ周しゆう到とうな復ふく讐しゆう劇だったのだ。梧桐、クロウディア、そしてワイズメル。三つ巴どもえの疑心暗あん鬼きを煽あおり立て、かつて自分を罠わなにはめた仇きゆう敵てきたちを続々と自じ滅めつに導いていく。いかにも奴の好みそうな手だ。一体どうやってインフェルノとヤクザの内部情報に触ふれ、裏をかくことができたのかはわからない。だがそれ以外の疑念は、奴の仕し業わざと考えればすべてに説明がつく。

　あのサイスのことだ。すでに真相はインフェルノにも暴ばく露ろしているだろう。今この瞬間にも、インフェルノは動き出しているに違ちがいない。真の裏切り者であるクロウディア＝マッキェネンと、その先兵となったファントムの抹まつ殺さつに……

　そうだ、キャルの身が危ない。インフェルノは当然、真っ先にあのロフトを狙ねらう。俺はコンテナを飛び降り、ゴルフを停とめてあった場所まで、全速力で駆け戻もどった。頼たのむ、間に合ってくれ！
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　今この１分１秒の決断で、おそらく生死が分かれるんだろう。もちろん、命が惜おしいなら、今からロフトに戻るなど愚ぐの骨こつ頂ちようだが……。それが何だというんだ？　そんなことがキャルを見捨てる理由になるものか。

　もはやノルマンディ通りは敵地と思っていい。２ブロックほど離はなれた場所にゴルフを停めて降り、意識を針にして周囲の気配を窺うかがいつつ歩く。寝ね静しずまった街区には、何の動きも……

　他ほかならぬ我が家の前で、見覚えのあるベンツがアイドリングしていた。以前、死んだランディとその部下が乗ってきた車。

「くっ！」

　声にならぬ叫さけびを上げてロフトに走り出したその直後、




ズドンッ!!




　ロフトの窓から炎ほのおと爆ばく音おんが迸ほとばしった。熱波と衝しよう撃げき波はに押し戻されて、バランスを崩し道みち端ばたに転ぶ。それでも目だけは、逸そらせなかった。ただ白はく痴ちのように呆ぼう然ぜんと、巻き上がる黒こく煙えんを見つめているしかなかった。

　頭の中は、止まっていた。止めておくしかなかった。もし、ほんの少しでも思考を動かしてしまったら、理解せざるを得なかったから。あんな爆発で、中の人間が生き残れるはずがないことを。

　無様に路面に転がったままの俺の姿に、ベンツの乗員は最後まで気づきもしなかったらしい。

　爆破を見届けたドライバーは、皮肉にも肝かん心じんの標的を見み逃のがしたまま、悠ゆう然ぜんと車を発進させて走り去った。

　そして独り路上に取り残された俺は、黒い煙けむりと、燻くすぶりはぜる火の音と、焦こげ臭くさい匂においと……長い間、ただそれだけの世界と向き合っていた。

　なぜだ？

　なぜ守ろうとしたものばかりが、真っ先に傷つき消えていく？　なぜキャルは、死んだ……

　乾かわいた刺とげ々とげしい笑い声が、急に喉のどから湧わいて出た。何が不思議だ？　誰だれを問い詰つめようっていうんだ？　お笑いぐさだ。すべて解りきっていることなのに。何もかも自分のせいじゃないか。キャルを見つけて、利用して、最後まで手放そうとしなかった、殺し屋ファントムのせいだろうが。

　どうして、こうなることを予期できなかった？　守ってやろうなんて、なぜそんな身の程ほど知らずなことを考えたのか。今までも誰だれ一人として、守れたためしがないくせに。

「……もう、嫌いやだ」

　脱だつ力りよくした身体は自分の意志とは関係なく動き出す。どこに行こうというのか？　それは自分にもわからない。わかっているのは、もうすべてを終わらせるためだけに動いているということだった。

　誰にともなくそう呟つぶやいてから、俺は身を起こし、歩き始めた。

　身を護まもることも、逃にげ延のびる手段にも、もうまったく興味は持てなかった。

　今はただ……忘れたい。何もかも。このまま消え去ってしまいたい。







「概おおむねの事情は吞のみ込めた」

　微びに入り細に亘わたったサイス＝マスターの陳ちん述じゆつを聞き終えて、マグワイヤは重くのしかかるような疲ひ労ろう感の中にあった。

「にわかには、信じがたい話かと思いますが……」

「いや……サイス＝マスター、君の話の裏付けは取れている」

「先程、リズィ＝ガーランドから緊きん急きゆうの連れん絡らくがあった。クロウディアの麾き下かにあったファントム＝ツヴァイも、彼女から離り反はんしたそうだ」

「ほほう、さすがと言いましょうか……変わり身の早いことで」

「しかし、まさか君が梧桐組の懐ふところに入り込んでいようとはな」

　マグワイヤも含ふくめ、誰一人として予想だにしなかった。免めん罪ざいを晴らしてインフェルノに復帰するべく雌し伏ふくしていたサイスが、まさかヤクザたちに雇やとわれてＬＡでのオブザーバーを務めていたとは。

「申し訳ありません。皆みな様さまを謀たばかる形になってしまいましたが、すべての真相を暴あばくためには致いたし方なく……」

「君らしい。よほど我々を驚おどろかすのが嬉うれしいようだ」

「滅めつ相そうもございません」

　白々しい笑え顔がおで皮肉に応じるサイスに、マグワイヤは表情を改めて言い放つ。

「君のインフェルノへの復帰は認めよう。だがその前に一仕事してもらいたい」

「なんなりと」

「裏切り者、クロウディア＝マッキェネンについては、現在追っ手を差し向け確保は時間の問題となっている。だが、ファントムの所在は未いまだ摑つかめていない」

「なるほど……。では彼の追つい跡せきには、私のアインを差し向けましょう」

「ほう……。新旧ファントムの対決か。面おも白しろい。やってみたまえ」







　マグワイヤとの会見を終えたサイスは、部屋の外に待機させていたアインに、現ファントム〝ツヴァイ〟の抹まつ殺さつ指令を伝えていた。

「さて、アイン、おまえは今夜すでに、ツヴァイを捕ほ捉そくしているはずだ」

「……はい」

「なぜ、取り逃がした？」

「……申し訳ありません」

「怖こわいのか？　ツヴァイが」

　アインは下を向いたまま黙だまっている。

「……質問を変えよう。アイン、おまえにツヴァイは殺せるか？」

「……彼は、格段に成長しています。対決すれば、死ぬのはわたしかもしれません」

「なるほど。それが、おまえの望みか。どうやらお前も限界のようだな。アイン」

　一年前、暴走したツヴァイの影えい響きようを受け、その精神力を著いちじるしく損そこなったアイン。一時期は立ち直ったかのように見えたが、結局はそれも上うわ辺べだけの回復だった。彼女の戦せん闘とう能力の劣れつ化かは、やはり致ち命めい的だったようだ。この一年の苦難の日々は、弱体化したアインといえども、唯ゆい一いつ自由にできる貴重な手て駒ごまだったが、インフェルノへの復帰を果たした今、もはや節制を心がける必要もない。

「まぁ、よかろう。すでにお前は、充じゆう分ぶんに役目を果たしている」

　アインによって得られたデータや教訓により、サイスは自身の洗脳調教術を、システムとして確立していた。今はもう、より低コストで、短時間に、アインと同じ完全兵士を育成できる。

「アイン。お前は私の習作として、充分にその役を果たしたものと認めよう。ツヴァイを抹殺した暁あかつきには、アイン、お前にも安息を許可する。これを最後の任務としてやろう」

　サイスの最後の命令、それはアインにとってもっとも非情な内容だった。

「現ファントム、ツヴァイを抹殺しろ。ただし、帰き還かんし報告する必要はない」

　その言葉の意味する冷れい酷こくな意味に、少女の胸をさざなみが走る。帰還する必要がない……つまり、この最後の任務では、死ぬことも許可されている。

「これで、戦略の幅はばが広がるな？」

　非情さと慈じ愛あいとは、相反するものではない。その証あかしに、サイスの冷たい微笑ほほえみに向けられたのは、まぎれもない感謝の眼まな差ざしだった。

「ありがとうございます。マスター……」







　夜の砂さ漠ばくを吹ふき渡わたる風。今も昔も変わりなく、ここは時が止まっているようにさえ思う。始まったのは、この廃はい工場だった。やり直そうと決めたのも、ここだった。なら……終わるのも、ここがいい。

　大だい丈じよう夫ぶ。彼女ならわかっているはずだ。遠からずここに来るだろう。だから、ただ待つだけでいい。

　この場所で見た、エレンの仕草、交かわした言葉の数々を思い出す。寸分違たがわぬ背景が、まるで幻げん覚かくのような生々しさを与あたえていた。本当に、あの頃ころの彼女が、すぐ傍そばにいるように感じる。

　淡あわい月明かりの中に佇たたずむ影かげは、幻覚のように朧おぼろ気げで……だが、いつしかそれは、まぎれもなく実体をとっていた。

「ここにいると、思ったわ」

　期待していた通り、やはり彼女はやって来た。

「ああ。わかってるだろうと思った」

「逃にげろって、言ったのに」

　エレンの声は、いつになく悲しく虚うつろに響ひびく。

「でも、待つことにしたよ」

「あなたを、殺さないといけない」

　冷ややかに宣言しながら、エレンは手にした拳けん銃じゆうを構える。

「そうしてくれ。望むところだ」

　俺はエレンの構えた銃口に向けて、力なくそう微笑んだ。それがエレンにとっては、意外だったらしい。静せい寂じやくの瞳ひとみがかすかな動どう揺ように騒さわぐ。

「……どうしたっていうの？」

「……疲つかれたんだよ。もう。誰だれも救えず、誰も守れず……そんな人生は、もう嫌いやだ」

　何ひとつ、変わりはしなかった。偽ぎ証しようを立ててまで庇かばおうとしたキャルも、結局は殺され、かつて救おうとしたエレンもまた、いまだ手を血に染め続けている。

　守りたい、傷つけたくない、そう願うたびに裏目に出る。もう繰くり返しはたくさんだ。

「どうせ殺やられるなら、君がいい。ひと思いに、やってくれ」

　目を閉とざし、深く息を吐はいて解放の時を待つ。だが、いくら待てども銃声はなかった。

「……お願い。あなたも銃を抜ぬいて」

　苦く掠かすれたエレンの呟つぶやきが耳に届く。無む抵てい抗こうの人間を殺すのは、気が引けるとでも言うんだろうか。懐ふところから銃を抜き、掲かかげてエレンに示す。

「ちゃんと銃口を、こっちに向けて」

　言われたとおりに、さも撃うたんとするかのように、照準をエレンの眉み間けんに定めた。

「そう。それでいいわ。そのまま引き金を引いて。今すぐに」

　硬かたく強こわ張ばった、何かに追いつめられたような語調。それは、かつてエレンが口にしたことのないものだった。

「お願いよ。わたしを殺して、先に進んで。こんな所で、死なないで」

「できるわけ……ないだろ、そんなこと」

「じゃあ、何もかも噓うそだったの？　たとえ誰かを傷つけてでも、自分の意志で生き延びるって。……あのとき、あなたは、そう言ったのに」

「…………」

　俺は何も答えられなかった。

「憧あこがれたのよ。わたしは。あの日のあなたの強さに……。今もどこかであなたが生きて……、強く自由に生きているって、そう思うだけでわたしは今日まで生きてこられた」

　彼女とは、まるで気持ちの通じないまま別れたとばかり思っていたのに……

　今、涙なみだを滲にじませて語るエレンの独白は、まるで、一年の時を隔へだてた昔から聞こえてくるかのようだった。

「あなたは、わたしの夢だった。わたしにも選べたかもしれない、もう一人のわたしの人生だった。いつかわたしも、そうなれるってあなたは約束してくれたんだもの。この世界が無限の地じ獄ごくじゃないとしたら、それはあなたが生きてるからよ。……だから、お願い。引き金を引いて。あなたのいない世界に、わたしは生き残りたくない」

「エレン……」

　知らなかった。知るはずもなかった。いつの間にかこの自分が……、誰かの心を支えていたとは。

　どこに行ってしまったんだろう？　一年前、この身を支えていた覇は気きは。是ぜが非ひでも生き延びようと、エレンとともに逃げようと、そう決意させたものは。絶望するのも、諦あきらめるのも容易だが、それは自分一人の挫ざ折せつではない。あの日、痛切に胸を焼いた感情が、今また蘇よみがえってくる。

　この子を、救いたい。死にしか安らぎを見いだせないロボットのような生き方でなく、人としての幸せを、せめて欠片かけらだけでも知ってほしい。この気持ちがあれば、まだもう少しは頑がん張ばれる。

「玲二……」

「俺は、撃たない」

　咎とがめるようなエレンの言葉を、皆みなまで言わせずに割り込んで止める。

「でも、わたしは……」

「好きにしろ」

　そう言い放ちながら、立ち上がりエレンに詰つめ寄った。

「命令が大事なら俺を撃て。明日からは俺を忘れて生きろ。それができないなら、君は殺し屋失格だ。サイス＝マスターの面つら汚よごしだよ。もうアインなんて名乗らない方がいい」

　一歩一歩ゆっくりと、銃を構えたエレンとの距きよ離りを詰めていく。半開きの唇くちびるをわななかせながら、後ずさるエレン。

「わたしは……あなたを……」

「決めろ。自分の意志で」

　葛かつ藤とうに耐たえかねたように、瞼まぶたを下ろすエレン。揺ゆれる銃口も、震ふるえる肩かたも、気がつけば抱だき止められる距離にあった。そっと銃を横に押しやって、怯おびえた顔を胸の中に埋うずめさせる。

　硬く強張ったエレンの身体からだからふっと力が抜けた。

「わたしは……失格？」

「そうだ。それでいいんだよ。君はアインじゃない。エレンだ。決められただろ？　自分で」

「……うん」

　腕うでの中のエレンの身体にさざなみのような震えが走る。自じ嘲ちようを込めた憫びん笑しようもだが笑顔には違ちがいない。初めて見る、掛かけ値なしのエレンの笑え顔がお。

「もう一度、やり直そう」

「今度こそ、二人、離はなれ離ばなれになったりしないで……最後まで、一いつ緒しよに行こう」







　外に出ると、風の向きが変わっていた。深い夜よる闇やみが透すけつつある。朝が近い。

「北に逃にげたんだよな。あの時は。今度は南に行ってみようか」

「……そうね」

　行く当てのない旅の始まりなのは前回と同じだが、それでも心ははるかに軽い。今度は初めからエレンの笑顔がある。







　砂さ漠ばくのハイウェイを一路南下するゴルフのステアリングを、俺はいったん、ロス郊こう外がいへと向けた。

　アローヘッド湖こ畔はん、アイザック＝ワイズメルの別べつ荘そう……。まさか再び、足を運ぶことになるとは思わなかった。

「……こんなところに、どうして？」

　エレンには、まったく解げせない寄り道だったろう。だが前回の逃とう避ひ行こうと同じ苦労をしたくはない。咄とつ嗟さに閃ひらめいた着想だったが、危険を冒おかす価値はある。

　案の定、スーツケースは放ほうり込んだそのままの場所にあった。この数日間、立て続けにインフェルノを襲おそった衝しよう撃げきのせいで、もはやアイザックの死も、ヤクザの手から消えたこの金も、記き憶おくから葬ほうむられた過去なのだ。

　[image: 500]万ドル。二人ぶんの逃とう亡ぼう資金としては充じゆう分ぶんすぎる額だろう。だが俺は、はじめてこの札束を目にした夜を思い出した。

（キャル……）

　この札束に込められたのは、キャルの怒いかりと悲しみだった。それを糧かてに、またのうのうと生き延びようとしているのだ。最後まで騙だまして、利用し続けた。結果的には、そうなのだ。そしてもう、それを詫わびて償つぐなうことも叶かなわない。

（キャル……）

　怒おこってるよな。恨うらんでるよな。だが、ごめんよ。お前が待ってる世界には、まだもうしばらく出向けない。まだ、やり残したことがあるんだよ……







[image: エピローグ]
















　……２年後




　桜の花びらが舞まい散る季節。この日本から、卒業旅行でアメリカに渡わたってから何年が経たったのだろうか？　自分の中では、永遠に等しい時を刻んだようにも思える。

　殺されそうになる悪夢、そして人を殺す苦く悩のう、それら血なまぐさい戦いは終わりを告げた。このまま、この安らかな時が続けばいい。心からそう思う。

　キャルのことを忘れることはできないだろう。そして、今まで自分が殺した人間のことも引きずるだろう。でも今は一人じゃない。一人では駄だ目めでも、二人で助け合っていけば必ず人間らしい生活を取り戻もどせる。

　河原に横になってそんなことを考えている俺の横に、エレンが腰こしを降ろしてきた。

　戦いは終わった。しかし、エレンの記憶も笑顔も、まだ戻ってはいない。

「ずっと昔に約束したこと、憶おぼえてるかい？」

「……え？」

　不思議そうに俺の顔を見るエレン。

　初めてエレンと呼んだ夜、彼女が見せた戸と惑まどいの表情も、思えばこんな風だった。

「俺と同じように、君の記憶も取り返してあげるって……あのとき、そう約束したんだったよな」

　言葉を切って、空を見上げる。

　眩まばゆいほどに明るいロスの空とは違ちがう、どこか優やさしい蒼そう穹きゆう。桜の白さにしっとりと馴な染じむ、この日本だけの空。

「……ごめんよ。あの約束、まだ果たせないままだ」

　俺の視線を追うように、エレンもまた振ふり仰あおいで春の空を眺ながめる。

「ときどき、色の夢を見る」

「え？」

　空を見み据すえたまま呟つぶやいたエレンに、俺は何のことかわからず問い返した。

「……色、だって？」

「そう、色。それと……風。青と、白と、波打つ緑色と……それだけしかない、あとは何もない場所」

　語る彼女の眼まな差ざしは遠く、どこか見果てぬ景色に目をこらすかのようだった。

「でも、眩まぶしいくらい明るくて……それで、風が吹ふいている。すごく強い風が」

「……それが、君の夢？」

「そう」

　どんな景色なんだろうか。心に思い描えがいてみようとするが、できない。漠ばく然ぜんとしすぎている。

「君の故郷なのかな？　その景色って」

「かもしれない」

　エレンは空から視線を下ろし、曖あい昧まいで頼たよりない微び笑しようを浮うかべる。諦あきらめたようなその笑えみは、俺の心にやるせない寂さびしさを残した。

「……いつかきっと、探しに行こう。その場所を」

「でも……」

「見つかるさ。きっと。……諦めさえしなければ、必ず」

　エレンと、そして自分自身に誓ちかうために、俺はそう言いきった。

　青と白と緑の景色、遠い風の吹く場所。

　いつかそこに辿たどり着いたとき、きっとエレンは、今と違う笑い方をしてくれる。そう心に信じて。
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あとがき







　こんにちは。私の名前は虚うろ淵ぶち玄げん。

　読者の皆みな様の中に私を知る人はいるまい。っつーかいたら困る。

　そもそもこの小説版は「パソコン持ってない人にも Phantom を」というコンセプトで企き画かくされたものだから、既すでにＰＣ版 Phantom を知ってる人が読むようにはできてない。よって皆様と私は見ず知らずであると信じたい。っつうか信じさせて、お願い。ハズいから。




　まぁそういう次し第だいで私は、日本全国津つ々つ浦うら々うらの書店にて、数あるライトノベルの中からこの本を手に取った皆様とは初対面なはずである。

　なぜかといえば、私は〝こちら側〟の人間ではない。私の住まう世界は、陽ひの当たるライトノベル売場の〝向こう側〟……あなた方の世界の裏側にあるアンダーワールドなのである。

〝向こう側〟への入り口は全国いたる所にある。書店に、電気街がいに、ＰＣゲーム売場の片かた隅すみに……一種独特の雰ふん囲い気きでもって隔かく離りされた桃色結界ゾーン。それが私の住まう〝18禁業界〟だ。

　ところで、普ふ通つうエロゲーのノベライズってのは、然しかるべき出版社で刷られて然るべき書店の然るべき場所に並べられるのが筋である。あくまで〝向こう側〟のテリトリーに留とどまり、〝こちら側〟の皆様が目にすることも手に取ることもない。

　にも拘かかわらずこの Phantom は、何を間ま違ちがってか角川スニーカー文庫から刊行される。異空間の壁かべを突つき破り、エロ結界の外へと飛び出してしまったのだ。

　つまりこの場所に於おいて、私はエイリアンである。

　別に血液が強酸性だったり、鳩はとが飛ぶのを見ただけで光線銃じゆうを乱射するようなことはないので安心してくれて良い。だがそれでも皆さんは戸と惑まどうことだろう。エロゲー屋がこんな所へ何をしに来たのか？　と。

　そして私もまた戸惑っている。俺なんでこんな所に来ちまったんだろう？　と。

　たとえるなら西せい欧おう人に納なつ豆とうを食べさせてしまったかのような、或あるいは本場のキムチやトムヤムクンをおっかなびっくり口にするような、『いいのかよマジで？』ってな気き後おくれである。

　異なる種族間の最初の接せつ触しよくというのは、おしなべて重大な瞬しゆん間かんだ。果たして『スタートレック：ファーストコンタクト』のような感動のラストシーンに至るのか、はたまた『イデオン』全39話＋劇場版に亘わたる大惨さん劇げきの幕開けとなるのか……もちろん望ましいのは前者であろう。いや、だからって『イデオン』が嫌きらいなわけではないが。




　できることなら、私のホームグラウンドである〝向こう側〟の世界について語りたいところだが、さりとて『楽しいトコだよ！　ぜひ遊びにおいでヨ！』なぁんて無む邪じや気きに喧けん伝でんするわけにもいかない。我々の住まう淫いん靡びな世界は、[image: (1)]18歳以上の年ねん齢れいに達し[image: (2)]年相応の思し慮りよ分別を備えた人間が[image: (3)]自らの意思によって踏ふみ込んできた場合……に限ってのみ、その新参者を歓かん迎げいすることが許されている。

　冗じよう談だん事ではない。昨今、この鉄則がしばしば疎おろそかにされたせいで、正しい資質を備えることなく我々の世界へと踏み込んだ者たち……俗ぞくに〝厨ちゆう房ぼう〟と呼ばれ忌いみ嫌われる不適合者が横行し、いま〝向こう側〟を危機的な状じよう況きように晒さらしているのだ。

〝こちら側〟に住まう人々の中には、常日ひ頃ごろから〝向こう側〟の世界の侵しん略りやくを警けい戒かいして戦せん々せん恐きよう々きようとしている方々が少なからずいる。それ故ゆえに我ら淫靡の世界の住人たちは、常に日ひ陰かげで息を潜ひそめて生息することで〝こちら側〟の世界と共存している。

　だがその謹つつしみを配慮しない〝厨房〟たちは、〝こちら側〟と〝向こう側〟の境界を弁わきまえようとせず、いたる所で公序良俗を脅おびやかす言動を平然と繰くり返している。結果、日頃の被ひ害がい者しや妄もう想そうに火のついた一部の人々の手によって支し離り滅めつ裂れつな法案が提案され、２００２年４月現在、この国の文化は重大な危機に瀕ひんしている。

　……少々話が逸それたようだが、ともかくそういう事情があって、私は読者の皆さんのような〝こちら側〟の住人を迂う闊かつに〝向こう側〟へと勧かん誘ゆうするわけにはいかないのだ。

　かといって、何も語らずに筆を置いたのではこの文章が意味を持たない。敢あえて語ることのできる話題といえば……何故なぜ、私こと虚淵玄が〝向こう側〟に根城を構えているのか。その辺の事情についてお話しするとしようか。

　たとえば、ここに一本の映画がある。全国の劇場で２年近く公開をぶっ続けてン百億の興行成績を叩たたき出し、『観みなきゃ非国民。泣かなきゃ人じゃねぇ』とでも言わんばかりの社会現象を巻き起こした大作長編・娯ご楽らく恋れん愛あい・紅こう涙るい搾さく出しゆつ大奉ほう仕しエンターテインメントである。

　で、そんなアリガタスバラシイ作品を観た末に……〝あの船せん尾びからクルクル回って落ちてった奴やつ、スクリューに当たってイイ音させてたよなぁ〟ってのが感想の全すべてだったりするような、そんな臍へそ曲まがりが私である。

　そしてその臍曲がりは、事もあろうに脚きやく本ほん家かとして３本ものソフトを世に出し、今ものうのうと飯を食っている。そんな現実を許しているのが〝向こう側〟の世界なのだ。

　エロゲーを楽しむユーザーはいつだって独り、ただ自分の欲望のためだけにパソコンに向かう。彼の行動は他人を喜ばせることでも、他人に誇ほこれるものでもない。プライドだの向上心だのといった余計なものを一切合切脱ぬぎ捨てた、剝むき出しの一個人。そんなユーザーを楽しませ、満足させる……それ以上の何物も求められないのがエロゲーである。エロゲーはデートコースのお題目に選ばれることなどない。スノビズムの小道具として語られることもないし、思想とも無縁だ。何を標ひよう榜ぼうし擁よう護ごし攻撃するものでもない。

　ただ、娯楽でありさえすればいい。面おも白しろいと思ったものを面白いように造ればいい。こんなにも自由な、居心地のいい場所は……少なくとも私はまだ他ほかにお目にかかったことがない。

　このあとがきを読んでいる皆みなさんの中からも、いつの日か正しい資質を身につけて我々の領域へと踏み込んでくる人がいるかもしれない。そのときは、また再び巡めぐり会うことも有り得うるだろう。私はニトロプラスの虚淵玄。憶おぼえておいてくれたら嬉うれしい。




　ＤＶＤ版のときもそうだったように、今回の Phantom も見知らぬ領域へアプローチするための〝翻ほん訳やく〟作業に、多くの方の助力をいただいた。ゲーム中のインターフェイスを前提とした文章を小説向けにリライトし、限られた頁ページ数の中に盛り込むエピソードを取捨選せん択たくする作業は、門外漢である私ではとても手に負えない作業であったから。骨を折って下さったスニーカー編集部の方々と（有）リアクションの皆様に、この場を借りて感謝を。

　そして素す晴ばらしい表紙絵と挿さし絵えを提供して下さった山田秀樹さんに最大の賛辞っつーか愛を。ラフ見た瞬しゆん間かん、『もう昔の作品の仕事なんてしたくねーよぅ』なんて嫌ムード芬ふん々ぷんだった虚淵の態度は１８０度反転いたしました。こんなカコイイ絵を一人でも多くの方々に届けられるのであれば、もう Phantom だろうが何だろうがノベライズしてくれ賜たまえ！　というのが今でこそ語れる正直な本音だったりして。

　既すでに他社作品においても挿絵画家としての活かつ躍やくを続けておられる山田さんの、今後のより一層の躍進を祈いのりつつ、ここで筆を置くことにする。




　　４月30日


虚淵　玄　　
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リアクション　鈴家　一郎　　






　こんにちは＆はじめまして。リアクションと申します。プロフィールでも述べておりますが、リアクションというのは会社名です。個人的には、鈴家一郎という名前で雑誌の仕事をメインに活動しています。以後、お見知り置きくださいませ。

　今回、この本に関かかわらせていただいた経緯は、原作となるゲーム「PHANTOM OF INFERNO」のムック、晋遊舎刊『Phantom Perfect Graphics』に端たんを発します。この書しよ籍せきは、いわゆるビジュアルファンブックと呼ばれるもので、この中のストーリー＆ＣＧ紹しよう介かいのページを自分が執しつ筆ぴつしていたことが縁えんで、声をかけていただいたというわけです。

　実際の作業としては、ゲームの演出にあわせて最適化されているテキストを、小説向けに加筆＆修正していくといったものでした。「PHANTOM OF INFERNO」は仕事の都合上何回もプレイしていたし、一から文をおこすというわけでもなかったので、軽い気持ちで引き受けたのですが、これが苦労の始まりでした。なんといってもあのテキスト量……。全文を開いたときの衝しよう撃げきは、今でも忘れることができません。まさかあんなに多いとは……。はっきりいって目め眩まいがしました。

　さて、原作をプレイされた方はご存じだと思いますが、ゲームは全３章で構成されています。しかし、本誌ではそのうち２章までしか描びよう写しやされていません。これは、あまりにテキスト量が多かったため、文庫本という枠わく内のページ数では収まり切らなかったためです。しかも、２章までのテキスト量も膨ぼう大だいだったので、削けずらなければならない部分が数多く発生しました。銃じゆうや車の描写などは、「PHANTOM OF INFERNO」の特とく徴ちようともいえる大事な部分なのですが、その全すべてを生かすと、まったくといっていいほど本文が縮まりません。こうした部分を削らざるを得なかったのが今も悔くやまれます。

　また、物語はゲームでいうところの２章と３章の間で終了していますが、その先の展開というものが原作では存在します。その内容については、もしかしたら３章で構成された続編が出るかもしれませんので、気長にお待ちください。

　待ちきれないという方は、ＤＶＤ版「PHANTOM OF INFERNO」をプレイしてみてください。これなら１、２章の削られたエピソードも堪たん能のうできるし、３章も楽しめます。

　最後に、声をかけていただいた角川書店スニーカー文庫編集部難波江さんと、原作者の虚淵先生、そして読者のみなさんにお礼を申し上げ、あとがきとさせていただきます。どうもありがとうございました。
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本作品は、ＰＣゲーム『Phantom』の２章までを文庫用に再構成、加筆したものです




カバー・口絵・本文イラスト／山田秀樹

カバー・口絵・本文デザイン／竹内豊
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虚うろ淵ぶち　玄げん（Nitroplus）
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